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序文

ー陣長崎鼻遺跡は，昭和 31年に南種子町ではじめて本格的な発掘調査が行われた遺跡で，

縄文時代晩期の貝塚です。発掘調査は，盛園尚孝先生（中種子町野間中学校教諭，当時）と

地元の中学生・高校生によって行われました。調査中は， 三友国五郎先生（鹿児島大学教授，

当時）など著名な研究者が来跡されただけでなく，地元の多くの人々が関心をもち，遺跡を

訪れています。

種子島の先史時代は，国重要文化財広田遺跡出土品などの多彩で豊富な貝製品が有名です

が，この一陣長崎鼻遺跡では，広田遺跡より 1,000年近く古い貝製品が出土していて，種子

島の貝文化を考える上でとても貴重な遺跡です。

また，この遺跡からは人骨が出土していて，広田人のルーツを探る上でも大変重要な遺跡

です。

しかし，昭和 31年の発掘調査以来，この遺跡が立地する砂丘の地形は激しく変化し，遺

跡の正確な場所が分からなくなっていました。また，近年，種子島では温暖化に伴う海水面

の上昇などによって，海岸砂丘が浸食される災害が多発していることから，遺跡が滅失して

いる可能性すらありました。

そこで，南種子町教育委員会ではこの遺跡の正確な場所と遣跡の範囲を把握することに

よって，この遺跡の保護を図ることを企て，平成 19年度と平成 21年度に発掘調査を行いま

した。

本報告書は，その発掘調査の記録をまとめたものです。南種子町教育委員会では， この成

果を踏まえ，遺跡の保護と活用を図っていきたいと考えております。

最後になりましたが，発掘調査を実施するにあたりご指導 ・ご協力をいただきました文化

庁，県文化財課，県埋蔵文化財センター，ご指導並びに玉稿を賜りました諸先生方，調査に

ご協力いただきました地元の皆様をはじめとする関係各位に対しまして心よりお礼申し上げ

ます。

平成23年 3月

南種子町教育委員会

教育長岩屋秀男
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貝塚 縄文時代晩期
黒川式士器，オオッ 種子島南部東海岸の
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ツノガイ珠，ハマグ 式とともに，貝製品，

リ製打製貝鏃， トド 骨角器，石器が出土。

ー陣長崎鼻追跡 ロキガイ製垂飾品， 昭和 31年に， 地元の

サメ歯垂飾品，鹿骨 方が下顎中切歯に水

製かんざし，骨刀， 平研麻が施された人

石器，骨角器，人骨， 骨を採集。

獣骨，魚骨，貝類，

甲殻類

ー陣長崎鼻辿跡は，種子島の南部，太平洋に面した砂丘上に所在する縄文時代晩期の

貝塚である。縄文時代晩期の追跡で，黒川式の単純造跡である。調査は，昭和 31年度に
盛園尚孝が行い，平成 19~ 21年度に南種子町教育委員会が行った。貝塚内からは，獣骨・
魚骨 ・貝類などの自然造物の他， 貝製品や骨角器，石器が出土した。出土したオオッタ

ノハ貝輪やサメ歯垂飾品，鹿骨製のかんざしなどの装身具からは，当時の装いのあり方

を知ることができる。また，類例が少ないハマグリ製の打製貝鏃が出土した。ほかにも，

昭和 31年度の調査の際にであるが，黒川式期の壺の口縁部とみられる資料が出土してい
要 約 る。なお，本造跡における年代測定としては，出土した黒）1|式の深鉢の口縁部に付着し

ていた土器付着炭化物と， 包含層内の炭化物及び包含層内出土の貝類について， "C年代

測定を実施している。

また，この造跡では，昭和 31年に地元の方が，下顎中切薗に水平研脳が施された人骨
を採集している。平成 21年の調査でも，人の頭蓋骨片が出土した。種子島で，縄文期の
人骨が出土したのは， この追跡だけである。



例 言

1. 本報告書は， 南種子町教育委員会が国庫補助事業として平成 19, 21年度に実施した町

内遺跡発掘調査等事業（一陣長崎鼻遺跡） の成果をまとめたものである。

2. 発掘調査は， 平成 19, 21年度に確認調査を実施した。 また， 平成 20年度には，鹿児島
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女子短期大学竹中正巳教授と南種子町との共同で試掘調査を実施した。

本報告書に収録する発掘調査に関する遺物 ・発掘調査記録は，南種子町教育委員会で保

管している。

本書が用いる測量座標は平面直角座標II系である。標高は海抜高である。

挿図の縮尺は各図ごとに示してある。

遺物番号は，本文及び挿図・図版番号と一致する。

発掘調査における写真撮影は， 石堂和博・小脇有希乃が行い， 実測 ・測量は， 主として

石堂・小脇・山野ケン陽次郎（熊本大学大学院，当時） ・有留秀樹（國学院大学 3回生，当時）

で行った。整理作業は， 主として松原信之・石堂・小脇・峰山いづみ・山野・有留・西園六代・

森真智子で行った。土器の実測・トレースは，松原 ・峰山 ・石堂・西園で行い， 石器の実

測 ・トレースは松原が行った。 貝骨角牙製品の実測 ・トレースは， 石堂 • 松原 ・ 峰山で行っ

た。遺物撮影については，鹿児島県立埋蔵文化財センター内写場において， 吉岡康弘（鹿

児島県立埋蔵文化財センター） の指導のもと，松原が行った。

8. 本報告書の執筆分担については， 以下のとおりである。

第 I章

第II章

第rn章

牙製品

第1V章

石堂和博

松原信之

第 1節

石堂和博

第 1・2節

石堂和博 第 2節 石堂和博

闊加速器分析研究所 第 3節

第 3節 土器 ・石器 松原信之

パリノ・サーヴェイ株式会社

貝骨角

九州大学教授 中橋孝博

立中央博物館主任学芸員

県立中央博物館主任学芸員

第 5節 鹿児島女子短期大学教授

第V章 第 1節 石堂和博

黒住耐二

加藤久佳

第 2節

第 7節

竹中正巳

早稲田大学講師 樋泉岳二

第 6節

第 8節

第 4節

千葉県

千葉

石堂和博 • 松原信之

9. 本報告書の編集は， 石堂・松原が行った。
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第 I章調査の経過

第 1節調査の経緯

ー陣長崎鼻遺跡は，種子島の南部，太平洋に

面した海岸砂丘にある貝塚で，昭和 29年に発見

され，昭和 31年に盛園尚孝氏（中種子町野間中

学校教諭，当時）によって発掘調査がなされた。

その調査では，獣骨 ・魚骨 ・貝類などの自然

造物と黒）1|式士器や骨製品 ・貝製品及び人骨が

出土した。その後，この造跡は本町の歴史を物

語る貴重な文化財として，町の選定文化財に選

定されている。

種子島では，近年，温暖化による洵水面の上

昇などによって海岸砂丘が浸食される事例が増

えている。また，昭和 31年以降の海岸砂丘地形

の急変で遺跡の正確な位置が分からなくなって

いた。そこで，南種子町教育委員会では，この

造跡の位岡を確かめるために平成 19年 12月に

試掘調査を行った。

調査の結果，6トレンチと 7トレンチにおいて，

現地表面から 1.3 mほど下位の混貝砂層から，

祖製の黒川式土器と獣骨 ・魚骨 ・貝類を検出し，

造跡が現地に残存することがわかった。

平成20年度には，鹿児島女子短期大学教授竹

中正巳氏とともに，重機による試掘調査を行った。

調査地点は，平成 19年度調査地点から，海側

に約 10m行った A地点と，平成 19年度調査地点

から北東に約 500m行った，過去に地元住民が

人骨の露出を確認したとされる B地点の 2地点

である。

調査の結果， A地点では貝塚層が確認された

が， B地点では造構 ・造物ともに確認されなかっ

た。

平成 21年度には，造跡の範囲・内容を確認す

るための調杏を実施した。まず，平成 20年度の

調査で貝塚層が確認された地点より，更に悔側

に行った地点の発掘調査を実施し，遣跡の端を

とらえるとともに，昭和 30年代の調査成果を補

完することで追跡の内容を明らかにした。

平成 22年度には，それまでの発掘調査の成果
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の整理作業を行い，本報告書にまとめた。

第2節調査の組織

調査主体 南種子町教育委員会

調査責任者 南種子町教育委員会教育長

竹迫種俊 (2007-2008年度）

岩屋秀男 (2009-2010年度）

事務担当 南種子町教育委員会社会教育課

課長兼文化係長上山幸夫(2007年度）

同上坂口浩一 (2008-2009年度）

課長補佐兼文化係長

濱田広文 (2010年度）

文化係主査 ・学芸員石堂和博

文化係主査 ・学芸員小脇有希乃

（旧姓徳田）

文化係 折田日出代

調査担当者 文化係主査 ・学芸員石党和博

文化係主査 ・学芸員小脇有希乃

整理担当者 文化係主査 ・学芸員石堂和博

整理調査員 松原信之

協力機関 鹿児島県教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査 ・整理指導

鹿児島県教育委員会文化財課

川口雅之

熊本大学教授木下尚子

鹿児島女子短期大学教授

竹中正巳

千葉県立中央博物館主任学芸員

黒住耐二

早稲田大学非常勤講師

樋泉岳二

九州大学教授 中橋孝博

なお，発掘調査・整理作業において下記の方々

にご教示 ・ご助言をいただいた。記して謝意を

表します。（順不同 ・敬称略）

黒川忠広，鮫島安豊，橋口尚武，下野敏見，東

和幸，佐古和枝，松田度，河森一浩，中村直子，

新里貰之，上村俊雄，橋本達也，中山清美，鐘ヶ

江賢二，忍澤成視，米田談，西野雅人，土肥直



美，常込秀人，叫寸耕治，青崎和憲，水ノ江和同，

松田順一郎，砂田光紀，片桐千亜紀，浜中邦弘，

池畑耕一

第 3節発掘・整理作業の経過

1.発掘調査の経過

発掘調査に従事したものは以下である。なお，

調査の経過については，調査日誌抄で記したい。

平成 19年度

発掘作業従事者：國学院大学学生有留秀樹，柳

田弘，福島清，小川善男

平成 20年度

南種子町と鹿児島女子短期大学教授竹中正巳氏

と共同で試掘調査を行った。

平成 21年度

発掘作業従事者：熊本大学大学院生山野ケン陽

次郎，柳田弘，福島‘i青，土屋党，西園六代，佐々

木ふさ子，立石ときえ，行廣保成

調査日誌抄

平成 19年度

12月 5日～ 7日

調査区設定。重機を使った表土剥ぎ。

12月 7日～ 19日

重機を使い排土処理をしながらの調査。貝塚層

を確認し，造跡が残存していることがわかる。

平成 20年度

8月 18日～ 19日

石堂と作業員で，国土地理院三等三角点（水溜，

竹崎郡川）を用いて発掘調査用の基準点を設

定する。調査地点 (A地点， B地点）を設定する。

8月25日～ 30日

竹中正巳氏，鹿児島国際大学講師鐘ヶ江賢二氏

現場入り。重機による試掘調査実施。A地点で

は貝塚陪を確認。 B地点では確認できず。 30日，

竹中 ・鐘ヶ江氏帰る。

平成 21年度
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7月 14日（火）～ 17日（金）

測品基準点の設定。重機による表土剥ぎ及び排

土処理。発掘区の設定。

7月21日（火）～ 24日（金）

7月22日，南西諸島一帯は，皆既日食。あいに

くの公天のため，皆既日食は，ほとんど確認で

きず。調査を行う。鮫島安豊氏等来跡。

7月27日（月）～ 31日（金）

25-26日の週末に強い雨が降ったため， トレ

ンチ内に砂が流入。その除去作業に時間がかか

る。

28-31日竹中正巳氏指導。

29-31日千菓県立中央陣物館主任学芸員黒住

耐二氏，早稲田大学非常勤講師樋泉岳二氏指適。

29-30日鹿児島県文化財課川口雅之氏指導。

この問地元在住寺内昭徳氏夫婦，長田睦朗氏，

小笠原氏など多数の町民の方々が来跡。

8月3（月）～ 12日（水）

10-11日熊本大学教授木下尚子氏指導。

12日，重機による埋め戻し実施。

2.整理作業の経過

各調査年度にも整理作業は行ったが，報告書

刊行に向けた本格的な整理作業は，平成 22年度

に行った。

整理作業従事者：松原信之，峰山いづみ，山野

ケン陽次郎，有留秀樹，西園六代，森真智子，

農島ますみ



第II章遺跡の位置と環境

第 1節自然環境

ー陣長崎昴遣跡は，種子島の南部に位置する

南種子町の大字中之下字ー陣に所在する。種子

島は大隅半島最南端の佐多岬から南東約 40kmの

洋上にあり ，面積 447.09km2, 南北 52km, 東西

12kmの細長い島である。最麻海抜は 282.3mで，

山地がなく，島全体に海岸段丘と海岸砂丘が発

達した比較的平坦な島である（南種子町郷土誌

編築委員会 1987)。

島には，この島の南東を通る暖かい黒潮の本

流の影聾を受け，東海岸にメヒルギ群落のマン

グロープやサンゴ礁が点在する。メヒルギ群落

のマングロープは種子島が自然植生の北限の分

布と言われ（目崎 2003)，また，サンゴ礁につ

いても北限とされる（中井 1990)。その他，ガジュ

マルやツキイゲなど，種子島を分布の北限とす

る植物が多いことから，亜熱帯性自然の北縁の

島という見方もある。

地質構造は，東西方向に走る断層によって北

部，中部，南部の三区域に大きく分けられ，そ

れぞれの区域において太平洋側と東シナ悔側で

は景観が異なる。本遣跡の所在する種子島南部

では，東シナ海側では悔岸段丘がよく発達し平

坦な台地を形成している。しかしながら，太平

洋側でば海岸段丘は見られず，河川による開析

を受けた沖積平野が広がる。

ー陣長崎鼻遺跡は，種子島南部，太平洋側の

海岸砂丘上に立地する。遺跡の周辺には，デュー

ンロックやグンバィヒルガオ群落などの砂丘植

物が繁茂し，宝満の池とよばれる悔跡湖があり，

間語川が緩やかに海岸砂丘を回りこむ形で流れ

ている。この聞語川が砂丘によって遮られてい

るため，悔岸と反対側の背後に後背湿地が形成

されていて，広田追跡の立地と似ている。よって，

甲元が広田造跡の立地に対して行った「凹字型

に取り囲む丘陵，後背湿地，砂丘，小川，遠浅

の沿岸の組み合わせが一つの生態環境を形成し

ている（甲元 2003)」という理解は， ー陣長崎
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昴造跡の立地・自然環境を理解する上でも参考

となる。

第 2節歴史的環境

種子島は，琉球列島の北端に位置する。琉

球列島は，九ヽ州島と台湾のあいだ，おおよそ

800kmに及ぶ洋上に連なる島々の総称である。

琉球列島の気候は，南から流れてくる黒潮の影

菩などから，一年中裔温多湿な亜熱帯性気候で

ある。島々の周りにはサンゴ礁が発達 し，形成

された礁湖（イノー）には多くの魚や貝などが

生息する。その気候と豊かな海により，琉球列

島には本土とは色彩の異なる文化が生まれた。

その文化は，考古学の視点から以下の 3つに大

きく分けられる。（国分 1972)

l．北部圏： 大隅諸島 （種子島 ・屋久島） ・ト

カラ列島。

2. 中部圏：奄美諸島・沖縄諸島。

3. 南部圏：宮古・八重山諸島。

北部圏は九州島に一番近く，南九ヽ川の縄文・

弥生の影聾を強く受けている地域であり，中部

圏は，南九州の影瞥を受けつつも独自性の強い

文化が生まれた地域である。また，南部圏は，

冗川島や中部圏の影縣がほとんど及ばずに，台

湾 ・フィリピンなどの南方文化の影幣が強い地

域である。

また， 日本本士の文化を「中の文化」とみな

し，中部圏に見られる独自性の強い文化を「南

の文化」とみなして，その両文化の境界にある

北部圏は「ボカシ」の地帯と理解することで，「中

の文化」と「南の文化」の境界が揺れ動く地域，

または，二つの異なる文化をつなぐ役割をして

いた地域とする考えもある（藤本 2009)。

以下，その北部圏に属する種子島の遺跡を時

代ごとに記述したい。

旧石器時代

種子島で初めて旧石器時代の遣跡が確認され

たのは， 1992年の南種子町横峯 C速跡の発掘に

よってであり， AT火山灰，種W火山灰，種IlI火

山灰等の鍵となる火山灰に挟まれた文化層から
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後期旧石器時代初頭の礫群をはじめ，敲石など

の石器が見つかっている。他に後期 1日石器時代

の初頭の造跡としては，中種子町立切遣跡で局

部磨製石斧が出士しているほか，中種子町大津

保畑遣跡では，種1V火山灰（約 30,000年前）層

下位で落とし穴造構が確認されている。

細石器文化の遺構は， 1996年に鮫島安豊氏ら

により細石核が西之表市湊遺跡で表採され，そ

の存在が確認された。その後，西之表市大中峯

遺跡・中種子町三角山 I造跡 ・南種子町銭亀遣

跡などでも船野型とされる細石核が確認されて

いる。また，横峯G遣跡では畑の土手より AT火

山灰層下位とみられる位隧から礫群の一部が露

出しているという。この礫群が，旧石器時代の

ものであるならば，横峯 G遣跡は，横峯c造跡

の立地する台地の裾野にあることから，この台

地に広く旧石器時代の遺跡が存在する可能性が

あるといえる。

縄文時代

草創期の遺跡は隆帯文士器が表採された横峯

c遣跡 ・横峯 D造跡がある。また，西之表市奥

ノ仁田遣跡 ・鬼ヶ野造跡 ・中種子町三角山遣跡

などでも隆帯文土器が出土していて，中でも三

角山造跡では 13個体以上のほぼ完形の隆帯文土

器や草創期の住居址が確認されており，種子島

における縄文時代草創期の様相を知る上で注目

される遺跡である。

早期の遺跡としては，岩本式士器が出土した

上平選跡や，吉田式土器が出士した長谷遺跡，

昭和 62年に発掘調査を行い塞ノ神式士器の出土

した小牧遺跡，平成 7年に発掘調査がなされ塞

ノ神式土器や磨製石鏃が出士した石ノ峯遣跡，

平成 14年に苦浜式土器などが表採された枯木野

隅遺跡などが知られる。また，押型文土器は，

西之表市国上久保田造跡でアカホヤ火山灰層の

下層とみられる位置から崖面採集されている。

前期の造跡では，昭和 62年に発掘調査をした

平六間伏遺跡，赤石牟田造跡，轟式土器や西唐

津式土器の出土した上平遺跡などがある。

中期の造跡は，西之表市下剥峯遺跡や中種子
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町宮田遣跡がある。

後期の遺跡としては，茶木久保遣跡，田尾遣

跡，市来式士器・丸尾式士器の出土した松原遺跡，

大規模な配石遺構で知られる籐平小田遣跡など

がある。また，西之表市大花里ーノ鳥居貝塚は，

指宿式土器を主体とする後期の土器が表採され，

磨消縄文士器が確認されており注目される。ま

た，この時期の大隅諸島の特徴的な土器様式と

して，一湊式士器がある。南種子町には一湊式

士器の単純遣跡である野大野 A遺跡があり， 一

湊式土器を持つ集団の特徴を知るうえで重要で

ある。

晩期の造跡としては，黒川式士器や人骨，貝

製品などが出土した一陣長崎鼻造跡や松原造跡

などがある。中種子町大園遣跡は，縄文時代晩

期の黒川式士器を主体とするが，丹塗 りの研磨

土器で大洞 C2式士器の特徴を残すものが 1点

確認されており ，注目される。

弥生時代～古墳時代併行期

平山の広田海岸に面する砂丘に立地する埋葬

遺跡の国史跡広田遺跡が著名である。広田遣跡

には， 150体以上の人骨が 3層にわたり異なっ

た風習で埋葬され，南海産の貝等を利用した賂

しい数の貝製装身具が出土している。その他の

遣跡としては，本村塚の峯遁跡，本村丸田遣跡，

浜田嵐遺跡がある。

歴史時代

平安時代の掘立柱建物跡の検出された本村丸

田遺跡が知られている。中世の遺跡としては，

藤平小田遺跡や中世の山城とされる上妻城址が

知られている。

（引用文献）

甲元浜之 2003 「考古学環境」 『種子島 広田辿跡』広III辿

跡学術調査研究会ほか

国分直ー 1972 『南島先史時代の研究』炭友社

中井達郎 1990 「北限地賊のサンゴ礁」 『熱い自然 サンゴ

礁の環境誌』古今書院

目崎茂和 2003 「地理的環境」 『種子島 広田追跡』広田追

跡学術調査研究会ほか

藤本強 1988 『もう二つの日本文化』 東京大学出版

南種子町郷土誌編邸委員会 1987 『南種子町郷士誌』



第III章発掘調査の成果

第 1節昭和31年の調査成果

1. 調査の内容

ー陣長崎鼻遺跡は，南種子町大字中之下字一

陣に所在する縄文時代晩期の貝塚造跡で，太平

洋に面した海岸砂丘に立地する。

この追跡の本格的な発掘調査は，昭和 31年に

盛園尚孝によって行われ，続いて平成 19~ 21 
年に南種子町教育委員会により行われている。

第rn章では，これら発掘調査の成果を報告する。

まず，第 1節では，昭和 31年の調査成果につ

いて，当時の調査日誌やこれまで盛園によって

報告された論文等に依って，石堂が盛園の指導

のもと，記述する。つづいて第 2節で，平成 19

~ 21年度の調査成果をまとめ，第 3節で，昭和
31年と平成 19~ 21年度の出土造物についてま
とめて報告したい。

さて，まずは，昭和 31年に調査を行うに至っ

た経緯について記述したい。

この追跡は，地元の人々には古くから知られ

た遺跡であった。最初の考古学的な分布調査は，

昭和 29年 1月 19日に地元の茎永集落に住む川

添憲枝氏が， 自身が発掘した出土品を，当時茎

永駐在所の花木瞥官に報告したことが契機とな

り，昭和 29年 2月に，盛園によって行われた。

昭和 29年8月には，盛園・三友国五郎氏によっ

て試掘調査がなされ，縄文時代晩期黒川式期の

貝塚であることが判明した。

その後，国史跡広田造跡発見の契機にもなっ

た，昭和 30年 9月の台風 22号によって，この

遺跡も波浪により 一部が破壊され，昭和 31年 3

月 25日に，露出している人骨を，川添氏が採集

した。

盛園は，昭和 31年 4月 14日に川添氏の案内

のもと現地に行き，人骨の出土地点が，概ね第

3図に示 した位置であることを確認している。

また，出土状況については「（人骨は），地表よ

り1.5メートル位の深さのところから出土した
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らしい。（注 l)」「手は前でくみ，あしを曲げて

埋まっていたということから，恐らく屈葬であ

ることは間違いないと思う。（注 2）」と報告し

ている。また，成人男性で上顎左側中切歯に人

為的抜歯が認められ，かつ下顎左側中切歯に，

人為的な水平研磨が認められることが指摘され

た（注 3）。この人骨は，現在，九州大学に保管

されているが，詳細については，第I¥I章第 4節

を参照されたい。

本格的な発掘調査は，昭和31年7月26日から，

8月 6日まで行われた。調査は，地元の南種子

高校 1年の立石公氏，向井晃氏，崎田宏氏， 2

年の岩坪澄人氏，野沢I真一氏，谷口隆利氏，野

間中学校生徒の山照幸氏， 日高安夫氏，鎌田隆

信氏，鎌田直邦氏，南種子高校の榎本先生，そ

して黒木先生，川崎先生，後迫一郎氏，岩坪香

氏などが参加している。また，調査中， 三友国

五郎氏が来跡，指迫されている。

調査区は，台風22号の波浪によってできた波

食崖にそって設定された（第 3図）。まず， A,B,C

区を， 3mX 2m幅で設定し，続いて，海側（南

側）に向かって区割を拡張し， D区と命名した

が，この D区設定個所の海側半分は，波浪によ

るかく乱をうけていたことから，区割の幅を 3m

X l. 5mとした。つづいて，C区に隣接して E区(3m

X 2m) を設定。その後，陸側に調査区を延長し，

F区 (3mX 3m), G区 (3mX 3m) を設定した。

F区， G区においては，表層に，デューンロッ

ク（調査日誌では，岩盤と呼称）が発達してい

たため，その除去作業も行っている。いずれの

区においても，貝塚が確認されているので，貝

塚の範囲は調杏区外まで広がることがわかる。

また，人骨が採集された地点周辺の発掘調査

は行っていないので，墓域についての調査は行

われていない。

注l)盛園箇孝 1956「人骨を出土せる長崎恥（南種

子村中之下）逍跡について」『ちくら』第 12号 ち

くら編集部

注2)盛園尚孝 1968「種子島における古代の埋葬（そ

の一）」『種子島民俗』第 18号 種子島科学同好会



注 3) 金関丈夫 1958 「種子島長崎鼻追跡出士人骨

に見られる下顎中切歯の水平研脳例」 『）砂1、I考古学』

第 3• 4号九州考古学会

2. 層位

昭和 31年度の発掘調査における士層について

は，士層断面図がないため，調査日誌と写真及

びこれまでに報告された内容をもとに報告する。

ここでは，海側に設定された A~E区と，よ

り陸側に設定された F, G区に分けて，層位の説

明を行いたい。

なお，昭和 31年度調査における土層は，砂丘

表面から 0.5m ~ l. 5mの厚さで表層があり，そ
の下部に， 0.4m ~ 0. 7mの厚さでほぼ水平な混
土貝層（包含層， l~ 4層）があり，その下位

には無遺物層である新血羊砂層 (5層）へと続く（注

1) とされる。

A~E区における土層

1~4層が，縄文時代晩期の包含層で，貝層

ないしは，混土貝層（黒色土層）である。1層

から 4層までを合わせた層厚は， A区で約 50cm 

である。

表層：表層の砂層

1層： 縄文時代晩期の遺物包含層。I＼区では，

約 10cmである。

2層：縄文時代晩期の逍物包含屑。A区では，

2層の下部より 3層の中ほどまで土砂

が混ざった硬い層となり，その中には，

貝 ・獣骨 ・炭化物が特に多く含まれる。

B・C区で 2層から 3層にかけて混土層

で灰が集中する所が確認されている。

3層： 縄文時代晩期の追物包含層。焼かれた

獣骨が多い。

4層：縄文時代晩期の逍物包含層。

5層：無遁物層

としてデューンロックの岩盤で覆われ

ていて，それを掘削・除去して発掘を

はじめている。

1~4層：縄文時代晩期の包含層。この区で

も包含層より造物が多く出土している。

よって，この包含層は，より陸側まで

広がる ことがわかる。

5層：無造物層

表層

層

層

層

層

1

2

3

4

 
5層

土層模式図

注 l)盛園尚孝 1987 「南種子町ーの辿跡 中之下一

陣貝塚」『南種子町郷土誌』南種子町郷土誌編紅委員

会

F, G区における土層

表層：より陸側に設定された F,G区は，表土

-9-



. II A..)ッ，←＼ 
9． 平成 20年度 B地点

. •. •. 9.. 9.. /.'・.  

長崎口／

昭和31年度

平成 19年度

平成20年度

平成21年度

調査区

調査区

A地点

調査区

゜
500m 

第2図 ー陣長崎鼻遺跡調査地点位置図

c
 

A・ B • C • E区

I 
トレンチ デューンロック

コ＞

`‘‘‘`---＿-----`｀へ、-----------(『‘\〗\;、〗ぶ、｀___________/,,-; 
--------------- I I 、----， ヽ I， ‘’ / I I 

I I I 

‘’’  ＇ ヽ, ： : 
， ,, 
ヽ ’’ 9 ’’ , 1 1 / ,,  / ,, 

9 9 1, 
, 1, 
， ’’ ， ’’ ヽ ’’ I I I 

‘’9  

c
 

A~G区トレンチ

三
人骨出土地点

1

9

,

 

ー

た

ー‘
、/＇

‘
、
ノ
、
．

‘
‘
、
／
ク

ヽ

ノ

―

き

‘ヽ、、、
＼

、

ご

¥

＼

、

‘

-

．

で

、、
‘
、
‘
、
‘
、
、
‘
—
り

¥

}

よ

か

‘、
ヽ
ヽヽ
ヽ

―

こ

ン

和

イ

、
‘
、
、
‘

、

-

、‘,
'

I

ヽ

‘

-

/

波

ラ

の

の

、ヽ

'

‘

/

、

、

‘

ヽ

ー

風

崖

、

、

ヽ

ヽ

I

ヽ

1

‘.

／

台

浜

ヽ

/
／
ー
l

D
 

↑陸

↓海
--------、―＿一、--

G ----------`̀-------̀---’‘― ``― °゚―--:------、----'-------• 
口〗------—---------------～----------------------------------—汀線か
。塁 l 1 10m 

I I I 

第3図 昭和 31年度調査トレンチ位置図

-10 -



3. 調査日誌

昭和 31年の調査の詳細については，当時の調

査日誌を以下に引用することで，報告としたい。

昭和 29年 1月 19日

茎永集落在住の）1|添憲枝氏発見（花木氏に連

絡），朝日新聞種子島通信局に連絡。

昭和 29年2月 1日

朝日新聞種子島通信局の依頼にて調査。種子

島高校の山城守也氏，駐在花木氏同伴。種子島

署田中氏。 川添氏の発見した迪物は茎永駐在所

花木氏のところに保管されていた。

採集品は，甕形土器，士器口縁部破片（口縁

部に炭素粒付着），土器底部（揚げ底），磨製石

斧（石材：変成岩），獣骨，鹿の歯，猪の歯牙（イ

ノシシの牙），雑骨，クジラの頚骨 1他，海亀の

上下顎骨，魚骨。

現地調査の同伴者は，山城，川硲，花木，田中氏。

砂丘地の造跡で台風の為に造物が表面散布。砂

層中に貝層 (0.4 ~ 0. 7m)混土貝層（黒色士層）
を含む。土器破片（甕形破片，刷毛状あり ，厚手），

海亀上下顎，クジラ頚骨 1, 貝殻多数。

昭和 31年4月 14日

3月 25日に川添氏が人骨発見。 26日に（川添

氏が）花木氏へ連絡。22号台風にて遺跡が破壊

され，其の際， 露出せる所の人骨を川添氏が保管。

場所は，中ノ下ー陣 3785。現在南種子村の雑種

地である。

この時の調査では，他に，松原の下松原 「射馬」

と呼ばれる場所の梶原友心氏の自宅の井戸掘り

の時出土した皿型土器 1, 石皿（梶原氏が保管

していた）と，茎永平梨で採集された硬奎製玉

1を確認。

昭和 31年 7月24日

中種子町野間を 4時40分に発つ。南種子村委

員会 （以下，委員会）の岩坪香氏に連絡。南荘

にて 1泊。

7月25日快睛

朝 9時に上中（南荘）を出発。宿舎を設定。

委員会よりの電話連絡。

調査参加者

南種子高校 1年 立石公（西海出身）

1年 向井晃（平山出身） 28日まで

1年崎田宏（平山出身） 28日まで

2年岩坪澄人（上中出身）

2年野沢I真一（長谷出身）

2年谷口隆利（長谷出身）

野間中学校 山照幸

日高安夫

鎌田隆信

鎌田直邦

その他に，後迫一郎などが参加。

7月26日快晴

全員参加。岩坪香氏午前参加。宿舎を 8時半

出発。現場で 9時半にテント張り。A区 (3X 

2mのトレンチ）を設定。A区の層位は以下である。

表層の砂層

第 1層

第 2層 牙器（イノシシ製）がー 20cmのレベル

より出士。2層の下部より 3層の中程

まで土砂が混じった硬い層がはいって

いる。特にその中には貝，獣骨片多い。

炭化物も多し。

第 3層 3層の獣骨には焼いたもの多し。

+ 5 

土 〇

-10 

庖

-20 

2陪

ハマグリ， メンガイ煩，破片数 67個
ヒバ リガイモドキ？，イ ロ緑部 3 薄手（細刻
シダタミ の平行線紋あり）
獣骨（鹿の歯），雑骨，魚
‘骨（椎骨）

ハマグリ，イボニシ， 卜破片 24□ sifal;1誓to晶，`
ムラサキインコ？，アカ物
ガイ？，クマノコガイ，
アマオプネ， ヒメクボガ
イ，アナゴウ（イボアナ
ゴ中心），ノミギセル（ヤ
コビギセル），ヤクシマダ
カラ？，カサガイ？ （ベッ
コウガサ），フジツボ？，
ウズイチモンジ？，鹿の
角②，歯，猪嵐魚骨

アナ ゴウ， トコプシ，ハ破片 19 厚手多し
マグリ，テッレイシ？， 口緑部 2, 胴部破片，
レイシ，ヒ バ リガイモド細刻沈線紋
キ，ムラサキインコ，イ焼貝，焼骨，炭化物
シダタミ，イボニシ，カ
サガイ？，クマノコガイ，

f［し‘骨，頚‘Fi破片
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-30 

3)を

-40 

， 庖

レイシ，カサガイ？， ヒ破片 22 厚手多し
メクボガイ，イシダタミ， 口緑部!,底部］
クマノコガイ，メンガイ， 炭化物多し
テッレイシ，ハマグリ，焼骨，焼貝
アマオプネ， ヒバリガイ
モドキ， ヒバリガイ？，
カワニナ，フジツボ，ノ
ミギセル？ （ヤコビギセ
ル），マイマイ？，クロツ｀
ケガイ，
歯？，猪歯，鹿紺，歯の
根？，牙 2

ハマグリ， トコ プシ（ナ土器破片 3
ガラメ），ヒバリガイモド炭化物
キ，クボガイ？，イシダ自然石 2
タミ，カサガイ，クマノ
コガイ，ハマグリ（テウ
セン） （ハマグリ大型個（本）
成骨片

7月27日快晴

3時半頃一時螺雨あり。7時半出発。9時～ 12

時， 2時半～ 6時まで調査。6X 2mのトレンチ

設定。A区と並んで B区， C区と区割実施。

第 21図石器 93は， C区 2層の西側の B区2層

に混土層で灰が集中する場所があり，そこから

出土。

B区

l恩 Iハマグリ，イシダタミ ， クマノコガイは殻庖
ヒバリガイモドキ，カサを破欺して食用。ハ
ガイ，クマノコガイ，アマグリも破壊。焼ハ
マオプネ，ベンケイガイマグリ，土器破片 12,
（トドロキガイ）， ノミギ炭化物少砿，自然石 ］
セル，マイマイ 類？， ヒ
バリガイ， トコ プシ？ ，
ケマイマイ類？
魚骨，獣骨，鹿出

2町 テウセンハマグリ，ヒメタカラガイの殻頂を
(20 cm) クボガイ， レイシ，テツ破壊して食用。士器

レイシ，ヒバリガイモド破片 105, 口緑部 2,
キ，タカラガイ？，アマ沈線紋 l，焼骨，焼貝，
オプネ，カサガイ，アナ石器（粘板岩），炭化
ゴウ， トコプシ，クマノ物 4, 自然石］

c区

コガイ，ベンケイガイ？，
ヒバリガイ，イシダタミ，
ハマグリ，マイマイ？，
イソニナ，ノミギセル，
巻貝？
鹿歯，鹿角，雑骨，魚歯，
魚骨

1思 Iテウセンハマグリ ，イ シ土器破片 10,口緑部4,
ダタミ， レイシ，アマオ 1底部 ］，自然石（砂岩）
プネ， ヒメ クボガイ，力 l，炭化物多数，焼骨
サガイ， ヒバリガイ，ノ
ミギセル， ヒバリガイモ
ドキ，マイマイ？， ワス
レガイ（シマワスレ）， ト
コプシ
｝座歯，4唯骨，焦骨

2屈i Iトコプシ，ヒバリガイ，力焼ハマグリ，カサガ
サガイ，ノミガイ，クマノイの殻頂を破欺。魚
コガイ，アマオブネ，ベン骨の焼いたもの。炭
ケイガイ，イシダタミ，テ 化物多数。土器破片
ウセンハマグリ，ウズイチ 17, 胴部で穴のあい
モンジ，ノシガイ？，テッたもの(-27 cm出土），
レイシ，ヒバリガイモドキ， 刷毛目のあるもの I,
カガミガイ？ （ワカカガミ）， 自然石，魚骨 l
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ノミギセル，マイマイ，
ハマグリ， トコプシ，カ
ワニナ？，魚骨フジッ
ボ？
鹿角歯，雑骨

7月28日

全員参加。黒木先生が朝から参加。岩坪先生

午後から参加。 7時半出発。 9時～ 12時， 2時

~6時。

B区の 2層， C区の 2層の続き， 3層まで。

B区の 3層の半分 もりー 49cm 

骨器？ ー55.5 cm 

c区かんざし

鏃

2層ー 27cm 

2層ー30cm 

骨器？

自然石の配置

3層ー52cm 

c区2層から 3層にかけ，灰の集積所と思

われるところあり。

B区の 3層には礫多し。

c区2層凹石 l

B区

3)芭 トコプシ，カサガイ，ヒ焼ハマグリ
メクボガイ，ヒバリガイ炭化物
モドキ，カワニナ，ハマ 礫破片 5
グリ， レイシ，マッカサ土器破片 4
ガイ？， クマノコガイ，焼骨多数
イシダタミ，アナゴウ，
マイマイ？，テウセンハ
マグリ，ノミギセル
鹿角歯，雑骨，焦骨

4 /o I!り：工；；；：、＇リ; : : I誓｛：；マグリ
タミ，マイマイ？，ヒバ土器破片 1
リガイモドキ，カサガイ，
アナゴウ，ノミギセル
雑骨

5可 ―ドアーレイシ l

骨少批

c区

這 I:'ツ：：乙□：i|謬閏箪悶悶蒻
ボガイ，イソニナ，カサ少iik
ガイ，カキ？，テウセン
ハマグ リ， トコ プシ，ア
マオプネ，コシダカサザ
工， レイシ， ヒバリガイ
モドキ， ノミギセル，ハ
マグリ， ヒバリガイ，マ
イマイ？
魚骨（雑骨等）

11 I阿 Iイシダタミ，ハマグリ， I炭化物少批
カサガイ，マイマイ 自然石 I,土器なし
少菌

7月29日

朝一時少雨のち睛。立石，岩坪，野沢，谷口，

黒木参加。8時出発。平山からの参加の 2人は



帰省。

午前 B区3層から C区4層まで

午後 B区4層， 5磨の一部

A区

c区5層まで。辿物はほとんどなし。

ノミギセル，マイマイ，ハマグリ少最。¥VE面の

B,C区のトレンチ製図

c区3層ー60cm 石斧出土

13区3層～ 4層 骨器（骨刀）出土。上端が

-53 cm斜めにささる (NWの方に

70゚ 位）

B区3層 ー57cm 骨器（かんざし）出土。

B区3層 凹石出士。自然礫多し。B区は 4層

まで炭化物を狭在。―65cm位まで。

c区は，西側ー60cm位， E区ー40cm位まで（炭

化物をはさむ） 土器は少晶

7月30日

朝少雨。睛れたり 景ったり。午後は時々雨風

強し（台風近づく）。立石，岩坪，野沢，谷川，

黒木，後迫 11時頃参加，南高の松窪先生参加。

B区 5層まで。陸産貝（ノミギセル，マイ

マイ）のみ，追物なし

D区 3m X 1. 5mの トレンチ (20cmの層位）

2~3層に動物（雑骨）多し，土器破片，

凹石出土。5層まで少量出土 (-100cm) 

まで発掘。包含層は， D区の半分にて消

滅→南側面にて表層が乱れている。 D区

に2箇所焼跡がある。焼跡①は，灰，砂

の赤化した部分(40X 70 cm)位の大きさ，

厚さ 20cm位。焼跡②は， 53X 60 cm。

7月31日

台風。雨，風強し。午前中，土器水洗い。

後迫一郎は午後帰宅。

8月1日

台風。曇時々雨，風強し。午前，現場に着く

も風強く作業出来ず。宝満の池，川添氏宅訪問。

8月2日

曇り。午前風強し。午後 2時出発。 トレンチ

設定の為，表層の岩盤削除作業。岩坪，野沢，
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谷）II, 立石参加。谷川 3時半，上中へ連絡。

夜，野間中 4人， 黒木，榎本先生参加。

中種子町役場映画班慰問のため来訪。

8月3日

快睛。榎本，黒木，岩坪，谷川，野沢，立石，

山照幸， 日高安夫，鎌田陥信，鎌田直邦，「大

木田 映画班」参加。

午前中 E区設定 (3X 2m 20cmの区割り），

岩盤削除作業。1層～ 3庖まで， 4層の一部。

土器口縁部破片 1,自然石 1, 軽石包含，獣骨

の雑骨多 し， 魚骨，貝，クジラの肋骨破片 1,

1層～ 2層に造物多し

8月4日

快睛。黒木，谷川， 岩坪，野沢，立石， 山，

鎌田（隆），鎌田（直）， 日嵩，榎本先生午後帰

宅。岩盤（表層）の削除作業行う。 E区4層完

掘。遺物な し。

午前 F区設定 (3mX 3m)一部は岩盤削除

l層 40cm 

2層 20 cmの一部， 2／普造物多し。

8月5日

晴。風なし。黒木，谷川，岩坪，野沢，立石，

山，鎌田（隆），鎌田（直）参加。日高帰宅。

F区 2層～ 4層まで， 2層～ 3層遣物多し

G区 3 X 3m設定， 20cmまで掘り

1~3層まで， 2層避物多し，特に鹿歯

多し，口縁部

3層土器破片， ー45~ -50 cmより出土。
午前中 平板測最行う。

8月6日

快晴。岩坪，立石，谷川，盛園参加。黒木，

野間中生徒帰宅。 トレンチ断面を測贔。

G区 4層 土器口縁部，獣骨多し，貝類

5層造物なし

11時頃，三友国五郎先生来島。岩坪香氏， 川崎

先生案内。午前中作業打切り。諸経費（現場で

の）食費のみ 9,466円。県の文化財係に発掘報

告書提出。調査経過： 7月 24日～ 8月 6日

土器 l箱， 自然造物 2箱，骨器 2点，牙器 1点，

石斧 3点，たたき石 1点，貝類（貝輪？） 1点。



第 2節平成 19~ 21年度の調査成果

1.調査の内容

平成 19~ 21年度の調査は，昭和 31年度の調
査成果を含めた正式報告書を刊行するために必

要な情報を補うことと，造跡の内容 ・範囲を明ら

かにすることで遣跡の保護に資することを目的

として行った。

調査は，昭和 31年の発掘写真や図面，調査参

加者の記憶などをもとに，当時の調査地点を予

想し，その周辺にトレンチ・調査区を設定し行っ

た（第4図）。

平成 l9年度の調査は，追跡範囲の陸但ll（北西

側）の端を捉えることを主たる目的と し行った。

まず，重檬により表土を剥ぎ，地表面下約 1.3m 

で包含庖が確認された 6, 7トレンチのみ人力に

よる精査を行った (PL8)。3, 5トレンチについ

ては，包含層下位の新鮨砂層まで重機による調

査を行ったが包含層は確認されなかった (PL.9)。

また， 1,2, 4トレンチについては，表土層が厚

く，包含層の有無について確認ができなかった。

出士した造物の詳細については，第 3節で述べる

が，出士土器はいずれもいわゆる黒川式で，昭

和 31年の調査成果を追認できた。辿梢としては，

6トレンチI¥l層において受熱のため一部赤色 した

砂層が確認された。

この年度の調査によって，遣跡範囲の陸側の端

をおさえることができ，南側を対象に行った平成

21年度の発掘調壺成果とあわせることで，迫跡

の範囲を確認することができた（第4, 5図）。

平成 20年度の調査は，鹿児島女子短期大学教

授の竹中正巳氏と合同で，竹中氏の研究費と町

の単独経袈を用いて調査を行った。調査個所は，

第2図に示した A地点と B地点である。A地点の

調査は，平成 19年度の調査で表土眉が厚いため

確認ができなかった湘側の遺跡の範囲と，昭和

31年度に採集された人骨の周辺の状況について，

明らかにすることを目的に行った。調査は重機を

用いて行い，包含層が確認された時点で掘削をや

め，本格的な調査は次年度行うこととし埋め戻し
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を行った (PL.10)。

A地点における調査では，平成 19年度 4トレ

ンチの南側の表土を充分に下げた所，まだ南側に

造跡が広がることを確認できた (PL.l 0)。この調

査の成果を受けて，平成 21年度に設定した調査

区が，平成 21年度第 1調査区である（第 4図）。

一方，昭和 31年に人骨が採集されたとされる地

点の周辺にあたる平成 19年度 2トレンチの南側も

下げたが，こちらでは，かなり下位までかく乱居

が続いていたため結局包含層ぱ確認できなかった。

よって，平成 21年度には，平成 19年度 2トレン

チの南側に平成 21年度第 2調査区を設定し，充分

な調査面積 ・廃土附き場を確保し調査を行った。

B地点は，地元集落の方からの問き取り調査で，

以前，人骨が出土したとされる地点であるが， 重

機による調査を行ったが，堆積状況が悪いうえに，

包含暦ら しき層も確認されなかった (PL.10)。

平成21年度は，前述した 2つの調蒼区を設定し

調査を行った。第 1調査区は，貝塚の南端をおさ

えることで，追跡の範囲を明らかにするとともに，

追跡の内容を確認することを目的とし設定した。

調査は，まず，前年度確認した包含層直上まで

重機によって表土を除去し， その後，第 7図に示

した lmX lmのグリッドを設定し，人力による精

壼を行い，貝塚の範囲を確認したのちに，迫跡の

内容を明らかにするためにグリッド単位で必要

な個所を掘り下げた。

今回の調査では，掘り上げた土について，かく

乱層のものは，主として 5IIIIII, 包含層のものは，

すべて 2IIIIIIの乾フルイにかけた。その結果，オオ

ッタノハ貝輪，イモガイ珠，サメ歯垂飾品，ノシ

ガイ珠などの装身具，ハマグリ製打製貝鏃，骨製

刺突具などの貝骨角牙製品を多数確認できた。出

土した土器の型式は，黒川式のみであり， この貝

塚が黒川式の単純辿跡であることを追認できた。

出土辿物の詳細については，第 3節で述べる。

また，ハマグリ，ムラサキインコなどの特定の

貝や獣骨などが集中する地点があり，その単位毎

に取り上げを行った（第 8図）。それらに伴い炭

化物が比較的多い地点などはあったが， 明瞭な辿



構は今回の調査では検出されなかった。自然遣物

についての分類と分析の詳細については，第IV章

第6~8節を参照されたい。

出土した人骨片は，貝 ・獣魚骨などの自然遣物

と混在していずれも II層から出土した。いずれ

も土坑などの明瞭な造構に伴うものではないが，

j-1区から出土した乳幼児の頭蓋片のうち最大の

もの（第IV章第 5節写真 l及びPL.14の4, 出土

地点は第 9図参照）は，造構に伴うものであった

可能性が残る。調査では，この乳幼児の頭蓋骨を

検出した段階で平面精査によるプランの確認と

サブトレンチによる調査を行ったが，明瞭なプラ

ンは確認されなかった。しかし，この頭蓋骨は，

j-1区II-5層（第9図）中から出土していて，こ

の層は，基本的に II-6層を主体としながら，よ

り下層のIII層が混ざるという点で， II-6層と区

別された層であることから， 1II層と II-6層が混

在する造構内埋土ではないか，という疑いが残る

のである。

第2調査区は，昭和 31年に人骨が採集された

地点周辺に墓域が広がる可能性があるため，設

定した調査区である。重機を用いて，深く調査を

行ったが，第 1調査区の包含層の下端の高さであ

る，海抜約 7mよりさらに 3m下げた，海抜 4mほ

どまで下げたが，以前かく乱層が続いていたた

め，高波などで包含層が破壊されている可能性が

高いと判断した。

なお，これらの調査の成果について，鹿児島女

子短期大学教授竹中正巳氏と南種子町教育委員

会が中心となって，地元に対しての小講演会を平

成 19年 12月 10日と平成 20年 3月8日に行った

(PL. 16)。

また，調査中は現地を広く 一般に公開し，多く

の方に調査の様子をみていただいた (PL.15)。

2.層位

ここでは，平成 19年度と平成21年度の調査に

おける層序について述べたい。

平成 19年度6トレンチ（第6図）の層序

平成 19年度の調査は，範囲確認を目的として
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いて，包含層の完掘は行っていないため， 6トレ

ンチにおいては昭和 31年度の調査で新鮮砂層と

された地山層まで掘り下げていない。各層につい

ては，以下のとおりである。

I層 ：表土層

la層：灰白色砂層（新鮮砂層） 10YR8/l

層中にプラスチック類を含む

lb層：黄褐色砂層 10YR5/8 

砂鉄層と黄褐色砂層が互層となる。層

中に少量のプラスチック類を含む

le層：明黄褐色砂層 10YR7/6 

砂鉄層を含まず，締りがやや悪い

II層：デューンロック化の進んだ砂層

Ila層：黒褐色砂層 10YR3/2 

最もデューンロック化がすすんだ砂層。

調査地点より東側ではこの層が現地表

面に露出している場所もある。

Il b層：にぶい黄橙色砂層 10YR6/3 

II a 層と lb 層に類似した色調 • 砂粒の

層が互層となっている。なお， Ilb層

とIlC層の境目は，デューンロック化

が顕著である。

Il C層：褐灰色砂層 10YR6/l 

デューンロック化していて，砂が固結

しているが，色調がIla層と違い褐灰

色である。

III層 ：にぶい黄褐色砂層 10YR5/4 

層中に縞状に砂鉄層が確認される。本造跡

の包含層の主体とみられるW層と同一の

貝が出土する。まだらに，灰黄褐色の砂の

ブロック (1~ 3cm程度）を含むことなど
から，二次堆積した層の可能性がある。

N層 ：灰黄褐色砂層 10YR5/2 

縄文時代晩期の包含層

昭和 31年度調査の 1~4層に対応か。

w層の細分が下記で，いずれも縄文時代晩

期の包含層である。

IV a層 ：灰黄褐色砂層 10YR5/2 

縄文時代晩期の包含層で，均質な砂層

だが，貝片，獣骨片が少星まざる。また，



焼土 ・炭化物が集中する地点もある。

縄文晩期の黒川式土器が数点出土した。

Wb層：褐色砂層 10YR4/2 

獣骨 ・貝類 ・炭化物片などが集中し，

多数出土する。

Wc層：灰黄褐色砂層 10YR6/2 

均質な砂層で， Wa層で確認されるも

のと同種の貝 ・獣骨などが本層でも密

度は低いものの確認できる。この下層

が昭和 31年度調査時に 5層とされた

新鮮砂層になるとみられる。

平成21年度第 1調査区

平成 21年度調査区の基本土層は，以下である。

I層 ：表土層

プラスチック等が混ざる層で，近年堆積し

たかく乱層である。

II層：暗褐色砂層

縄文時代晩期の包含層。貝塚の主たる層で，

昭和 31年度調森の 1~4層，平成 19年度

調査のW層に対応すると判断される。また，

調査ではII層の細分を行っている。

皿層 ：黄褐色極細砂層

新鮮砂層で，昭和 31年度調査の 5層に対

応すると判断される。

第7図 f~i区土層断面の層序

II層が縄文時代晩期の包含層で， II層について

は，色調や粒度等によって細分を行った。ただし，

細分できた各層は局所的なものであるようで，第

9図における層との対応関係は， II-1, II -2層以

外では明らかにしえなかった。

I層 ：表土層

II-1層：暗褐色細砂 10YR3/4 第9図 j-l~3区

土層断面における II-1層に対応すると

みられる。

II-2層 ：明褐灰色粗砂 l0¥'R7/2 第9図j-l~3区

土層断面における II-2層に対応すると
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みられる。

II -3層：暗褐色土混じり細砂 10YR3/4 

II -4層：にぶい黄褐色細砂 10YR4/3 

II -5層 ：暗褐色土混じり細砂 10YR3/3 

II -6層：褐色砂層 10YR4/4 

II -7層：暗褐色土混じり細砂 10YR3/4 

II -8層：暗褐色土混じり細砂 7.5YR3/4 

炭化物が多く混ざる。

II -9層：暗褐色土混じり細砂 10YR3/4 

II -10層：にぶい黄褐色細砂 10YR4/3 

II -11層：褐色細砂 10YR4/4 

II -12層：にぶい黄褐色細砂 10YR5/3 

II -13層：暗褐色土混じり細砂 10YR3/4 

田層 ：褐色砂層 10YR4/6, 無造物層

第9図 j-1 ~ 3区土層断面の層序

II層は，縄文時代晩期の包含層で，この断面に

おいては， II層の細分を行った。なお，造物の取

り上げの際，平面で判断が難しいものは，大きく

II層として取り上げている。

II -1層：暗褐色細砂 10YR3/4

この層の特に上面には，打ち上げ貝が

認められる。このことは，この層の上

面が地表面に露出した時期があり，波

に洗われたことを物語る。

II -2層：明褐灰色粗砂 10YR7/2

図番 132のオオッタノハ貝輪が出土。

II -3層：暗褐色土混じり細砂 10YR3/4 

II -4層 ：明褐灰色粗砂 7.5YR7/l

局所的に堆積し，ラミナ構造がみられ

る。しまりが非常に悪い。

II -5層：黄褐色砂のブロック (10YR5/6)を含む

暗褐色土混じり細砂 10YR3/4

II -6層とm層が混ざる層で，主体はII

-6層である。この層中より乳幼児の頭

蓋骨片（第IV章第 5節写真 1及びPL.14 

の4, 出土地点は第 9図）が出土した。

II -6層：暗褐色土混じり細砂 10YR3/4

m層：黄褐色極細砂 10YR5/6 無造物層
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第3節出土遺物

土器

本造跡出士の士器のうち，発掘調査で出土した

土器は，黒川式のみである。これらの資料の多く

は，胴部上部が稜を成して「く」の字に屈曲し，

ロ縁部が外反気味に立ち上がる。

ロ縁形態はすべて平口縁であり，口径が屈曲部

の径を上回らないものが多い。底部はすべて平底

で，底部端が張り出すものが多い。ほとんどが無

文であるが，細沈線文を有するものが 8点出土し

ている。また，補修孔が穿たれているものも出土

している。色調 ・胎土 ・焼成については観察表を

参考願うが，色調は赤褐色～黒褐色を呈するもの

が多く，胎土には石英 ・長石 ・礫がほとんどのも

のに含まれており，焼成は良好なものが多い。

なお， 1~ 5, 85, 87, 89は，旭疫男氏によっ
て報告済みの資料で（注 l)，茎南小学校に保管

されていたとされる資料である。採集された時

期は不明である。15, 17, 19, 21, 2,1 ~ 27, 29, 
31 ~ 35, 39, 40, 44, 46, 47, 49, 51, 57 ~ 
59, 62, 66 ~ 68, 72, 73, 75, 80, 83 に訊召手~I 31 

年度調査で包含層より出土したもので， 6~ 10, 
12, 14, 16, 18, 22, 23, 41, 52, 60, 61, 63 

~ 65, 76 ~ 79, 81, 84, 86, 88は，未注記であ
るが収蔵されていた保管箱の情報や当時の記録

から一陣長崎鼻辿跡出土賓料であることが確実

なものである。69~ 71は注記がないうえに，同
ーの保管箱内に屋久島一湊造跡の出士品が混在

していたことから，屋久島一湊追跡出土品とみら

れるが，未報告であるため記載した。74と90は，

69 ~ 71と違い，他の追跡の賓料の混ざらない保
管箱内の資料であるが未注記であり注意が必要

である。

また， 48, 53, 54が平成 19年度調査で出土し

たもの， 11, 13, 20, 28, 30, 36 ~ 38, 42, 43, 
45, 50, 55, 56, 82が平成21年度調杏で出土し

たものである。

以下，部位節に記述する。

口縁部 （第 11図 1~ 4, 第 12図 5~ 10, 第
13図 11~ 14,第 14図 15~ 24, 第 15図25~ 

40) 
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黒川式の深鉢形土器の口縁部である。1~3は

無文で，内外面の器面調整として貝殻条痕や条

痕，オサエ，ナデがみられるが，外面が内面より

入念な調整が施されている。4は補修孔が穿たれ

ている。5は外面に細沈線文が施されている。6

~ 18は内外面に貝殻条痕や条痕，オサエ，ナデ
による調整が施されている。19は外面に細沈線

文が施されている。20~ 23は内外面に貝殻条痕
による調整がみられるが，外面は内面より入念な

調整が施されている。24は外面の器面調整に条

痕とミガキが，内面にオサエと条痕が施されてい

る。25~ 27は外面にオサエ，ナデ調整が，内面
には条痕やオサエ，ナデ調整が施されている。28

は口唇部に細沈線文が施されている。29~ 37は
外面に条痕やオサエ，ナデによる調整が施され，

内面に貝殻条痕や条痕，オサエ，ナデ調整がみら

れる。38は器面調整として，内外面ともに条痕

とナデがみられ，外面口縁部に細沈線文がみられ

る。39,40は器面調整として外面に条痕が，内

面に条痕やオサエ，ナデがみられる。

胴部（第 15図41~ 52, 第 16図53~ 60, 第 17
図 61~ 66) 
黒川式の深鉢形土器の胴部である。41は屈曲部

であり，外面に細沈線文が施されている。42~ 
51は屈曲部である。多くのものは内外面に貝殻条

痕や条痕，オサエ，ナデによる調整がみられる。

52は屈曲部であり，外面に細沈線文が施されて

いる。53~ 57は外面に条痕やナデによる調整が，
内面には条痕による調整がみられる。58は，外面

に細沈線文が施されている。59~ 66は内外面の
器面調整に貝殻条痕や条痕，ナデが施されている。

底部 （第 18図 75~ 83，第 19図 84~ 88, 第
20図89,90) 

90以外は，黒川式土器の深鉢形土器の底部と

判断した。

75は底部からの立ち上がりが直線的に開いて

おり，底部接地面には条痕による調整がみられ

る。76, 77は器面調整に内外面とも貝殻条痕が

みられる。78, 79は平底で，底部端が少し張り

出している。80は底部からの立ち上がりが直線

的に外に開いており，内面は風化により調整の方



法を確認できない。81は平底で，底部端が張り

出しており，底部接地面は条痕により調整がみ

られる。82,83は，平底で，底部端が張り出し

ている。84は外面にヘラ切りによる調整があり，

内面にナデ調整がみられる。また，底部接地面は

条痕により調整が施されている。平底で，底部端

が張り出している。85~ 87は底部接地面にも条

痕がみられ，底部端は張り出している。 88は平

底で，底部からの立ち上がりが直線的に外に開い

ている。89は内外面ともに条痕とナデによる器

面調整がみられる。また，底部接地面には条痕が

みられる。90は，底部からやや内傾気味に立ち

上がり，外反しながら胴部へ続く 。底部接地面に

は条痕による調整がみられる。また，外面はオサ

エや条痕，ナデによる調整が，内面はオサエによ

る調整が施されている。未注記資料であるが，昭

和 31年出土資料と同一の保管箱に収蔵され，調

査者が撮影した一陣長崎鼻造跡出土品一括写真

に写っているが，後述する 69~ 71のように別造
跡の資料の混在の可能性は捨てきれない。

その他の土器 （第 18図67~ 74) 

黒川式の深鉢形土器及び底部以外のものを一

括して報告する。

67は， 口縁部が内傾気味に立ち上がっており，

内外面ともに条痕とオサエによる調整がみられ

るが，作りは祖く他の深鉢形土器とは器形が異な

る。68は，壺形土器の口縁部である。内外面と

もにミガキが施されているが，外面のほうが内面

より入念に施されている。色調は外面が黒褐色，

内面が橙色を呈する。胎土は石英，長石，礫を含

み精製されており，緻密である。昭和 31年度の

出土品で，注記がされていて， G区2層からの出

土資料である。69~71は，壺形土器の胴部である。

これらは， ー陣長崎鼻造跡賓料と屋久島一湊造跡

出土品が混在する保管箱内の資料で，屋久島一湊

迪跡出土品の可能性が高い。72は浅鉢形土器の

胴部である。外面はミガキが施されているが，内

面は風化しており ，調整の方法は確認できない。

色調は外面がにぶい黄褐色，内面が褐灰色であ

る。73は浅鉢形土器の胴部である。外面はミガ

キが施され，内面は風化により確認が困難だが，

ナデによる調整がみられる。色調は外面がにぶい
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黄褐色，内面が浅黄橙色である。74は深鉢形土

器の胴部である。外面に沈線文と刺突文が施され

ている。外面に条痕とナデ，内面に条痕による調

整がみられる。色調は外面が赤褐色，内面は褐色

を呈する。未注記で別追跡出土資料の可能性も残

る。 （松原）

注 l) 旭疫男 1988 「中之下―•陣貝塚」『鹿児島県考古学

会秋季大会資料集鹿児島県下の縄文時代晩期辿跡』

鹿児島県考古学会

石器 （第 21, 22図）

石器は，石鏃，石斧，磨石 ・敲石 ・凹石，石

錐，使用痕のある剥片，剥片に分類され，合計

18点出土した。91~ 93, 100は昭和 31年度調査

出土資料で，造物の所在が不明のものである。こ

こでは当時の実測図をトレースし，資料紹介を

図った。96, 101 ~ 103, 105, 108は昭和 31年

度調査で出土したものである。94,95, 97 ~ 99, 

104, 106, 107は平成 21年度調査で出土したも

のである。

91は磨製石斧である。92は局部崩製石斧であ

る。93は崩製石斧である。形状は蒟いへら形を

しており，石材は粘板岩質のものである と当時の

図面に記録されている。 94, 96は使用痕のある

剥片石器であり，石材は硬質砂岩である。95は

石錐である。頭部の形状は角型であり ，頭部腹

面は研磨されている。錐部は短く，押圧剥離によ

る加工が両面に認められる。石材は緑泥変岩で

ある。97は剥片であり，石材は硬質砂岩である。

98 ~ 100は打製石鏃である。98, 99の石材は黒

色の頁岩である。両面及び基部は研磨されてお

り，刃部は押圧剥離により加工されている。101,

103, 105, 106, 108は磨石 ・敲石である。いず

れも砂岩を石材とする。106は片面だけに平滑面

と敲打痕が見られるが， 101は両面に平滑面があ

り片面にのみ敲打痕が見られる。103, 105, 108 

は両面に平滑面と敲打痕が見られる。102,104 

は凹石である。石材は砂岩であり，いずれも両面

中央部に敲打による著しい凹みがある。107は駈

石である。石材は砂岩で，両面に平滑面がある。

（松原）



貝骨角牙製品

貝製品 （第 23, 24図）

貝製品は， 40点を図示した。内訳は，ハマグ

リ製貝鏃 21点，オオッタノハ貝輪 7点， トドロ

キガイ製垂飾品 2点，ハマグリ製貝刃 l点，ノシ

ガイ珠4点，イモガイ珠 3点，細形ツノガイ珠 2

点である。このうち，昭和 31年の発掘調査で出

士したものは 130, 131, 133, 13,1, 136で， これ

らのうち， 130, 131, 136は， 実測固は残されて

いるものの，遺物は所在不明である。それらにつ

いては，当時の実測図を再トレースし，報告とし

た。その他のものについては，平成の調査の出土

品である。

109 ~ 125は，ハマグリ製貝鏃である。類例が

極端に少なく，今回の調査でも，発掘調査中では

なく， 2mmメッシュで士壊を乾フルイにかけた後，

貝種毎に 1点 l点分類作業を行った過程で検出し

た。押圧剥離によって刃部を加工してある。126

~ 128, 138は，ハマグリ製貝鏃の未製品である。

ハマグリは，本造跡の貝塚内出士貝の中でも出士

比率が高く，未製品の出土から，それらのハマグ

リを用いてこの地で貝鏃がつくられたと判断さ

れる。129~ 135は，オオッタノハ製貝輪である。

129は未製品で，製作途中で大きく 2つに割れた

後遺棄されたとみられ，両者は別々のグリッドよ

り出土していて，より小さな破片は， 2mmメッシュ

の乾フルイ作業の際に検出している。132は，入

念な研磨が施されていて，そのことによって，貝

表面に赤みを帯びた縞状の模様がみられる。136,

137は トドロキガイ製垂飾品である。137は，殻

頂部を入念に研崩することで穿孔している。139

は，ハマグリ製貝刃である。チョウセンハマグ

リの貝刃は，南西諸島では平屋敷トウバル遺跡，

嘉門貝塚などで出士している。140~143は，ノ

シガイ珠である。広田遣跡出土例とは異なり，螺

背を入念に研磨することで，穿孔を施している。

144 ~ 146は，イモガイ珠である。イモガイ珠は，

木下による分類（注 1) に従い，

I類 ：海岸で採取されたままの，無加工の貝珠

I]類：粗い加工による貝珠。螺頭部に穿孔を目

的とした研磨により 平坦面が作りだされ

ているもの

-25-

に分類した。144, 146は， II類に分類され，わ

ずかであるが，螺頭部に穿孔を目的とした研磨に

より平坦面が作りだされている。145は 1類に分

類され，無加工品である。147~ 148は細形ツノ

ガイ珠である。貝種は，サケツノガイか。

骨角牙製品 （第25図）

骨角牙製品は， 23点を図示した。内訳は，骨

刀 l点，かんざし状製品 2点，刺突具 5点，加工

痕のある骨製品 6点，牙製品 2点，鹿角製品 l点，

サメ歯垂飾品 5点，サメ歯加工品 l点である。こ

のうち，昭和 31年の発掘調査で出土したものは

149 ~ 158で，これらのうち，152~ 158は，実

測図は残されているものの，造物は所在不明であ

る。それらについては，当時の実測図を再トレー

スし，報告とした。その他のものについては，平

成の調査の出士品である。

149は，大型のクジラの肋骨製の骨刀である。

150, 151は，鹿の中手骨ないしは，中足骨製と

みられる，かんざし状骨器である。150には二条

の沈線が施されていて，その二本の明瞭な沈線以

外は，出土後についた新しい傷である可能性が高

い。151は，基部に明瞭な磨り面と，えぐりが確

認される。また，先端部は尖り，刺突具である

可能性も残る。152~ 157は，加工痕のある骨製

品である。158, 165はイノシシの牙製の牙器で，

165は，イノシシ下顎骨の左第 2切歯の先端部を

研磨し製作している。159~ 162, 164は刺突具

である。163は，鹿角製品である。磨り切り痕が

認められる。166~170は，メジロザメ科のサメ

歯を用いたサメ歯垂飾品である。穿孔が施されて

いる。171は， ミズワニ科のサメ歯を用いたサメ

歯研磨製品で，入念に研磨する こと で平坦面を

作りだしている。本資料については，第W章第 7

節でも紹介しているので参照されたい。（石堂）

注 I)

木下禍子 2003 「貝製装身具からみた広田辿跡」『種

子島広田辿跡』広田辿跡学術調査研究会
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土器観察表

調杏
胎土 色謀'! 調整

図
出士区 ／習 器種

石英長石角1欠I礫 りンモ その
焼成 文様 {1iii考

番 年度 外而 内面 外 1(ri 内面
石 他

I 表採 深fI; 

゜゚ ゜
良 赤褐 I俎

貝 設 条痕，貝 殻条痕， 茎永小学校（呆管 臼料

ナデ オサエ (／i!!氏報告）

2 表採 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶし、赤褐 に応 赤ヽ褐 条痕，ナデ 条痕，ナデ

茎永小学校保秤責料

（旭氏＃1i告）

3 iく採 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい赤褐 にぷい赤橙 貝殻条痕 貝殻条痕

小型， 茎永小学校（呆管

貨料（旭氏報告）

,1 表採 深鉢

゜゚ ゜
良 灰赤 赤橙． 条痕，ナデ

オサエ， 条 補修孔あり，茎永小学

痕，ナデ 校保管負料（旭氏恨告）

a 表採 深鉢

゜゚ ゜
白〇 良 灰赤 にぶしヽ橙 条痕，ナデ

オサエ， 条
沈線
茎永小学校保秤貨料

痕，ナデ （旭氏報告）

6 S31 表採 深j本

゜゚
◎ 白◎ 良 赤黒 明赤褐 条痕，ナデ 条痕，ナデ 注記 「茎永長瀬ハナJ

7 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶしゞ 褐 褐 ナデ ナデ 小型

8 S31 i架ik 

゜゚ ゜
白〇 良 黒 明赤褐 条痕，ナデ

オサエ， 条

痕，ナデ

， S3 I 深鉢

゜゚ ゜
良 にぷしヽ 赤褐 明赤褐 条痕，ナデ

オサエ，条

痕，ナデ

10 S3 I 深鉢

゜゚
◎ 良 褐灰 褐！火

オサエ， 条 オサエ， 条

痕，ナデ 痕，ナデ

オサエ，条
オサエ，条

II 1121 h-1 深鉢

゜゚ ゜
良 赤褐 にぶし、赤氾

痕，ナデ
痕， ナデ，

ド方は条痕

12 S31 深鉢

゜゚ ゜
白〇 良 賠赤褐 赤褐

貝穀 条 痕， 貝殻条痕，

ナデ ナデ

13 1121 h-1 深鉢

゜゚ ゜
良 暗赤灰 明赤渇

オサエ，ナ オサエ， ナ
プ一ー・‘ デ

14 S3 l 深鉢

゜゚ ゜
良 暗赤褐 赤褐 条痕，ナデ 条痕，ナデ 小型

15 S31 G区 l 深鉢

゜゚ ゜゚
良 明褐 橙 貝殻条痕

オサエ，条

痕

オサエ，ナ

16 S31 深鉢

゜゚
◎ 良 にふヽ橙 赤i:)( 貝殻条痕 デ，下方 小型

貝殻条痕

17 S3 I A区 3 深§Ii 

゜゚ ゜
良 赤褐 に応ヽ赤褐 条痕 条痕

18 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 赤褐 灰褐 条痕，ナデ 条痕

19 S31 A区 I. 2 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶし、赤褐 黒褐 条痕，ナデ 貝殻条痕 沈線 51と同一か9

20 1121 J -2 I I 深鉢

゜゚ ゜
良 赤黒 赤褐 貝殻条痕

オサエ，貝

殻条痕

21 S3 I E区 3 深鉢

゜゚ ゜
良 赤褐 赤褐 貝殻条痕 貝殻条痕

22 S31 深鉢

゜゚
◎ 良 赤褐 赤褐 貝殻条痕 艮殻条痕

23 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい赤褐 にぶい橙 条痕，ナデ 条痕，ナデ

2,1 S31 G Iメ 3,4 深鉢

゜゚ ゜
良 黒褐 にぶい褐

条痕， ミガ オサエ，条
補修孔あり

キ？ 痕？

25 S31 F区 3 深鉢

゜゚ ゜
良 黒渇 黒褐

オサエ，ナ オサエ，ナ
指紋 ？フ-―.. デ

26 S31 c区 3 深鉢

゜゚
良 黒褐 褐灰 ナデ ナデ

27 S31 c区 3 深鉢

゜゚ ゜
良 黒褐 明褐 ナデ 条痕，ナデ

28 1121 1-1 

＂ 
深鉢

゜゚ ゜
良 暗赤灰 赤橙 ナデ ナデ

口唇部

に沈線

29 S31 G区 3 深鉢

゜゚
◎ 良 赤褐 暗褐 ナデ

オサエ，ナ
プ—•• 

30 1121 i-2 ll 深鉢

゜゚ ゜
良 暗赤灰 暗赤褐 条痕，ナデ 条痕

31 S31 c区 I 深鉢

゜゚ ゜
良 赤焦 赤褐 条痕，ナデ 条痕

32 S31 A区 l 深鉢

゜゚
良 赤褐 にぶい褐 ナデ 貝殻条痕

33 S31 G区 2 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい赤渇 ＂訂云＇ 

オサエ， 条 条痕， ナ

痕，ナデ デ ウ

3,1 S31 G区 3 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい橙 にぶい赤褐 ナデ 条痕

35 S31 ll区 2 深鉢

゜゚ ゜
良 黒褐 にぶい赤褐 条痕 条痕

36 1121 
h区先

深鉢

゜゚ ゜
良 赤黒 に応ヽ赤褐 ナデ ナデ

行トレンチ

37 1121 i-4 深鉢

゜゚ ゜
良 賠赤褐 赤褐 条痕，ナテ 条痕，ナデ

38 1 12 1 ,-3 11 深鉢

゜゚
◎ 良 暗赤褐 暗赤褐 条痕，ナデ 条痕，ナデ 沈線

39 S31 iJ区 3 深鉢

゜゚ ゜
良 黒褐 にぶい赤渇 条痕 条痕

,10 S31 A区 2 深鉢

゜゚ ゜
良 赤褐 にぶい赤褐 条痕

オサエ，ナ

デ

41 S31 深鉢

゜゚
◎ 良 赤灰 赤灰 条痕，ナテ

オサエ，ナ
沈線 小型プ-.. 

,12 1121 i-2 深鉢

゜゚ ゜
良 赤黒 赤褐 貝殻条痕

オサエ，貝

殻条痕

43 1121 h-1 深鉢

゜゚
◎ 良 赤褐 暗赤灰 条痕，ナデ 条痕

4,1 S31 E区 I 深鉢

゜゚
◎ 良 褐 明赤褐 条痕 条痕
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図調査
胎：1- 色調 調整

番年度
出士区 庖 器種 石英長石角1欠l礫 ，）ンモ その

焼成
外 1/1i 内面 外而 内面

文様 備考

石 他

,15 1121 l -l u 深鉢

゜゚ ゜
良 暗赤灰 暗赤渇 条痕 条痕？ 内面風化

46 S31 G Iメ． 3 深鉢

゜゚ ゜
良 暗赤褐 11行褐 ナデ

条痕，ナ

デ9

47 S31 D区 2 深鉢

゜゚ ゜
良 赤褐 赤褐 貝殻条痕

条痕，ナ

-~` 9 フ― .
,1s 1119 6トレンチ IV 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい赤褐 灰赤

条痕，ナ 条痕，ナ

デ？ デ9

,19 S31 G区 I 深fI; 

゜゚
良 にぶい渇 にぶし淡褐 条痕 条痕？

50 1121 ,-I 
白砂
深鉢

゜゚ ゜
良 赤 灰赤 条痕，ナデ 条痕

下庖

51 S31 A区 I 深鉢

゜゚ ゜
良 黒褐 暗赤褐 条痕

オサエ、条
19と同ーか 9

痕

52 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 赤褐 赤渇 貝殻条痕 貝殻条痕 沈線

53 1119 5 1、レンチ 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい赤 灰赤

条痕，ナ
条痕

デ9

5,1 1119 61ヤンチ IV 深鉢 ◎ 

゜ ゜
良 暗赤灰 赤灰

条痕，ナ
条痕 庄痕調査 (/46TJN0002) 

デウ

55 1121 Ii-I 深鉢

゜゚ ゜
良 明赤渇 にぶしヽ 橙

条痕，ナ 条痕，ナ

デ？ デ？

56 1121 j-J I l 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶしヽ赤褐 黒褐 条痕 条痕 9

57 S31 G区 2,,1 深鉢

゜゚
良 にぶ Vヽ 黄橙 灰黄褐 貝殻条痕 貝殻条痕

58 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 褐 黒褐 ナデ？ ナテ~、ウ 沈線

59 S31 F区 2 深鉢

゜゚ ゜
良 黒渇 にぶい赤褐 条痕 条痕？

60 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 赤灰 にぶい橙 貝殻条痕 貝殻条痕

61 S31 深§I; 

゜゚ ゜
良 赤褐 褐灰

条痕，ナ
貝殻条痕

デ9

62 S31 G区 I, 2 深鉢

゜゚ ゜
良 黒渇 褐灰 条痕 9 条痕

63 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 明赤褐 にぶい黄橙 貝殻条痕 貝殻条痕

64 S31 深鉢

゜゚
◎ 良 明赤褐 賠赤褐

条痕，ナ 条痕，ナ

デ9 デ？

65 S31 深鉢

゜゚
◎ 良 暗褐 明赤褐 条痕 条痕

66 S31 B区 4 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい橙 黒褐 条痕 条痕

67 S31 r区 2 深§!入

゜゚
◎ 良 にぶい赤褐 赤褐

条痕，オサ 条痕．オサ
工 工

68 S31 G区 2 壺

゜゚ ゜
良 黒褐 橙 ミガキ ミガキ

69 珈：

゜゚ ゜
良 にぶい黄橙 にぶい黄協 ナデ9 つ 内面風化

70 壺

゜゚
良 明赤褐 橙 ミガキ ？

、) 補修孔あり ，内而風化

71 g'f: 

゜゚ ゜
赤〇 良 にぶしヽ 褐 明赤褐 ミガキ？ ミガキ？

72 S31 A区 2 伐鉢

゜゚
良 にふヽ黄褐 褐灰 ミガキ ？ つ 内面風化

73 S31 F Iズ 2 浅鉢

゜゚ ゜
良 にぶし 、黄橙 浅黄橙 ミガキ ナデ•? 内面風化

74 S31 深鉢

゜゚
良 赤褐 褐

条痕，ナ
条痕

沈線、
デウ 刺突

75 S31 A区 3 深鉢

゜゚
◎ 白〇 良 明褐 灰黄褐 条痕 ウ I)1unI巫＼（ヒ，80と同一9

76 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 赤褐 黒褐

貝殻条痕， 貝殻条痕，

ナデ ナテ~

77 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 赤褐 且●91ヽヽ. 貝殻条痕 貝殻条痕

78 S31 深鉢

゜゚ ゜゚
良 明赤褐 にぶい赤褐 条痕 条痕 小型

79 S31 深鉢

゜゚
◎ 良 暗赤褐 暗赤褐 条痕 条痕

80 S31 A区 I 深鉢

゜゚ ゜
白〇 良 明褐 にぶい黄橙 貝殻条痕

， 内面風化，75と同一 ？

SI S31 深鉢

゜゚ ゜
不良 赤渇 灰褐 オサエ ナデ？

82 1 12 l j-5 
かく
深鉢

゜゚
◎ 不良 にぶい赤褐 灰赤

オサエ，ナ
ナデ？

乱 フ-―.. 

83 S31 F区 3 深鉢

゜゚
◎ 良 にぶ Vヽ 黄樅 にぶし 褐ヽ オサエ ？ 

s,1 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 赤橙 灰赤

オサエ，ヘ
ナデ9

ラ切り

85 表採 深鉢

゜゚ ゜
良 にふ 橙ヽ 赤灰

貝殻条痕，
貝殻条痕

茎永小学校保腎毀料

オサエ （旭氏報告）

条痕，ナ

86 S31 深鉢

゜゚
◎ 良 赤褐 黒 デ？，オサ 条痕

工

オサエ，貝 オサエ，貝
茎永小学校保管：i往料

87 表採 深鉢

゜゚ ゜
良 赤 にふ Iヽ娃 殻条痕，ナ 殻条痕，ナ

（旭氏報告）
デ

プ•—• ~` 

88 S31 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい赤褐 灰赤 貝殻条痕 貝殻条痕

89 表採 深鉢

゜゚ ゜
良 にぶい赤褐 にぶい橙 条痕，ナデ 条痕，ナデ

茎永小学校保箭資柑

（旭氏報告）

90 S31 深鉢

゜゚ ゜
白◎ 良 赤褐 黒褐

オサエ，条
オサエ

痕，ナデ
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石器観察表

図番
調森

出士区 陪i 器種
大きさ (cm) 最大原 巫さ

石材 所見等
年度 a b (cm) (g) 

91 S31 c区 3 店製石斧 13. 2 7.0 3. 7 図面のみ

92 S31 表採 靡製石斧 10. 6 5 25 I 9 図面のみ

93 S31 B区 2 ヘラ形石斧 9 5. 0 2 4 0. 4 粘板岩 図面のみ

94 1121 i-3区

＂ 
剥片 9, 15 4. 7 2. 2 42 2 硬質砂岩 使用痕あり

95 1 92 1 かく乱 石錐 2.6 I. 6 0. 5 I. 7 緑泥変岩

96 S31 剥片 6. 15 2 7 I. 35 18 硬賀砂岩 使用痕あり

97 1121 表採 刺片 4. 6 3. 8 I. 6 15. 6 硬賀砂岩

98 1 12 1 i-2区 崩製石鏃 現存 l. 9 現存 I 55 0 15 0 7 頁岩

99 1121 f, g-1区 ！、うサキイ；；コ，ナがぅ｝集中 底製石鏃 I. 3 2 25 0, 2 0. 7 頁岩 先端部欠捐

100 S31 c区 2 打製石鏃 現存 2. 55 2. 35 0. 5 固面のみ

101 S31 原石 ・敲石 12. 4 9 8 4.8 960 砂岩

102 S31 敲石 ・凹石 5. 3 6. 9 3. 0 I 71. 2 砂岩

103 S31 邸石 ・1:'杖石 8 7 6. 8 3. I 300 砂岩

104 1121 i-2区 n 敲石 ・[!lI石 現存 5. 5 6. 05 2 7 135 砂岩

105 S31 邸石 ・敲石 11. 45 10 8 Iヽ.2 730 砂岩

106 1121 ,-2区 屈石・ 敲石 現存 9. 7 5. 9 3.,15 240 砂岩

107 1121 1-3区 ll 店石 現存 3 I 現存 6.5 2 4 67. 6 砂岩

108 S31 底石 ・敲石 12 7 9 8 4 2 745 砂岩

貝鏃観察表

図番
調査

出土区 庖
大きさ (CIII) 最大厚 重さ

貝種 所見等
年度 a b (cIII) (g) 

109 1121 h-1区 II 2 15 1.8 0. 15 0 9 ハマグリ

I 10 1121 j-2区 u I 95 I 5 0 15 0 5 ハマグリ

Ill 1121 J-l区 I] g最下層 2. 25 I 9 0,1 I. 5 ハマグリ 未製品

112 1 12 l 
J-l区先行 卜

LI 2. I I. 7 0. 2 I 0 ハマグリ
レンチ

I 13 1121 j-]区 II r附最下面 I 7 現存 I 45 0 2 0 6 ハマグリ 基部欠拍

11,1 1121 1-I区 I l 2. 55 現存 1.6 0. 18 0.9 ハマグリ 基部欠捐

I 15 1121 1-1区 I I 2. 4 現存 I. 85 0. 2 I. 2 ハマグリ 基部欠捐

I 16 1121 j-2区 11 2. 4 I 95 0. 2 I 2 ハマグリ

I I 7 1121 h-1区

＂ 
2 75 現存 I 95 0 15 I. 2 ハマグリ 晶部欠jii

I 18 1121 1-2区 ハマグリ北中下部 I. 85 I 6 0. 15 0. 7 ハマグリ

119 1121 j-1区 LI g最下附 2. 3 現存 I. 95 0. 4 1.8 ハマグリ 未製品

120 1121 j-1区 11 f屑最下面 2.2 I 75 0. 4 2.0 ハマグリ 未製品

121 1121 i-2区 D 貝北中区 2-2 I 7 現存 I 2 0 15 0,1 ハマグ リ 基部欠拓

122 1121 h-1区 II I 6 I. 4 0 18 0.5 ハマグリ

123 1121 h-1区 II 現存 I. 55 2. 0 0. 15 0. 7 ハマグリ 先端部欠捐

12,1 1121 f-g区 I] 1.,1 I 55 0. 2 0. 4 ハマグリ

125 1121 h-1区 II I 2 I,1 0 15 0 3 ハマグリ

126 1121 1-6区

＂ 
I 7 2. 95 0 4 2.2 ハマグリ 未製品

127 1121 J-1区 II g上府 2. 3 2. 7 0. 4 3.6 ノヽ マグリ 未製品

128 1121 j-1区 II f /邑最下面 2.5 2 15 0 45 3 I ハマグリ 未製品

138 992 1 1-6区

＂ 
2 95 I 55 0 45 2 8 ハマグリ 未製品

貝輪観察表

図番
調杏

出土区 陪 貝種
大きさ (cm)

巫さ (g) 所見等
年度 A (L/S) B (L/S) 

129 1121 
h-g区 貝だまり a(I -a) 

オオッタノハ 7. 55/5. 4 5. 1/3. 45 9 2 
J区 土附断面南墜

130 S31 オオッ タノハ (5. 3/4. 2) (8. 4/6. 9) 図面のみ

131 S31 オオッタノハ (4. 4/2. 8) (6. 6/5. 4) 図而のみ

132 1121 g-1区 n -I オオッタノハ 7. 4 

133 S31 オオッタノハ 2.9 

13,1 S31 オオッタノハ 8.3 

135 1121 かく乱 オオッタノハ I. 7 

有孔製品 観察表

図酢
調杏

出士区 ！曽
大きさ (cm) 巌大厚 重さ

貝種 所見等年殷 a b (cm) (g) 

136 S31 3 2 3 35 トドロキガイ 中央に穿孔あり，図面のみ

137 1121 先行トレンチII 3 15 3. 55 0 3 6. 2 トドロキガイ 晶部に穿1Lあり

-43-



貝刃観察表

図番
杏

度
調
年

出土区 庖
大きさ (cm)

a b 
貝種 所見等

139 | 1121 1i-6区

＂ 
5. 5 2. 7 

最大原
(cm) 

0. 45 

重さ
(g) 

11. 7 ハマグ リ

ノシガイ珠観察表

図番
調査

出土区 庖
大きさ (cm)

重さ (g) 所見等
年度 長さ 最大厚

1 4 0 1121 h-1区 II 1 7 I 1.,1 

1,11 9 92 9 g-]区

＂ 
I. 45 0. 8 0. 6 

142 992 1 
j-3区

I. 65 0. 8 I I 
サプトレンチ

143 H21 i-5区 力>く 乱 I. 4 0 85 0. 7 

イモガイ珠 観察表

図番
調査

出土区 層
最大径 最大原 重さ

種類 所見等
年度 (cm) (cm) (g) 

144 1 12 1 h-1区 臥骨集中 0 7 /0. 7 0. 55 0 2 ll頚

145 1121 J-2区 II f 0.9/1 0 0 4 0 4 l類

1 46 1121 h-1区 I I 0. 9/1 0 0 3 0. 4 u類

細形ツノガイ珠 観察表

図番
調査

出土区 陪
大きさ (cm)

直さ (g) 所見等
年度 a b 

147 1 12 l i-3区

＂ 
1.0 0. 2 0. I以下

148 1121 」-1区 u f府最下面 0 95 0. 2 0 I以下

骨角牙器 観察表

図番
調森

出土区 附 器種
大きさ (cm) 最大原 重さ

種別 所見等
年度 a b (cm) (g) 

1,19 S31 B区 3 ~ 4 骨刀 現存 292 5. 2 I 2 146. 0 クジラ

150 S31 c区 2 かんざし状製品 12. 2 2. 35 0 3 3 4 鹿中足骨か中手'「i

151 S31 B区 3 かんざし状製品 8. 45 I 0 0. 4 2 3 鹿中足骨か中手骨

152 S31 B区 3 加工痕のある骨器 現存 2. 9 0 8 0. 55 全而研店，図而のみ

153 S31 c区 2 加工痕のある骨器 現存 4 I 0 75 0. 5 全面研11刃，図面のみ

15,1 S31 B区 2 加工痕のある骨器 6. 95 0. 9 0. 5 全面研駈，図面のみ

155 S31 F区 2 加工痕のある骨器 2. 95 0. 8 0. 35 全面li）f既，図而のみ

156 S31 B 1区 3 加工痕のある骨器 現存 3. 8 0 6 0. 45 全面研邸，図面のみ

157 S31 c区 I 加工痕のある骨器 ,1. 6 I 0 0 7 片而研l荘，屈面のみ

158 S31 A区 I 加工痕のある牙器 7. 5 I. 2 0. 3 イノシシ 図面のみ

159 1121 J-1区サプトレンチ l-2 1習 刺突具 現存 2 3 0.,1 0.,1 0. 3 全面研既

160 1 12 l 
J -2 区サ7 •• トレンチ

刺突具 現存 I. 7 0. 85 0. 3 0." 片面研lif
I 

161 l l2 l かく乱 刺突具 現存 ,1. 6 0. 8 0. 35 I 0 

162 1 12 l かく乱 刺突具 現存 3. 3 I 0 0.,15 I 0 シカか1／クシの四肢骨

163 1121 ヵヽ く乱 鹿角製品 現存 5 25 3 05 0. 8 5. 8 鹿角

164 1121 
j -2 区サ7•• トレ9チ

刺突具 現存 I 4 0 5 0. 4 0. I 全面研邸
I 

165 1121 かく乱 加工痕のある牙器 5.,15 0. 8 0 4 1.8 
イ！沙下顎左第 2りJ
l'（r 

166 1121 j-2区 11 a下l芭 サメ礼f垂飾品 I 35 I 6 0 3 0 3 ｝グリサ` ．｝科上顎歯

167 1 12 1 i-2区
11/習1ヽマク：リ取」こ

サメ歯匪飾品 0 8 0 95 0. 13 
0. I以

！ヅ n州！科上顎歯
後獣骨集中層而 下

168 1121 j-1区
Il f下陪最下面

サメ-m垂飾品 I. 2 I. 5 0. 25 0. 2 ！シ，• U +／’, ｝科
より下

169 1121 
J-1 区 I トレンチ

サメ歯垂飾品 I. 2 I 2 0 2 0 2 ！ン｀・リサ•.! f斗7c;，ロill1f
側サアトレンチ

I 70 1121 
J-1 ~ 3区サ7.. 

サメ lli垂飾品 現存 0. 7 I I 0.2 0. I ”.. uサ` ．｝科上顎l1i
トレンf

171 1121 j-2区 [I サメ iii而flt'i品 2 I. 6 0.,1 0. 4 ミズワニ科
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第IV章 自然科学分析

第 1節 炭化物の放射性炭素年代

閥加速器分析研究所

1.測定対象試料

ー陣長崎昴追跡の測定対象試料は，包含層 II層

上部出土木炭 (Cl: IAAA-92850)，包含層 II層下部

出上木炭 (C2: IAAA-92851)，包含層 II層下部出

土土器（図番 13) 付着炭化物 (C3: IAAA-92852), 

合計 3点である。

2.測定の意義

本遁跡は黒川式期の単純造跡であるため，本造

跡の形成年代と黒川式の年代を知るための参考と

する。

3.化学処理工程

(1) メス ・ピンセットを使い，根 ・土等の表面的

な不純物を取り除く 。

(2) 酸処理，アルカリ処理，酸処理 (AAA: Acid 

Alkali Acid) により内面的な不純物を取り除

く。最初の酸処理では lNの塩酸 (80℃)を用

いて数時間処理する。その後，超純水で中性に

なるまで希釈する。アルカリ処理では lNの水

酸化ナトリウム水溶液 (80℃)を用いて数時間

処理する。なお， AAA処理において，アルカリ

猿度が lN未満の場合，表中に I¥aAと記載する。

その後，超純水で中性になるまで希釈する。最

後の酸処理では lNの塩酸 (80℃)を用いて数

時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈

し， 90℃で乾燥する。希釈の際には，遠心分離

機を使用する。

(3) 試料を酸化銅と共に石英管に詰め，真空下で

封じ切り， 500℃で 30分， 850℃で 2時間加熱

する。

(4) 液体窒素とエタノ ール・ドライアイスの温度

差を利用し， 真空ラインで二酸化炭素 (CO2)

を精製する。

(5) 精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素

のみを抽出（水素で還元）し，グラファイトを

作製する。

(6) グラファイトを内径 1mmのカソードに詰め，

それをホイールにはめ込み，加速器に装着する。

4.測定方法

測定機器は， 3M¥/タンデム加速器をベースとし

た 14C-AMS専用装置 (NECPe 11 etron 9SDH-2) を使

用する。測定では，米国国立標準局 (NIST) から

提供されたシュウ酸 (HOxII) を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同

時に実施する。

5.算出方法
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(1) 年代値の算出には， Libbyの半減期 (5568年）

を使用する (Stuiverand Polach 1977)。

(2) i1c年代 (LibbyAge : yrBP) は，過去の大気

中℃濃度が一定であったと仮定して測定され，

1950年を基準年(OyrBP)として遡る年代である。

この値は， 6 13Cによって補正された値である。

IIC年代と誤差は， 1桁目を四捨五入して 10年

単位で表示される。また，］ lヽC年代の誤差（土 l

(J）は，試料の叱年代がその誤差範囲に入る

確率が 68.2％であることを意味する。

(3) i5 13[ は，試料炭素の叱談度 (13c/］2c) を

測定し， 基準試料からのずれを示した値である。

同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分

偏差 (%0) で表される。測定には質量分析計あ

るいは加速器を用いる。加速器により 13c/］2c

を測定した場合には表中に (AMS) と注記する。

(4) pMC (percent Modern Carbon)は，標準現代

炭素に対する試料炭素の℃濃度の割合である。

(5) 暦年較正年代とは，年代が既知の試料の IIC

濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，

過去の℃談度変化などを補正し，実年代に近

づけた値である。暦年較正年代は， 1ヽIC年代に

対応する較正曲線上の暦年代範囲であり， 1標

準偏差 (1(J＝68.2%）あるいは 2標準偏差 (2

0 = 95. 4%）で表示される。暦年較正プログ
ラムに入力される値は，下一桁を四捨五入しな

ぃl4C年代値である。なお，較正曲線および較
正プログラムは，データの蓄積によって更新さ

れる。また，プログラムの種類によっても結果

が異なるため，年代の活用にあたってはその種

類とバージョンを確認する必要がある。ここで

は，暦年較正年代の計算に， IntCal04データベー

ス (Reimeret al. 2004) を用し‘,OxCalv4. 1 

較正プログラム (BronkRamsey 1995; Bronk 

Ramsey 2001; Bronk Ramsey, van der Plicht 

and Weninger 2001) を使用した。

6.測定結果

lヽIC年代は，包含層 II層上部出士木炭 Clが 2470

土30yrBP, 包含層 II層下部出士木炭 C2が 2520士

30yrBP, 包含層II層下部出土土器付着炭化物 C3が

2450土30yrBPである。 II層上部の Clと下部の

C2, C3の問には，ハマグリ集中を介した層位の上

下関係があるものの，年代値は相互に近接してい

る。 これらの暦年較正年代 (1(J) は，上限が紀

元前 8世紀中葉頃，下限が紀元前 6~5世紀頃の

範囲で示され，較正曲線が平坦に推移する部分に

当たっている。

炭素含有率はすべて 40％を超え，化学処理，測

定上の問題は認められない。
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［参考］暦年較正年代グラフ

試料 処理
§いC補正あり

測定番号 試料名 採取瘍所
形態 方法

/j1:ic(％。） （MIS) Libby Age 
p~IC (%) 

(yrBP) 

li¥i¥J¥-92850 CI 辿枯：包含）芭 陪位： II屈上部 木炭 AI¥ /¥ -27.21士0.65 2,470土 30 73. 50士 0.29

li¥J¥J¥-92851 C2 辿桃：包含貯尼位： II梱下部 木炭 AI¥/＼ -26. 16士0.40 2,520土 30 73. 06士 0.28 

[i¥i¥i¥-92852 C3 辿構：包含陪 恩位 ．II陪下部 炭化物 /¥aI¥ -25. 78士0.34 2,450土 30 73. 71土 0.30 

測定番号
o 13Cれ1i正なし

暦年蚊正用 (yrBP) 1 o I騒年代範1且I 2 o・暦年代範囲
Age (yr[3P) p!IC (%) 

75313C-68613C (21I. 5%) 
76513C-67913C (29. 1%) 

li¥AJ¥-92850 2,510土 30 73. ]6土 0.27 2, 473土 31
668BC-61 !BC (19. 0%) 

67LIJ3C-48513C(59. 2%) 
59713C-53613C(22.2%) 

53113C-52313C(2. 5%) 
46LJBC-416BC(7. 2%) 

778BC-748BC(17. 3%) 

IAAI¥-9285 1 2,540士 30 72. 89土 0.28 2,521士 31
68813C-66613C (13. 6%) 794l3C-706l3C(28. 9%) 

644l3C-590l3C (29. l %) 695BC-539BC(66. 5%) 

57913C-56113C(8. 1%) 

74413C-689BC (21. 2%) 753l3C-685l3C(24.5%) 

Ii¥i¥/¥-92852 2, 460土 30 73. 59土 0.30 2,450士 32
664BC-647BC(6.2%) 66813C-631 BC (10. 5%) 

55IBC-483BC(24. 3%) 62613C-61113C(2. 6%) 

467BC-415BC(I6. 5%) 59713C-4l013C(57.8%) 

［参考値 ］
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第 2節 ー陣長崎鼻遺跡から出土した炭化材

の樹種

憫加速器分析研究所

はじめに

鹿児島県南種子町一陣長崎鼻造跡は，縄文時

代晩期（黒川式）の単純造跡とされる。今回の

分析調査では，獣骨集中箇所から出土した炭化

材の樹種を明らかにするために，樹種同定を実

施する。

1.試料

試料は， i-3区lI層下部の獣骨集中箇所から

出土した炭化材 l点 (C2)である。

2.分析方法

試料を自然乾燥させた後，木口（横断面） ．

柾目（放射断面） ・板目（接線断面）の 3断面

の割断面を作製し， 実体顕微鏡および走査型電

子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察

し，その特徴を現生標本および独立行政法人森

林総合研究所の日本産木材識別データベースと

比較して種類を同定する。

なお，木材組織の名称と特徴は，島地 ・伊東

(1982)および Richter他 (2006)を参考にする。

3.結果

炭化材は，針葉樹のマツ属複維管束亜属に同

定された。解剖学的特徴等を記す。

マツ属複維管束亜属 (Pinus subgen. 

Diploxylon) マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成され

る。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～

やや緩やかで，晩材部の幅は広い。垂直樹脂追

は晩材部に認め られる。放射組織は，仮道管，

柔細胞，水平樹脂道，エヒ セ゚リウム細胞で構成

されるが，水平樹脂道とエヒ セ゚リウム細胞はい

ずれも破損し，痕跡として残るのみである。分

野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯

状の突起が認められる。放射組織は単列， 1-10

細胞高。

4考察

獣骨集中箇所から出土した炭化材は，炭化し

ていることから，何らかの人間活動により火を

受けていることが推定される。複維管束亜属に

は，アカマツ・クロマツと両種の雑種，リュウキュ

ウマツが含まれる。複維管束亜属は，他の樹木

が生育し難い海岸の砂丘上，岩場，湿地等にも

生育可能であり，伐採後の陽地にいち早く侵入

する。木材は，比較的強度が高く，松脂を多く

含むために燃焼性も高い。現在の植生を考慮す

れば，複維管束亜属は本追跡周辺に生育してい

たことが推定され，燃料などに利用されていた

ことが推定される。

引用文献

Richter H. G., Grosser D., lie i nz T. and Gasson P. E.（系扁）， 2006, 

針染樹材の識別 I A¥¥’/＼による光学顕微鏡的特徴 リス

ト．伊東陥夫哺茶井智之・佐野雄三 • 安部久 ・ 内海泰弘

（日 本語版監修），悔青社， 70p.[Richter H. G., Grosser 

D., llcinz I. and Gasson P. E. (2004) IAll'A List of 

¥licroscopic Fealures for Softwood Identification]. 

島地謀・伊東隆夫， 1982,図説木材組織．地球社， 176p.

※）本分析は， 当社協力会社・パリノ ・サーヴェ

イ株式会社にて実施した。
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第 3節 ー陣長崎鼻遺跡出土貝類の放射性炭

素年代

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

ー陣長崎鼻遺跡（鹿児島県熊毛郡南種子町中

之下に所在 ）は，海岸砂丘上に形成された縄文

時代晩期（黒）1|式）の貝塚遺跡で，これまでに

も放射性炭素年代測定や樹種同定などが行われ

ている。今回の分析調査では，調査区内から出

土した貝類について放射性炭素年代測定を実施

した。

1.試料

試料は，調査区内から出土した貝類 2点であ

る。1点は昭和 31年の発掘調杏で出土したダン

ドクメンガイで，出土位置など詳細不明だが I.

rrトレンチ揚土（排土）からヒ ッ゚クアップされ

た試料の可能性が高いとされている。もう 1点

は，平成 21年の発掘調査で j-1区IIg層から出

土したとされるハマグリである。

2分析方法

メス， ピンセットを使い根・土等の付着物を

取り除き，超純水に浸し，越音波洗浄を行う。

試料の表面を lmol/1(lM)の塩酸を用いて約 30%

溶かし，不純物を除去する (Edg)。その後，越

純水で中性になるまで希釈し，乾燥させる。試

料中の炭酸カルシウムを分解し， 二酸化炭素を

発生させる。真空ラインで二酸化炭素を精製す

る。精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素

で還元し，グラファイトを生成させる。グラファ

イトを内径 1mm孔のカソードにハンドプレス機

で詰め，それをホイールにはめ込み，測定装置

に装着する。

測定機器は， 3MV小型タンデム加速器をベー

スとした 11C-AMS専用装置 (NEC Pelletron 

9SDH-2) を使用し， I-ICの計数， 13c猿度 (13c/12c),

叱濃度（口c;12c)の測定を行う。測定では，米

国国立標準局 (NIST) から提供されるシュウ酸

(HOX-II)を標準試料とする。この標準試料とバッ
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クグラウンド試料の測定も同時に実施する。

放射性炭素の半減期は， LIBBYの半減期 5,568

年を使用する。また，測定年代は 1950年を基点

とした年代 (BP)であり，娯差は標準偏差 (One

Sigma;68%）に相 当する年代である。なお，暦

年較正は， RADIOCARBONCALIBRATION PROGRAM 

CALIB REV6,00(Copyright 1986-2010 M Stuiver 

and PJ Reimer)を用い，誤差として標準偏差 (One

Sigma)を用いる。

なお，暦年較正とは大気中の l・IC濃度が一定

で半減期が 5,568年として算出された年代値に

対し，過去の宇宙線強度や地球磁場の変動によ

る大気中の l,ICi農度の変動，半減期の違い (11C

の半減期5,730土40年）を較正することである。

暦年較正に関しては，本来 10年単位で表すのが

通例であるが，将来的に暦年較正プログラムや

暦年較正曲線の改正があった場合の再計算，再

検討に対応するため， 1年単位で表している。

暦年較正は，測定誤差 0, 2 o・双方の値を計

算する。 oは統計的に真の値が 68％の確率で存

在する範囲 2O'は真の値が 95％の確率で存在

する範囲である。また，表中の相対比とは， 0， 

2 aの範囲をそれぞれ lとした場合その範囲

内で真の値が存在する確率を相対的に示したも

のである。

3.結果

同位体効果による補正を行った年代測定結果

を表 l，暦年較正結果を表 2・図 lに示す。補正

年代は，ダンドクメンガイが 3,280士 30BP, ハ

マグリが 2,830土 30BPを示す。また，測定誤差

をoとして計算させた暦年較正結果は，ダンド

クメンガイが calBCl,229 ~ 1, 119, ハマグリが
calBCI, 276 ~ 1,057である。
これによるとダンドクメンガイとハマグリは

いずれも縄文時代後期に属すると推定されるが，

約 500年程度の年代幅があるとみられる。今後，

貝塚の上部および底部付近の貝類の年代測定を

実施し，貝塚の形成年代などに明らかにしてい

きたい。



表 1. 放射性炭素年代測定結果

種類 発掘年

□r；□: I グ／／［：；；ガイ 1 塁：：：： 
l)年代値の籾出には， 1．ibbyの半妓期 5568年を｛史｝「）した。
2) BP年代値は，1950年を晶点として何年前であるかを示す。
3)付記した品茄は，測定，3；,1位（測定値の68,2％が入る範囲）を年代値に似芥 した値。

暦年較正結果

採取地点笠

I・ IIトレンチ拐土（排士） •) 

j-1区 JIg),_j 

処理

方怯

Edg 

Edg 

hliIE年代

Ill' 

3,280土 30

2. 830±30 

6 13 C 

（知）

-0. 90±0.15 

-0. 65士 0.61 

測定{I : { t 
BP 

2. 890士 30

2. 440土 :lO

Code No. 

l,¥AA-101587 

IAA,¥-101588 

表2.

種類 兌掘年 採取地点等
補正年代
(Ill') 

魁年牧jE年代 (cal) 相対比 Code No 

二枚J1糾Iダノトクメ／jjィI:：：::：； ：［:仇:::：I : :： : :8 1:：: Iご耳 巨巨 ［翌： ご芸 圭芦ぎIミ〗
I) RI節には， RAIJIOCARBO~ CALIBRATION PROGRAll C,¥LIB REV6. 0 (Copyright 1986~2010 ll SLuivcr and l'J Reimer) を使用した。
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第4節 鹿児島県種子島・一陣長崎鼻遺跡出

はじめに

土の縄文時代晩期人骨

中橋孝博

（九州大学大学院比較社会文化研究院）

鹿児島県種子島の先史住民については，広田

遣跡（弥生～古墳時代）から出土した 150体あ

まりの人骨がよく知られ，その特異とも言える

形質についてこれまで多くの巖論を呼んできた。

著しい短頭低顔，低身長と言った， 他地域の

先史住民とは大きく隔たった特徴を持つ広田人

はどのような来歴を持つ集団なのか，その正確

な位置づけは日本人の形成史において南西諸島

先史住民が果たした役割を考える上で極めて重

要な意味を持つと考えられる。この懸案を解決

に導くには，近隣集団との比較分析と同時に，

種子島住民の形質に見られる時代変化， とりわ

けより古い縄文時代に遡る時期の状況を明らか

にすることが不可欠の課題になろう。一陣長崎

鼻遣跡出土人骨は，わずか l体ながら縄文晩期

に遡る時期のものとされ，そうした問題を考究

する上で貴重な資料となるものである。

遺跡・資料・方法

ー陣長崎昴造跡は，鹿児島県種子島南種子町

中之下字ー陣（俗称：長崎鼻）の沸岸砂丘にお

いて，昭和 29年に川添憲枝氏によって始めて調

査された貝塚速跡である。昭和 30年の台風 22

号によってこの遺跡から人骨が露出したため，

川添氏によって採り上げられ，その後，九小卜1大

学医学部解剖学教室の金関丈夫教授｛当時｝に

託された。盛園尚孝氏の問き取り調査（盛園，

1968) によれば，地下 1.5メートル位の深さに

屈葬位で埋葬されていたもので，周辺からは獣

骨や貝製品，黒川式土器片などが出土している。

平成 19年，同 21年に南種子町教育委員会に

よって，造跡確認・ 記録保存を目 的とした再調

杏が実施され，この追跡が縄文晩期に遡る黒川

式の単純造跡であることが確認された。同調査
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により，新たにオオッタノハ貝輪の出土も確認

されている。

人骨の遺存部位を図 lに示した。頭蓋は眉間

部，上顎骨，昴骨，および頬骨弓等の一部を欠

くが，他部の保存状態は概ね良好である。また，

体部骨もほぼ全身各部位が遥存しており，四肢

骨の多くは骨端を欠くが，体幹の脊椎，肋骨，

骨盤も回収されている。なお，埋葬姿勢の詳細

は不明だが，上記の盛園(1968) の間き取り調査

によれば，「手は前でくみ，あしを曲げて． ．．」

という状態で出土したとされ， 一応，屈葬位の

可能性が考えられる。ただ仰臥か側臥か，ある

いは，屈葬でも股関節や膝関節をどの程度曲げ

ていたのかは不明である。

計測は主に Martin-Saller(1956) に従った。

また，鼻根部の計測は鈴木(1963)，顔面平坦度

はYamaguchi(1973), Jl塁骨については一部，森

本 (1971) の方法に従った。

結果

1.性別・年齢

全体的に頑丈で乳様突起等の筋付着部の発達

がよく，特に脱骨，大坐骨切痕等の骨盤形態か

ら男性と見なされる。また，頭藍冠主要縫合の

癒合がかなり進行していること，歯の噛耗の程

度が強いことなどから，熟年，もしくは老年 (60

歳以上）に達した高年齢個体と見なされる。

2. 形態的特徴

（頭蓋骨）

計測結果を表 lに比較群と共に示す。また，

広田集団（中橋， 2003) を基準とした偏差折線

を図 2に示した。

ー陣長崎鼻人骨の頭荒冠はかなり大きく，水

平周は 541mmに達する。特に頭藍最大幅(154mm)

の大きさが目立ち，表示した主要な比較群の平

均値を大きく上回っている。その結果，頭長幅

示数は 85.3で，強い短頭型を示す。ただ，後世

の広田集団にみられるような後頭部が強く圧迫

を受けたような変形像は見られない。また，頭



高が低い (128mm)ことも当人骨の目立った特徴

で，比較群の中では同じ種子島の広田に比較的

近い。特に前頭骨後半から頭頂骨前半にかけて

の部分がかなり扁平で，前額が後退したような

独特の風貌を形成している。

顔面部もかなりサイズが大きく，横径，特に

頬骨弓部の張り出しの強さが目立つ（頬骨弓幅：

150mm)。上顔高も 71mmで，縄文人としては比較

的高く，広田（上顔高： 62.2mm) との差は特に

著しい。ただ，示数値（例えば Kallmann上顔示

数： 47.3) によって高・横径のバランスを見る

と，やや低顔傾向が見られ，高顔性を主要な特

徴とする北部九州・山口弥生人の平均値 (53.0) 

とは明らかな違いがある。眼窟高 (31mm)も非常

に低く，眼窟示数 (72.1)は，強度の低眼腐を特

徴とする広田の平均値 (74.2）を下回っている。

一方，昴高 (55mm)の高さは逆に広田はもとより，

北部九ヽ），1、|弥生人の平均(52.8mm)よりもなお高く ，

当人骨が示すやや特異な変異の一つとなってい

る。ただ，鼻幅もかなり広いため，鼻示数 (52.7) 

での比較結果ではさほど偏った傾向は見られな

し、

゜
顔面部の立体性が非常に顕著で，昴骨，前頭

骨の適曲の強さが目立つ。昴骨閲曲示数 (75.5), 

鼻骨平坦示数 (44.7) はともに広田や他の縄文

人集団に類似し，北部九小卜1弥生人等との差が著

しい。前頭骨の平坦性も非常に弱く，全体的に

彫りの深い頻貌を形成する主な要素となってい

る。突顎性は弱い。

下顎は比較的頑丈な傾向を示すが，下顎頭間幅，

下顎角幅は共にやや狭い。顧高も現代人(35.6mm) 

より低く，吉母浜中世人 (32.1mm)に近し‘。下顎

体厚はやや大きく，筋突起の発達は良好で，下

顎枝幅もやや広いため，かなり大きな下顎枝示

数 (60.7（左））を示す。

残存歯を以下に示す。

上顎左中切歯は生前に脱落して歯槽が閉鎖し

ているほか，右上顎犬歯，右下顎第一大臼歯が

欠損している。咬耗がかなり進行し，象牙質の

霰出が全歯で見られる。上顎左右の第一大臼歯

と第二小臼歯の歯頸部に謳蝕が見られる。また，

上・下顎の切歯や特に犬歯に明瞭なエナメル質

減形成が確認できる（写真 l)。

（四肢骨）

上肢骨の計測結果を表 2に，下肢骨の計測結

果を表 3にそれぞれ比較群と共に示した。全体

的に筋付着部の発達も良く，かなり頑丈な特徴

が見られる。

上肢の上腕骨はかなり長く，近隣の広田集団

を大きく上回っている。ただ，骨体はやや細く，

長厚示数 (21.7)も縄文人（津雲 ：23.0)より

小さく，北部九州・山口弥生人 (21.0)に近い。

骨体に扁平傾向も見られない。前腕骨の特徴は

不明確だが，骨体部に特に目立った変異は確認

できない。

下肢の大腿骨では骨体の太さ，特に祖線の発

達の良さと，それに因る中央断面示数 (111.5) 

の大きさが目立ち，本）小1の縄文晩期集団ほどで

はないが，広田 (108.2)や北部九外I.山口弥生

人の平均値 (106.8)を上回っている。）］翌骨はか

なり長く，その最大長 (351mm)は，特に短い広

田 (309mm)はもとより，北部九ヽHI・ 山口弥生人

(352. 3mm)に近い。骨体にはやや扁平傾向が認

められる。また，/]非骨が非常に太く，その骨体

諸径は広田とも大きく隔たった傾向を見せてい

る。

表 4に，上肢・下肢の相対的な太さを比較し

た結果を示したが，同じような遺跡環境下にあっ

た広田が強く上肢に偏った発達を見せるのに対

し， 当人骨の上肢は比較的細く，発達した下肢

とはやや相違した傾向を見せている。
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表 5に推定身長を示した。 /j塁骨最大長を用い

ているため，やや不正確な比較結果ではあるが，

当人骨がかなり高身長であったことが窺え，極

度の低身長を特徴とする広田とはこの点でも顕

著な違いを示している。

考察

1.ー陣長崎鼻人骨と広田集団

前述のように，種子島における先史時代以降

の住人形質の時代変化を明らかにすることは当

地における主要な研究課題であるが，今回明ら

かになった縄文晩期所属の男性人骨は，近隣の

時代的にも近い広田集団（弥生～古墳）とのあ

いだに，共通する部分（短頭性，低頭性，低顔・

低眼腐傾向，彫り の深い顔貌など）と大きな隔

たりを示す部分（大きな顔面サイ ズ，商鼻，高

身長，細い上肢，太い誹骨など） が同時に確認

できる結果となった。

まず，強い短頭性では一応共通するものの，

ー陣長崎鼻人骨の後頭部には広田人のような扁

平傾向は見られず，その成因が異なる可能性も

考慮に入れておく必要があろう。広田人後頭部

の扁平化が意図的な人工変形の産物か否かはま

だ譲論を要する問題だが，ー陣長崎鼻頭蓋には

そうした人工変形を想起させる変形像は見られ

ないことをここに注記しておきたい。

また，広田は極度の低顔性を主な特徴として

いるが， 示数値ではさほどではないものの，上

顔高値が大きく隔たっている点も目立った差異

の一つとして指摘できる。鼻高値も非常に高く，

広田とは好対照である。体部骨では高身長であ

る点などさらに顕著な差が見られ，多くの共通

点の存在は考慮してもなお，当人骨を後世の広

田集団を生み出す母胎，先祖集団の一員として

位置づけるにはまだ無理があろう。図3に，当

人骨と他集団とのペンロースの形態距離（頭器

9項目）を示 したが， 一応，縄文晩期人として

本川の同時代人とは比較的類似傾向をもつこと

が確認できるが，広田との特に強い近縁性を窺

わせる結果とはなっていない。種子島の縄文集
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団と広田集団の間に連続性があるか否かは，広

田集団が提示 した形質，文化両面にわたる興味

深い論点の解決にも必須の課題である。 もちろ

ん今回得られたのは僅か l体での結果であり，

この点は今後，同時代，同地域の類例の充実を

図って引き続き検討する必要がある。

2.歯牙

また， ー陣長崎鼻頭骨では，上記のように，

上顎左の中切歯が生前に脱落し，その歯槽部が

閉鎖 しているが（写真 1), この点について，金

関丈夫 (1958) は風習的抜歯の可能性がある

こと を指摘している。近隣の広田遣跡（中橋，

2003)でも，上顎の側切歯と犬歯を対象とした

偏側性の抜歯例が多く確認されている。 しかし，

上顎の中切歯を対象とした片側抜歯例は，今の

とこ ろ，東シナ海を挟んだ対岸の中国・奸檄造

跡 (Kan& Nakahashi, 1990)の新石器時代人に

確認できるのみで，近隣地域には類例が見いだ

せない。言 うまでもなく ，風習的抜歯の場合は，

少なくとも当該地域，時代の人々に同形式の抜

去が普及していることが確認されねばならない

が，金関の報告から 50年あまりを経過した現在

も，そうした事例は報告されていない。周知の

ように，上 ・下顎の切歯部は事故など他の非意

図的な要因で脱落する可能性も高く，また，も

ともと歯槽閉鎖部の観察所見のみでの確定診断

は困難であり，本例が「風習的抜歯」の痕跡で

あることの確認には今後の類例の出士が必要で

あると考える。最後に，当人骨の歯については

もう 一つ，金関 (1958)や盛園 (1968)によって，

下顎左中切歯に人為的水平研歯の可能性が指摘

されていることを付記しておきたい（写真 l)。

残念ながら今回の観察ではその明確な確認はで

きなかったが，今後この地域の古人骨を調べて

いく上での注意事項の一つになろう。

謝辞本報告をまとめるにあたり，南種子町教

育委員会の諸先生から多くのご教示を得た。記

して謝意を表 したい。
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表 1.
、.，．
逗跡

頭蓋計測値の比較（男性）
ー陣長崎鼻

（縄・晩）

|

5

4

|

 

1頭蓋最大長
8頭蓋最大幅
9最小前頭幅

17 
バジオン・ブ
レグマ高

8: 1 ． 頭蓋長幅示
数

17: 1 ． 頭蓋長高示・数

17: 8 ． 頭蓋幅高示・数

40顔長
45頬骨弓幅
46中顔幅
47顔高
48上顔高

47:45 Kol lmann顔
示数

48:45 
Kol lmann上
顔示数

47:46 
Vi rchow顔
示数

48:46 
Vi rchow上
顔示数

50: IA 
品根世曲示

数
51眼窟幅（左）
52眼窯高（左）
52:51眼窟示数
54鼻幅
55鼻高
54:55鼻示数
57最小品骨幅
72全側面角
74歯櫓側面角

FS:FC 
前頭骨平坦

示数

ss:sc 品骨平坦示
数

zs:zc 頬上顎骨平
坦示数

184. 0 
157.0 
93.0 

128.0 

85.3 

69. 6 

81. 5 

99.0 
150.0 
108.0 
120. 0 
71.0 

80.0 

47.3 

111.1 

65. 7 

75.5 

43.0 
31.0 
72. 1 
29.0 
55.0 
52. 7 
12.0 
91.0 

19.4 

44. 7 

23.3 

京田
（弥～古墳）

N M 
23 164. 4 
23 146. 8 
17 99. 7 

5

3

5

5

9

7

8

9

0

7

7

7

8

6

8

8

8

0

0

9

8

7

6

2

7

6

 

129. 9 

89.4 

79.0 

88.4 

96. 6 
137. 7 
89. 9 
109.3 
62.2 

79. 9 

45. 6 

111. 6 

63.4 

79. 3 

43. 1 
31. 8 
74.2 
26. 1 
45. 2 
57.0 
8.9 
84. 1 
66 

17. 5 

38.3 

22.0 

津雲

（縄・後晩）

N M 
37 185. 3 
44 146. 0 
42 97. 1 

33 

37 

32 

33 

27 
21 
28 
26 
28 

18 

19 

20 

21 

7

0

0

7

9

3

3

5

8

9

 

3
0
2
8
2
3
3
2
1
1
1
 

3

8

7

2

0

8

6

5

8

9

9

1

8

 

・

・

・

．

.

・

・

・

●

．

・

.

．

3

8

1

2

2

3

3

5

5

9

5

3

4

 

3

7

7

9

0

4

0

1

6

7

4

1

6

 

1

1

1

1

1

1

 

43.5 
33.8 
77. 4 
26.9 
49.8 
53. 7 
9. 2 
81. 9 
70.9 

15. 1 

34.4 

22.4 

吉胡
（縄・後晩）

N M 
44 183. 2 
43 145.0 
41 98. 0 

2

8

1

2

7

9

2

3

5

5

4

0

4

 

1

3

1

1

2

1

1

1

1

 

2
0
1
7
1
3
2
1
1
5
1
4
1
8
6
7
2
2
9
4
 

137. 7 

79. 2 

75.4 

95. 7 

102. 3 
140. 1 
104. 1 
116. 1 
64.3 

81. 2 

45. 1 

108. 8 

60. 5 

43. 1 
33. 1 
76. 7 
26. 6 
48.0 
55.0 
10.2 
80.8 
68. 6 

14. 7 

36.8 

22. 2 

関東（鈴木）

（縄・中後晩）

N M 
82 181. 9 
82 144. 1 

3

2

3

3

 

3

8

3

3

 

-
4
0
4
6
3
5
4
6
2
8
3
8
3
3
4
1
3
4
3
6
3
6
3
6
4
7
4
5
4
5
3
5
1
7
1
7
 

138.5 

79.2 

75. 6 

95.4 

144. 6 
104.8 
115. 5 
66.0 

80.2 

45.4 

110. 2 

63. 2 

74. 1 

43.2 
33.0 
76. 9 
27. 1 
49.6 
54.8 
10. 6 
81. 9 
67.0 

小片資料
（縄・早前）

N M 
5 183. 6 
5 143.4 
5 101. 4 

5
 

-
4
4
-
4
 

4
 

4
 

3
4
3
4
3
3
-
4
4
 

78. 3 

142. 5 
102. 3 

64.8 

45.6 

7 1. 8 

3
3
0
3
0
8
-
5
3
 

4
2
3
3
7
7
3
3
4
5
6
1
7
7
5
7
 

小片資料
（縄 ・中後晩）

N M 
40 182.8 
40 145. 1 
36 98.0 

22 

40 

22 

22 

17 
31 
29 

27 

25 

28 

2
6
2
8
2
6
2
8
2
5
2
5
-
2
6
2
5
 

138.4 

79. 5 

75. 5 

95.6 

102.0 
140. 4 
102. 2 

68. 5 

49.4 

67.3 

9
0
6
0
8
4
-
0
4
 

4
1
3
3
7
8
3
3
4
8
5
4
8
1
6
5
 

北JI | 

（縄・中後）

N M 
7 179. 1 

3 94. 0 

163.0 

-
6
6
7
 

4

4

 

4
2
2
3
1
1
6
-

8
0
9
 

．
．

．
 

-
9
5
0
9
6
5
 

~
 

1

9

 

•• 8
8

 

1

6

 

~
 

3
2
2
0
7
8
7
 

．
．
．

．

．
 

l
8
7
5
5
7
8
 

4
2
6
2
3
6
 

東北

（縄・中後晩）

N M 
28 183. 0 
28 143. 0 

0

8

0

0

 

2

2

2

2

 

-
5
8
-
l
 

1

1

2

 

14 

17 

22 
21 
21 
17 
19 
17 
10 

140.9 

78.2 

77.0 

98. 7 

143. 1 
104. 3 

66. 1 

46.3 

63. 6 

5
4
1
8
0
0
8
 

4
3
3
3
7
7
2
7
5
0
5
6
9
 

北部九州・山口

（弥生）

M 
183.4 
142. 3 
96.3 

N
-
7
9
8
3
8
4
 

••• 

146 

163 

134 

136 

110 
147 
160 
107 
152 

95 

129 

101 

142 

150 

128 
134 
124 
160 
158 
154 
155 
116 
111 

145 

140 

40 

137.0 

77. 7 

75.0 

96. 3 

100. 1 
139.8 
104. 6 
123.2 
74.3 

88.0 

53.0 

117. 6 

7 1. 0 

88. 5 

43.3 
34.5 
79. 7 
27. 1 
52.8 
51. 3 
8.2 
84.8 
70. 5 

14. 7 

27. 9 

26.8 

西南日本

（現代）

M 
1 8 1. 4 
139. 3 
93.8 

N_108108108 
108 

108 

108 

108 

99 
106 
107 
66 
92 

64 

90 

65 

91 

89 

108 
108 
108 
108 
108 
108 
108 
92 
107 

82 

71 

66 

139. 3 

76. 6 

76. 9 

100. 1 

97. 8 
134. 5 
99. 9 
122.2 
71. 8 

91.4 

53. 5 

122. 2 

7 1. 8 

86. 2 

43 
34.4 
80.2 
25. 9 
52. 2 
49. 8 
7. 1 
83.8 
70. 7 

15. 7 

34. 7 

31. 9 

清野・宮本 (1926)，金高 (1928),Suzuki (1969)，小片 (1981)，茂原 (1993)，百々―-（1,8の， 中橋・永井 (1989)，原田 (1954)



表2. 上肢骨計測値の比較（男，

ー陣長崎品

（縄 ・晩）

上腕骨

1. 最大長

2. 全長

5. 中央最大径

6. 中央最小径

7. 骨体最小周

7a. 中央周
6:5. 骨体断面示数
7: 1. 長厚示数

290 

284 

22 

17 
63 
64 
19 

2 1. 7 

左）

広田

（弥～古）

N M 

4 263.8 
4 260.5 

5 22.2 

5 16. 6 
20 62 
5 64. 2 
5 74. 9 

4 22. 9 

津雲

（縄 ・後晩期）

N M 

15 283.3 
15 279 

20 23. 7 

20 17. 7 
21 64. 7 
68.8 
74.6 
23 

20 
15 

ロ胡

（縄・後晩期）

N M 
27 283. 1 
27 278. 9 

25 24. 7 

25 18. 1 
42 66. 6 
25 72. 1 
25 73. 4 
27 23. 8 

小片資料

（縄 ・早前）

N M 
3 289 

6

6

-

5

6

 

20.8 
14. 7 

6 1. 6 
70. 6 

小片資料

（縄 ・中後晩）

N M 

26 291. 1 

52 
52 

49 
52 

24.4 
18. 1 

71 
74.2 

栃原

（縄 ・早）

N M 

1 298 

2

2

2

2

2

1

 

20.5 
15 
55 

57 
73. 2 
18. 1 

太田

（縄 •前中 ）

N M 

14 296.3 

23 
23 
22 
23 

23 
14 

25 
18. 2 
67. 9 
71. 6 
72. 9 
23 

北部九州・山口北部九州・山口

（弥生） （古墳）

M N M 

304. 1 12 305 
298. 7 10 298. 6 

23. 2 32 23. 3 

17.5 32 18 
63. 8 33 64. 8 
67.7 31 67.8 
75. 6 32 77. 8 
21 12 21. 1 

z＿引
4013713714713213750

z
-
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
 

1

1

1

1

1

1

1

1

 

九州

（現代）

M 

295.3 

290. 6 

21. 9 
16. 9 
61. 8 

63. 7 
79. 1 
20. 9 

ー

5
5
ー

撓骨

1. 最大長

2. 機能長

3. 最小周

4. 骨体横径

4a. 骨体中央横径

5. 骨体矢状径
5a. 骨体中央矢状径
3: 2. 長厚示数

5:4. 骨体断面示数
5a :4a. 中央断面示数

16 

12 

75.0 

5

4

1

3

6

3

6

3

3

6

 

1

1

1

1

 

222.2 

208.5 
42. 6 
16. 5 
15. 5 

11. 4 
11. 3 

19.3 
69.2 

73.5 

11 

11 

17 
17 

17 

11 
17 

233. 3 
217.5 

43.6 
16. 9 

11. 6 
20 
68.8 

28 
28 

44 
43 

43 

28 
43 

227. 1 
214.4 
48.5 

19.4 

13 

22.6 
67. 8 

4
 

7

6

7

7

-
7
 

237.5 

14. 1 
14 

11. 4 

11 

80.8 

21 

45 
48 

45 
47 

45 

230. 9 

16.5 
16 

12. 7 
13. 1 

76.2 

235 
20 

37 
15 

11 

16.8 
73.3 

16 
15 
19 
20 

20 

15 
20 

243.6 
228.2 
46. 1 
16. 9 

12.8 

2

1
 

．

．
 

-

0

6

 

2

7

 

64 
52 
129 
130 

83 
130 

84 
52 
130 
83 

236. 7 

221. 1 
42. 9 
17. 3 
16 

12.3 

12. 5 
19.6 
71. 4 
78.3 

5

3

9

1

7

1

7

3

1

7

 

1

2

2

2

 

230. 2 
215 

43 
17.3 
16.3 

12.5 
12.4 
20.9 
72. 4 

76. 7 

6
4
6
4
6
3
6
3
6
3
6
3
6
3
6
1
6
0
2
2
 

219.9 

208. 2 
40. 1 

16 
15. 2 
1 1. 7 

11. 9 

20.4 
71. 4 
80.3 

尺骨

［最大長 ー 4 240.8 7 247.9 21 

2. 機能長 ー 4 213 12 219. 5 19 
3. 最小周 ー 11 36. 5 15 38. 9 35 

11.尺骨矢状径 13 16 12.8 19 14.2 51 

12.尺骨横径 17 16 17.9 19 16.2 51 
3:2. 長厚示数 4 17.6 12 17.8 19 

11: 12.骨体断面示数 76.5 16 71.9 19 87.8 47 
中橋 (2003)，清野 ・平井 (1928）、大場 (1935)，池田 (1985)，今道 (1935),

243.5 

216.6 
39. 9 
15. 1 

16. 6 
18. 7 
92. 2 6 

専頭 (1957),

2
 

6

6

 

250 

7

9

 

3

3

 

1

1

 

15 

52 
52 

99. 9 52 
溝口 (1957)

255. 1 

7

9

4

 

．

．

．

 

-
4
5
-
3
 

1

1

9

 

2

2

2

2

2

2

2

 

26.5 

231 
31. 5 

12.5 
14. 5 
13. 7 

92.6 

9
1
2
1
5
2
3
2
3
1
1
2
3
 

259. 3 

231. 2 
40.2 

14.4 
16.5 
17. 4 

87.4 

38 

36 
98 
149 
149 

36 
149 

256.8 

225. 6 
37. 7 
13. 2 
17.5 
17 

76 
3

6

 

3

6

6

6

 

1

1

1

1

 

3
 
247 

215. 7 
36. 5 

13. 9 
17.2 
16. 7 
81.4 

6
2
6
4
6
5
6
3
6
4
6
3
6
3
 

236. 2 

209. 2 
35.8 
12. 8 
16.5 

17 

74. 9 



表3 ．下肢骨計測値の比較 （男，
ー陣長崎晶
（縄・晩期）

大腿骨

1.最大長
2.自然位長
6.骨体中央矢状径
7.骨体中央横径
8.骨体中央周
9.骨体上横径
10.骨体上矢状径
8:2.長厚示数
6: 7.骨体中央断面示数
10: 9.上骨体断面示数

5
7
 

．

．
 

-
9
6
8
0
6
-
1
6
 

2
2
8
3
2
1
8
 

．
 

左）
広田
（弥～古）
N M 
2 393.0 

6 26. 8 
6 24. 8 
6 81. 7 
6 30. 7 
6 22. 7 

6 108. 2 
6 74. 2 

津雲
（縄 ・後晩期）
N M 
11 415. 2 
11 411. 1 
20 28.9 
20 25. 5 
20 86. 6 
19 30. 4 
19 24. 8 
11 21. 1 
20 113. 2 
19 81. 7 

麟
（縄 ・後晩期）
N M 
20 420. 2 
19 417. 8 
66 29. B 
66 26 
66 89. 2 
47 30. 2 
48 25 
19 21. 9 
66 114. 8 
47 83. 5 

ノヽ

5

3

6

4

1

6

2

3

栄
'

1

引

M
5
-
8
3
3
8
2
-
0
0

資
早

4
0
2
2
8
2
2
1
2
8

片
．
小
縄、,̀
‘
N
6
-
8
8
8
7
7
-
7
7
 

小片資料
（縄・中後晩）
N M 
33 416.9 

70 30. 1 
71 25.9 
66 89.2 
68 30. 1 
67 25. 1 

70 116. 4 
67 83.5 

)

5

5

2

4

2

 

早

M
2
8
2
5
2
9
2
4
眈

302120121
槌

4
4
 

原
．是

N
1
1
2
2
2
2
2
1
2
2
 

ヽ
l
8
4
3
5
5
1
9
4
2

M
3
1
2
7
3
0
2
6
9
1
3
0
2
7
2
1
3
9
3
 

中
田
前

4

4

1

1

太一，
18162828
筏

232316

翌

2
7
5
8
2
6
1
9
8
3
 

ロ

．． 

•
• 
2
0
9
7
0
2
6
0
6
0
 

山栂丹―
4
3
4
3
2
2
9
3
2
2
1
0
8

九
膚
部レし4
 
z-974423423823318918944234189 

6
9
4
3
3
5
9
4
2
9
 

ロ

•
••

•
•
• 

7
6
9
8
0
2
5
0
4
9
 

山鱗
コ
4
3
4
3
2
2
9
3
2
2
1
0
7

部t
 

J
 

z-22136162614343126143 

z-59595959595959595858 

-
5
2
5
6
4
4
3
4
8
8
 

州丹
406

讐
25822924g10382

九
現、,＇‘

腔骨

1.全長
1a．最大長
8.中央最大径
Ba.栄蓑孔位最大径
9.中央横径
9a.栄蓑孔位横径
10.骨体周
10a.栄蓑孔位周
10b.最小周
9:8.中央断面示数
9a:8a.栄蓑孔位断面示数
10b: 1.長厚示数

7
7
1
 

•• 

6
1
1
4
1
2
3
0
0
7
4
3
 

4
5
3
3
2
2
8
9
8
6
6
2
 

3
3
 

4
5
5
4
5
4
5
4
5
5
4
4
 

1

1

1

1

 

5
0
6
9
8
5
4
3
3
4
4
3
 

1
0
9
2
7
3
1
1
8
2
1
7
4
8
5
6
9
6
8
6
7
2
1
 

3
1
3
 

101021191919201917211910 

0
0
7
7
7
5
5
7
6
4
0
9
 

374331341921829075626222 

3
3
 

262560556154615454605426 

7

8

2

3

7

4

8

5

7

 

．
．
 

2
6
1
4
1
3
4
3
7
7
8
2
 

4
4
2
2
8
9
7
6
6
2
 

3
3
 

-
4
8
6
8
5
6
-

-
8
 

8
7
4
4
9
2
 

-4528

翡
2178

3
 

67. 7 

6
6
4
6
4
4
 

2
4
4
4
4
4
 

46 

6

7

3

6

5

 

．
．
 

-
1
1
4
2
3
4
 

5
3
3
2
2
8
 

3
 

69.8 

-
2
-
2
-
2
-
2
2
-

34.5 

20 

80.5 

68 
58. 1 

-
9
2
1
2
2
2
1
2
1
2
1
-
2
2
1
9
2
1
9
 

7

1

8

7

6

6

3

3

9

 

．
．
 

．

．

．

．

 

4
2
4
0
2
5
-
7
5
7
2
 

6
3
3
2
2
8
7
6
6
2
 

3
 

6
3
0
3
1
2
0
9
5
0
1
5
 

4
7
1
1
1
1
1
0
8
1
1
4
 

1
2
1
2
1
2
1
1
2
 

6
3
5
6
7
3
6
5
4
5
7
2
 

•••••• 

•••• 7
2
1
6
2
5
5
6
7
2
9
2
 

4
5
3
3
2
2
8
9
7
7
6
2
 

3
3
 

8
1
4
1
7
3
7
1
8
3
8
1
7
3
7
3
1
1
7
3
7
1
2
 

6

6

6

4

2

4

9

2

4

 

．
．

．
．

．
．

．
．
 

⑬

4730352124829276706922 

3
3
 

656561606161626160616060 

3
9
8
6
1
7
4
9
3
1
5
4
 

202627302123788871767722 

3
3
 

ー

5

6

|

排骨

［最大長
2.中央最大径
3.中央最小周
4.中央周
4a.最小周
3:2.骨体中央断面示数
4a: 1.長厚示数
阿部 (1955),錨鍋 (1955)
＊左側値が無い場合は右側値で充当

7
 

8
2
1
2
6
 

5
4
6
 

•• 1
3
3
3
7
3
1
 

0
3
7
0
3
0
9
 

13131041338010 

3
 

8
 

9
9
9
5
9
 

1
1
1
1
1
 

8
 

3
5
1
7
8
3
8
 

33171250416911 

3
 

7
2
2
2
2
2
7
 

1
5
5
5
4
5
1
 

8
8
8
3
6
3
 

．
．
．
．
 

4
8
1
2
3
3
3
 

3
1
1
5
4
6
1
 

3
 
-
4
4
4
-
4
-

3

8

8

1

 

一
旧

11
祁
―
刀

1
1
1
8
-
1
 

1

5

5

4

5

 

9
9
7
2
 

••

•
• 

9
6
1
9
-
0
 

3

1

1

4

7

 

3
 
-
2
2
2
-
2
-

5

5

7

 

．

．

．

 

゜

6
0
4
 

1

1

4

6

 

7
5
5
3
3
6
 

•

•

•• 

9

1

1

5

8

 

．
．

．

．

．
 

9
6
2
8
9
3
 

4
1
1
4
3
1
 

3
 

22808081498021 

2
5
2
9
1
5
 

．

．
．
．

．
 

5
7
1
7
9
8
1
 

4
1
1
4
3
6
1
 

3
 

1
3
3
3
6
3
1
 

1

1

1

1

 

9
9
4
3
7
1
 

．

．

．
．
．
．
 

8
6
1
7
7
0
2
 

3
1
1
4
3
7
1
 

3
 

8
0
9
9
9
9
8
 

5
6
5
5
5
5
5
 

5

5

6

5

1

 

．

．

．

．

．
 

5
4
0
1
5
9
1
 

3
1
1
4
3
6
1
 

3
 

表4. 上肢と下肢の比較 （上腕骨最小周／大腿骨中央周 （％））
男性

表5. 推定身長（腔骨最大長より (cm))

迫跡

ー陣長崎品（縄・晩）

広田（弥～古）

北村（縄・中後）

太田貝塚 （縄 ・前中）

津雲貝塚（縄 ・後晩）

吉胡貝塚 （縄 ・後晩）

金隈（弥生）

土井ヶ浜（弥生）

大友（弥生）

西日本（古墳）

吉母（中世）

九州（現代）

畿内 （現代）

N
一ー

6
1
3
2
2
2
0
4
2
1
7
3
1
3
3
1
4
1
9
5
9
3
0

-

6

9

1

2

7

7

7

8

1

2

9

 

M
7
1
7
5
7
1
7
4
7
4
7
4
7
0
7
3
7
3
7
0
"
7
5
7
6
 

文献

本報告

本報告

茂原 (1993)
今道 (1934,1935) 
清野他 (1928)
石沢 (1931)．大場 (1935)
中橋他 (1985)
財津 (1956)
松下 (1981)
城 (1938)
中橋・永井 (1985)
専頭 (1957),緬鍋 (1955)
乎井・田幡 (1928)．宮本 (1934)

ー陣長崎晶

男性

坦
162. 1 

旦
160.4 

表 6 推定身長の比較

N 男性
M 

ー陣長崎晶（縄 ・晩）＊ 1 162. 1 
広田（弥～古） 14 154. 0 
津雲貝塚 （縄 ・後晩） 13 159. 9 
吉胡貝塚（縄 ・後晩） 22 158. 9 
北部九州（縄・後） 8 159. 2 
北村 （縄 ・中後） 22 157. 9 
金隈（弥生） 17 162. 7 
土井ヶ浜 （弥生） 18 162. 8 
大友（弥生） 15 159. 1 
西日本 （古墳） 3 161. 5 
吉母 （中世） 18 159. 7 
現代 (1970) 771 166. 7 

＊腔骨最大長より算出（他は大腿骨最大長より）



図1 人骨遺存部
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図2 広田集団（弥生～古墳）を基準線とした偏差折線
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写真 1 ー陣長崎鼻遥跡頭蓋骨
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第5節 種子島一陣長崎鼻遺跡出土の人骨

-2009年出土人骨一

竹中正巳 （鹿児島女子短期大学）

はじめに

ー陣長崎鼻遣跡は琉球列島の北端に位置する

種子島の南端に所在する。種子島は広田追跡を

はじめとする島内各地の埋葬遺跡から大量の弥

生 ・古墳時代相当期の古人骨が出土したことで

知られる。 日本人の起源を考える上で欠かすこ

とのできない古人骨賓料が出土した島である。

広田造跡をはじめとする種子島の弥生 ・古墳時

代相当期の古人骨の特徴は，過短頭 ・低顔 ・低

身長という特徴を持ち，九州以北の弥生・古墳

人のそれと異なる。

一方，ー陣長崎鼻遥跡からは過去に縄文時代

人骨 l体が出土しており， 1956年に発掘調査が

行われている。わずか l体ではあるが，ー陣長

崎昴造跡は種子島の中で唯一の縄文時代人骨が

出土した遮跡である。種子島の縄文時代人骨の

形質を明らかにすることは，種子島の弥生 ・古

墳時代相当期の人々の特徴の由来を探るために

も，また日本人の起源を解明するためにも必要

な作業となる。 2009年 6月，ー陣長崎鼻遺跡の

発掘調査が約 50年ぶりに行われ，第 1調査区か

ら新たな縄文時代人骨が出土した。出士した縄

文人骨は破片のみであったが，種子島の貴重な

縄文時代人骨の新資料であり，本稿にて報告す

る。

出土した人骨片

・乳幼児の頭蓋片（性別不明・ 乳幼児）．．．． ．

第 1調査区 j-lグリッドおよび i-1グリッドの

II陪から頭蓋片が 5片出土した。最も大きいも

のは 5cm程度の破片である。 5つの破片は脳頭

蓋の一部であり， I司一個体のものである可能性

が十分に考えられる。骨の厚さから乳幼児の脳

頭器片であり，性別は判定できない。

・成人の頭蓋片（性別不明・成人） .....第 1

調査区 h-1グリッドのII層から頭器片が 1片出

土した。この破片は約 2.5cm程度の大きさであ

る。脳頭器の一部で，縫合が含まれている。骨

の厚さから成人に達していたと考えられる。性

別は判定できない。

写真 1.ー陣長崎品造跡から出土した脳頭蓋片（性別不明・乳幼児）（2009年第 1調査区 j-1グリッド出土） （左 ・頭蓋外面 右：頭蓋内面）

写真2.ー陣長崎品迫跡から出土した脳頭蓋片 （性別不明・成人） （2009年第 1調査区h-1グリッド出土） （左 ：頭蓋外面 右 ：頭蓋内面）
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第 6節ー陣長崎鼻遺跡出土の貝類遺体

黒住耐二 （千葉県立中央博物館）

はじめに

ー陣長崎鼻遺跡は，種子島南部の南種子町の

悔岸砂丘（標高約 10m) に立地した縄文時代晩

期（黒川式士器期）の辿跡である。今回，南種

子町教育委員会による発掘で出土した貝類迪体

を検討する機会を与えて頂いたので，一部 1956

年に盛園尚孝氏によって発掘された資料も含め

て，ここに報告したい。

1. 対象サンプルと調査方法

今回検討対象としたサンプルは， 2009年度に

南種子町教育委員会によって発掘されたものお

よび盛園尚孝氏の採集品である。

南種子町教育委員会による調査の詳細は，本

報告書を参照されたい。今回対象とした資料は，

包含層土壌を現場および室内において 2mmメッ

シュで飾われた約 100サンプルのうち， 22サン

プルを対象とした。ただ，フジツボ類に関して

は他のサンプルも対象とした。なお，時に貝類

造体として報告することもある十脚甲殻類（カ

ニ類等）に関しては，本迫跡から多数出土した

ので，十脚甲殻類化石専門家の加藤久佳氏によ

り分析されている（加藤，本報告書）。

盛園尚孝氏のサンプルは，南種子町教育委員

会に移管されていた資料を同定 ・カウントした。

出土層位等が記されておらず，まとめられてい

たものに関しては，アからクまでの記号で便宜

的に区別した。

2.結果および考察

上述した方法で確認された種は，全体で少な

くとも海産腹足類27科52種，淡水産腹足類 1種

陸産腹足類 6科 10種，海産二枚貝類 16科 34種，

ヒザラガイ類 l種，甲殻類（十脚類を除く） 7種，

カンザシゴカイ類 l種であった。この中には，

食用種，食用貝類に付随した非食用種，死殻を

意図的に追跡に持ち込んだもの，堆積層中の陸
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産貝類等，様々な由来のものが含まれていた。

A)食用貝類造体

図 lの最上段に全合計と して，優占種の組成

を示した。その結果，イシダタミが 50％以上を

占め，ムラサキインコが 20％程度，ベッコウガ

サ ・アマオブネが 5％程度となっていた。今回，

詳細に同定 ・計数したサンプルは全体の中から

代表的なものを抽出したものであり，発掘資料

全体としての各種の割合は多少変化する可能性

は残る。 しかし，細分された層序の明瞭な j-1

区の 7サンプル (Nos.60-69) において， Ib下

層でイシダタミが低占し， Ib上層ではベッ コウ

ガサの割合が高い（出土個体数は少ないが）と

いう変化は認め られるものの，総体としては全

合計と類似していたことから，優占種の割合の

変化はかなり小さいものと考えられる。一方，

盛園サンプル（図 l最下段）の組成は，今回の

結果と異なっていた。この要因として，地点や

抽出方法（ヒ ッ゚クアップ法のみ）による相違等

が考えられる。

今回，食用貝類造体を， 1)岩礁潮間帯中部に

高密度で帯状に分布するムラサキインコ ・カメ

ノテのムラサキインコ型，2)岩礁潮間帯のベッ

コウガサを中心としたカサガイ類， 3)岩礁 ・転

石潮問帯のイシダタミ ・クマノコガイ等の‘‘破

物”, 4)岩礁潮間帯中 ・下部のテツボラ等のレ

イシ型， 5)岩礁潮間帯下部～潮下帯のイボアナ

ゴ等のながらめ型，6)岩礁潮下帯のウズイチモ

ンジ等，7）潮間帯干潟のハマグリ等，8) 淡水

域のカワニナに区分して示した（表 l)。

以下に，類型ごとの詳細を検討してみたい。

ムラサキインコ型 ：破損も多く，詳細な計測

を行えなかったが，本造跡のムラサキインコは

大きく， Nos.10, 14では殻長 4cm程度， No.57で

3cm程度であった。このムラサキインコの艇占

する貝類遣体群は， 主に津軽海峡周辺から東北

地方太平洋岸の縄文貝塚で認められている。一

方，ムラサキインコに類似した生息環境と様式

（潮間帯に帯状に高密度で分布する）を持つリュ



ウキュウヒバリは沖縄諸島の先史時代造跡で低

占することが知られており，その利用は“ダシ”

的（軟体＝肉を食用とするかどうかはよりも，

ダシとしての利用が主という意味合いである）

なものではないかと考えている（黒住， 2002)。

沖縄での利用からの推測であるが，報告者は本

辿跡のムラサキインコも，“ダシ”的に利用され

たと想定している。

一方，カメノテもかなり多く出土しているが，

必ずしもムラサキインコ集中部に多い訳ではな

い（表 l)。具体的には，図 lのムラサキインコ

集中では，ムラサキインコが全体の 77％に対し

てカメノテは 62片（殻板数：カメノテでは部位

を特定し，最少個体数を求めることが出来なかっ

たので殻板数で示した），同じく獣骨集中では

249片， No.57では 469片（ムラサキインコは両

サンプルとも 10％程度）となっていた。つまり，

同じ類型とした両種であるが，ムラサキインコ

とカメノテの採集は同時に行われたものでない

ことを明らかにできた。両種は別の抜会（日 ／

季節）／意図のもとで採集された訳である。

カメノテと同じ災脚類に屈するフジツボ類も

比較的多く出土しており，特にクロフジツボ類

では破損しているものも多かった（表 2）。この

ことから， 一部オオアカフジツボを含めク ロフ

ジッボ類は食用として利用されたものと考えら

れる。また，本追跡では，ウミガメ類の甲羅上

に付着するカメフジツボも比較的多かった（表

2)。この意義に関しては後述するが，カメフジ

ツボの殻板は一個体分がまとまって出土してお

らず，報告者は本種が食用／ダシ的に利用され

た可能性（何らかのシンボリックな状況も含め）

も否定できないものと考えている。

カメノテの多く出土する追跡は，岩礁域に立

地する追跡で確認されており，伊豆諸島／三宅

島のココマ造跡（弥生時代）では詳細な出土鍼

とともに，その意味づけや食用低占種のカメノ

テとベッコウガサが異なった時に得られた可能

性等を談論した（黒住， 2009)。

このムラサキインコ・カメノテと共に，これ
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らの殻の上や足糸の間等に生息する非食用のイ

ワフジツボ類 ・カキ類 ・ヒバリモドキ ・コガモ

ガイ類 ・チリハギ等も多く得られている（表 l)。

ムラサキインコの幼貝やムラサキインコ足糸中

にトラップされた巻貝類の死殻（例えば福島県

相子浜貝塚 ：黒住 ・山崎， 1997) は，本辿跡で

はほとんど確認できなかった。これは，ムラサ

キインコ等を，採集後に悔岸部で“良く洗った”

ことを示していよう。追跡に持ち帰って洗った

場合には，その残涜として，貝塚から巻貝類の

死殻等が集中して出土すると想定される。些細

なことかもしれないが，このような検討により，

同じ種を利用している場合でも，その具体的な

作業／食様式を詳細に示すことが必要と考える。

なお，この類型の非食用種としてトサレイシ

が得られた。本種は紀伊半島～九ヽ州に分布する

とされるが（土屋， 2000)，確認例のかなり少な

い種であり，種子島からの記録は貴重である。

カサガイ類：そのほとんどを潮間帯上部に生

息するベッコウガサが占めており，他にヒザラ

ガイ類が多くのサンプルから少数認められるだ

けで，それ以外の種はかなり少ない。特に，潮

間帯中 ・下部にすむヨメガカサはベッコウガサ

に類似するものの， 2個体しか得られなかった。

ヨメガカサの生息する環境は後述する磯物型と

重複するにもかかわらず採集されていないとい

うことは，「食用対象種の選択性が極めて厳密で

あった」ということを示していよう。

磯物型 ：現在も各地で食用にされることの多

いクボガイ類（破物 ・磯玉と呼ばれる）に，イ

シダタミ ・アマオプネ類を含めた。図 1に示し

たように，本造跡では，いくつも集中部が認め

られる程，特にイシダタミが多かった。この種

では，破損している個体はかなり少なかった（表

1 : bや uが少ない）。クボガイ類では， ヒメク

ボガイとクマノコガイも似占種として図 1に示

した。クボガイ類で特徴的なこととして， ヒメ

クボガイではイシダタミと同様に割れているも

のの割合が小さく，逆にクマノコガイとヘソア

キクボガイでは多くの個体が割られていた。こ



の類型のアマオプネも優占種であり，この種で

は破損個体はほとんど認められなかった。

アマオブネの破損に関して，小形貝類のダシ

的利用と肉の利用ということで説論している（黒

住， 1995;黒住， 2002も参照）。具体的には，奄

美大島の先史時代遺跡（用見崎選跡）で，同じ

科に属し，サイズも類似した 2種で，アマオブ

ネの破損率は低く，ニシキアマオブネの破損率

は高かった事例である。報告者は，ー陣長崎鼻

遺跡でもイシダタミ ・ヒメクボガイ ・アマオプ

ネはダシ的利用（前述のように向を利用しない

という意味ではない），クマノコガイ・ヘソアキ

クボガイは肉利用と考えている。

レイシ型 ：テツボラが多く，イボニシも比較

的普通に得られた。前述した殻の破損に関して，

テツボラは殻口が大きく，茄でると爪楊枝状の

木片等で簡単に肉を取り出すことができる。そ

れにもかかわらず，大部分のテツボラはバラバ

ラに割られていた。この破損の意味は， l)茄で

ず生で食用にするため， 2)茄でてから爪楊枝状

の利器を用いず殻を割って肉を取り出していた，

ということが想定される。本遺跡ではイシダタ

ミのように割られていない殻が大量に出士する

種が存在し， 1) の殻を割って生で食用としたな

らば，イシダタミ等も破損していてよいはずで

ある。そのため，テツボラの場合， 2) の割る

という様式に関連した破損と考える。同様な殻

を割って食用にすることに関しては，人為的に

割った殻と避跡出土破片との比較等を示した黒

住 (1998)の例も参照されたい。

また，テツボラ等のレイシ類では苦い味を持

つことがよく知られているが，それにもかかわ

らず，先史遁跡から現代まで，この仲間は食用

として積極的に利用されている。この苦い味に

関して，報告者は“苦い味に対する積極的な嗜好”

と考えつつある（黒住， 2009等）。内湾の縄文貝

塚のように食用対象になる種が少ない環境では

なく，本遣跡のように多くの種が生息する南の

外悔岩礁域を利用している本過跡においてもレ

イシ類を食用に選択していることは，この苦い
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味に関する想定を補強するものと考えている。

ながらめ型 ：小形アワビ型では，イボアナゴ

類（イボアナゴとヒラアナゴ：破片等で両種を

分類できなかったものがほとんどであった）が

多く， トコブシは多くはなかった。ただ，イボ

アナゴとトコブシが重なって出土した例も認め

られ，同時に採集されたこともあったと思われ

る。なお，「ながらめ」はトコブシの種子島の地

方名である。これらの貝殻上に生息するキクス

ズメも少数ではあるが，比較的多くのサンプル

から抽出されている。

潮下帯型 ：ウズイチモンジ等の少数のニシキ

ウズ科貝類が確認され，ほとんどが破損してい

た。ッタノハが 1個体のみ確認され，オオッタ

ノハの完形殻は得られなかった。

干潟型 ：ハマグリが多く，オキシジミも少数

得られていた。ハマグリの殻長組成では， 30-

70mmと幅広いサイズの個体が採集されていた

（表 3)。 どのサンプルでも，特に集中するサイ

ズは認められず， 1年を通して採集されていた

可能性も考えられる。ハマグリ等の採集場所は，

発掘時の現地調査では二枚貝類の生息は確認で

きなかったが，遺跡の西側の河口干潟が想定さ

れる。

淡水型 ：カワニナが僅かに確認された。

食用貝類遺体から推測される事象

上述した食用貝類遺体の検討から，いくつか

の点が指摘できよう。第ーは，多数の種が生息

する暖温帯南端の岩礁域の貝類を利用していな

がら，食用対象種に対する選択がかなり強いこ

とである。二つ目には，ムラサキインコ・イシ

ダタミ ・アマオプネ等のダシ的に利用されたと

想定した種が極めて優占していることが挙げら

れる。本追跡の脊椎動物造体では，サメ類の優

占していることが報告されており（樋泉， 本報

告書），もしかすると，ダシはこのサメ類という

食様式に関係するのかもしれない。最後に，焼

けた破片がかなり少ないこと（表 lの B) も挙

げられよう。焼けた食用種貝殻片の由来として，

報告者は“炉の周囲の清掃ゴミ’'を想定してい



る（黒住， 2006)。またウミガメ類の甲羅に付着

するカメフジツボの確認から，この場所でウミ

ガメが解体された可能性もあろう。ウミガメ類

の多かった前述の三宅島ココマ追跡ではカメフ

ジツボは確認されていない（黒住， 2009)。ま

た，報告者は以前に，クジラ類に埋没して生息

するオニフジツボを沖縄の先史時代遣跡から確

認し，その場所でのクジラ類の入手（ストラン

ディングによるもの？） ・解体を考えた（黒住，

2007a)。このように，他生物からの情報も重要

であろう。このように焼けた貝殻片が少ないこ

とと，後述する本造跡の波の到達する立地（少

なくとも下部の時期），カメフジツボから推測

されるウミガメ類の解体場所の可能性から，一

陣長崎昴遺跡の貝層は，通常の集落からの廃棄

よりも，‘‘作業空間的な’'追体が多い可能性も考

えられるのではないだろうか。もちろん，獣骨

の集中的な出土等，通常の廃菓がなかったとは

思われない。集落に隣接した海浜部のサメ類・

ウミガメ類の捕獲／解体場所のような状況がイ

メージされる。

また，遺跡は砂丘の形成される砂浜に面して

形成されていながら，外海に面した砂浜に生息

する貝類が少ないためか，この環境に生息する

種は食用として全く利用されていなかった。隣

接していたと考えられる岩礁域が貝類採集の主

な空間であった訳である。

B)非食用海産貝類遺体

本追跡では，非食用の貝類造体も多く得られ

ている。ここでは陸産貝類以外のものについて

述べる。ただ，表 1でいくつかの類型に区分し

たが，食用貝類造体に関連するものに関しては，

そちらで記述した。

貝製品関係 ：明らかなものは極めて少なかっ

た。撹乱層から得られたオオッタノハ貝輪片を

表 1に記録したが，発掘調査で未製品を含む本

種の貝輪が複数得られている。サケッノガイ？

は，非意図的打上貝の可能性もあるが，広田造

跡のツノガイ珠との関連もあり，この類型に入
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れた。ツノガイに研磨等は認められなかった。

意図的持ち込み ：中 ・大形の打上げられた貝

殻で，人為的に貝層に持ち込まれたと考えた種

である。撹乱層からの出土が多いものの，包含

層サンプルの No.34からはヒメツメタ・ウミギ

ク類等が得られている。これらの貝殻に研磨 ・

穿孔等の人為的加工は認められず，現時点では

“趣味的な拾い集め”としか言いようがない。た

だ，奄美 ・沖縄の造跡（例えば島袋 ，2004) や

錦江湾の縄文後期貝塚（鵜飼 ・羽生， 1999) で

貝製品 として利用されているウミウサギ ・タカ

ラガイ類 ・ホラガイ ・タイ コガイ等が多く含ま

れているので，貝製品素材の可能性は残る。食

用貝類遺体から本遣跡を“作業空間的な”場に

形成された可能性を想定したが，同様にこれら

の貝殻は“製品素材選別後の廃棄”と考えられ

るのではないだろうか。製品自体は，集落や墓

域で利用されたと考える訳である。

この意図的に持ち込まれた貝殻が撹乱層に多

いことから，今回調査された縄文晩期よりも後

の弥生時代に“製品素材選別”を行ったことも

否定できないと考えた。この想定では，遣跡は

完全に選別のための作業空間であり，土器等の

人工造物は出土しなくともよい訳である。この

ことを検証するために，盛園先生のサンプルか

ら，製品となる可能性のある色彩の残ったダン

ドクメンガイの打上個体を，報告者自ら選択し

て，年代測定を行って頂いた。その結果は，第

3節に報告されているように，ダンドクメンガ

イはIlg層のハマグリより 450年も古いという

結果であった。完全に弥生時代の製品選別説は

否定された。ただ，色彩の残った個体でも （一見，

現生のようにも見えた），また包含層からその上

部に存在したと考えられる個体でも，包含層の

造体より 450年も古いという例であり，貝殻に

よる年代測定時にはやはり死殻を用いない方が

良いということを示していよう。

非意図的打上貝 ：これは，波によって砂丘に

打上げられたと考えた種である。砂底潮下帯に

生息するシマワスレ ・ワカカガミ ・トドロキガ



イ（幼貝）等の二枚貝が多く，完形巻貝は極め

て少ない。巻貝類でも，アワブネ等の傘型をし

た種が目立ち，二枚貝片殻や傘型巻貝の貝殻は

波に‘‘浮いた状態”で運ばれたと思われる。そ

して，ほとんどの殻には磨滅が認められている

（表 l)。

これらの打上貝は， j-1区で細分された層坪

において，ほぼIIg層からのみ出土している（表

1)。つまり，これらの下部の部分では時に大波

の影態の存在したことがわかる。逆に上部の層

では，波による撹乱は小さかったと推定される。

前述したハマグリのサイズ組成（表 3) が広範

囲にわたっていることは，通年を通した採集と

言 う想定以外にも，季節ごとの採集品が波で混

合された結果という可能性もあろう。

C)陸産貝類の組成と古環境の推定

都合により，陸産貝煩の詳細なデータの提示

や検討は別の槻会に譲るが，今回のサンプルで

は l0種が，報告者の処理した土壊サンプルから

は20種が抽出されている。

その種組成では林内生息種のタネガシマゴマ

ガイ ・ケシガイ，林縁生息種のヤコビギセル ・

オカチョウジガイ，開放地生息種のオオスミウ

スカワマイマイ ・ホソオカチョウジガイ等が優

占していた。ただ，堆積庖の下部から上部に割

合を増加させていたホソオカチョウジガイを除

き，全体として下部から上部への種組成の変化

は明瞭ではなかった。生息場所類型組成では，

林内と林縁を合わせたものが半数以上を占めて

おり，本追跡は悔岸林の中か，そのすぐ前面に

位置していたことが推測される。

つまり ，遣跡周辺の景観は，現在のような砂

丘の疎らな草本群落ではなく，現在では汀線か

らかなり後方に位置している悔岸林が汀線に近

い位置にまで存在していた訳である。そして，

上部に向かって波の営力が及ばなくなり ，安定

すると共に，ホ ソオカチョウジガイ等の間放地

生息種の割合が増加し，開けた環境となってい

く。これは，人間活動自体が活発になったため
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と考えられる。

今回の一陣長崎恥迫跡の陸産貝類では，教委

サンプルを含めても，広田辿跡で認められたヤ

マタニシ ・ヒメヤマクルマ ・フナ トウアズキ ・

タカチホマイマイ等（黒住， 2007b) が欠落して

いた。欠落していた種は，いずれも林縁生息種

であり ，今回抽出された種よりも殻サイズが大

きいものである。その欠落は，林の状況（悩閉

／開放）よりも，波による林への塩分増加が要

因なのかも しれない。

本造跡を含め南種子町の 2つの先史遣跡で多

種類の陸産貝類を確認することができたので，

現在の種子島の陸産貝類相（黒住 ・大須賀，

2009) と簡単ではあるが，比較しておきたい。

大隅諸島を中心とした固有種であるハラプ トギ

セル ・タネガシママイマイは造跡から確認でき

ず，逆にキバサナギガイ ・マルナタネガイ類は

現生では得られなかった。また，ケシガイ ・ツ

クシナタネ（広田辿跡ではクルマナタネ？とし

た）は追跡では多いものの，現生はほとんど見

られない状況である。両迫跡とも，砂丘上に立

地しているので，山地性の種が欠落 しているの

は当然である。湘岸林における塩分の影態等も

考慮せねばならないが，今後，より多くの造跡

データを集めることにより ，比較の精度を上げ

ることができよう。
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表1 ー陣長崎晶遺跡の貝類逍体の詳細
南種子町教育委 員会 処理サンフル

サンプル番号 No 9 No. 10 No 12 No 13 No 14 No 16 No 21 
調査区 I・,,:-1区 f ・ r,-1区 g-1区 g-1区11陀 g-1区 g-1区 h-1区
陪名 ／特徴等 ムうサキインJ集中2 ムうサキインJ/ ムフサキインコ集中3 ハマグリ・ 獣骨 ハマグリ 獣骨 ムフサキインコ

トJプシ集中 集中区 1下部 集中区 1下部 集中

MNI MNI MNI MNI MNI MNI MNI 
土壌足等 土禄袋 1/2(6リットル） 土毅袋 2/3(8リットル） 土嚢袋 1/2(6リットル） 土器袋 2/3(8リットル） 袋 14号 1/2
食用辿体
ムラサキインコ型 ムフサキインコ ca 50 25 41. 116u/ 41. 99u 157 ca 50 25 lcv. 18.45u/ 59. 44u/ 103 27. 26u/24. 28u 212 181 91 

ムフサキインコ 16. 53u 37. 51u 
シロアオリ 0/1 1 
カメノナ 10 58 58 14 14 
タイワンクロフジッポ 3, 2f 5 
ミナミクロフジッポ 1 
クロフジッポ類 3f 2f 
オオアカフジッポ 1 i 1 

カサガイ型 ベッコウガサ 3, 1 b, 1 u 4 1. lb. 2u 3 85. 28b. 19u 113 4 4 
ヨメガカサ 8 8 
カモガイ
ヒザフガイ類 1 i vf 1 1 IV 1 

磯物型 イシダタミ 22. 2b, lu 24 39, 1 u, 4 f 40 28, 2f 28 841. 9b, 2u. lfB 850 21 21 
クビレクロズケ 1 1 
tメイシり‘りミ7マオフ・ネ
アマオフネ 3 3 9 9 2 2 138. 16i. 4b. lu 158 I 1 
アマオブネ（フタ ） 1 1 1 
オオアマガイ
ヒメクポガイ 2 2 90, lb, 15u, Bf 105 
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クマノコガイ 2, 3b 5 3. 1b. 1u 4 3. 3b. lu 6 61. 7 i. 23b. 38u 106 3 3 
ヘソアキクポガイ 1 b 1 4. 1b. lu 5 3. 3b. 4u 7 8. 5u 13 

レイシ型 ナツポフ 1 1 lb. lu 1 1.2b 3 6. 14b. 17u. 52f 23 
イボニシ 7. 3 i. lu 11 
レイシ 1 1 
レイシダマシ 2 2 
イソナ 1 1 12 12 

ながらめ型 イポアナゴ類 2. 2u 4 11. 1 ib 2 1u.2f 1 1, 81. 44u. IOlf 53 2 2 
トコブシ 1. lb 2 1. 1 i, 9u 11 

潮下帯型 ウズイチモンジ 1, lb, 3u 4 
ハクシャウズ
ーシキウズ

ギンタカハマ 5f 1 
ッタノハ 1 1 

干潟型 ハマグリ 8 4 5/7. lu 8 3 2 6/10. 4u 14 5, 2u/5 7 132. 27u/128. 30u 159 
オキシジミ 1/3 3 4/3 4 

淡水型 カワーナ 2a 2 
非食用迅休
ムラサキイ ンコ型 ムラサキインコ （幼貝） 1 icv. 8 i/9 i ， 1 icv. 3 i/2i 4 1 j/6j 6 Bj/111 44 

ヒパリモドキ 1. 3 i/1. 2 i 4 lcv. 1. 1 i/1 J 3 1. 5j/1. 5J 6 6 3 
コガモガイ類 1 1 1 1 1 1 1 1 
キクコザフ
アフレタマキビ
トリチーナ 1 1 
トサレイシ
マガキ ?2. lue/0 3 ?4e/2 (1 el 4 1 i/0 1 
オハグロガキ

ケガキ 1/2 2 2cv. 4/1 6 1cv.6i/O 7 
トマヤガイ 1/1 i 2 
チリハギ 1/0 1 
イワフジッポ類 17 43 11 41 5 
カンザシゴカイ類 12 14 
アカフジッポ？

ナガラメ 型 キクスズメ 3 3 2 2 
A 製品 ， B• 焼け， b 体屈 co殻軸， CV ： 合弁， di ： 背面欠 ， e ：磨滅f：破片，H：孔（捕食痕 ）．hv：頭板 iv：中問板，」 ：幼貝 tv：尾板，u：殻頂，二枚貝は，左／右．MN!．最少個体数



表1 ー陣長崎晶辿跡の貝類迫体の詳細（つづき 1)

南種子町教育委員会処理サンフル
サンフル番号 No 22 No 34 No. 35 No 46 No 47 No 48 No. 54 No 57 No 60 No 61 
調査区 h-1区 i-2区11陪 i-2区 i-3区 i-3区 i-3区 i-3-a区 i-6区 i-1区 i-1区
陪名 ／特徴等 獣丹集中 IIマゲリ附取上げ IIマゲリ下獣骨 /＼マゲリ下獣骨 /¥マゲリ下獣骨 イシダタミ集中 II尼 I a陪 I b上陪

後の獣骨集中 陪最下陪 下最下恩 下最下陪
MNI MNI MN I ィクがりミ集中IMNI イシダクミ集中2イシダクミ集中2 MN! MN! MNI MN! MNI 

土壌紐等 袋 14号 1/2 土嚢袋1/3(4リットル） 土屈袋1/10(12L) 土器袋 1/8

ムフサキインコ 30. 63u/32. 4 7u 93 374 187 18 ， 345 178 23, 22u/19, 26u 45 57. 61 u/50. 66u 118 3u/2u 5 2u/0 2 
ムフサキインコ
シロアオリ
カメノテ 175 175 16 16 2 2 27 27 11 464 (28) 22 (1B) ， 
タイワンクロフジッポ
ミナミクロフジッポ
クロフジッポ類 1 1f 1 If 
オオアカフジッポ 2 
ベッコウガサ 73. 10b. 23u 96 2 2 2 2 4. 2b 6 27. 20u. 3b, 49f 47 1. 2u. 2f 3 5. lu 6 
ヨメガカサ 1 1 1 1 
カモガイ 1U 1 
ヒザフガイ類 3hv. 71v. ltv 3 1 iv 6(1B)hv. 151v, 3(1B)tv 6 2 iv 1 
イシダタミ 10 10 166. 3b. 3u. 4f 169 65 65 124 124 20 260 280 1718 (1 Bl. 29b. 16u 1747 106. 10 (2B) b. 3u. 46f 116 3, lb. 3f 4 2. 3f 3 
クピレクロズケ 1 b 1 
tメイシダクミ79オフ・ネ
アマオブネ 14. lb. lu 15 2 2 84 (1 il 84 41. 3(1B)u 44 1 1 
アマオブネ（フタ）
オオアマガイ 1 1 
ヒメクポガイ 14. lb, lu 15 1 1 8 8 18. lb. 4u. 6f 22 
クマノコガイ 13, 3b, Su. 17f 18 6 6 2 2 16 16 9、3」.4u.2b 16 14. Sb. 9u. 42f 23 2u. lf 2 3f I 
ヘソアキクポガイ 1. lb. 2f 2 1 f I 2u. lfB 2 
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ナツポフ 7. 2b. Su. 25f 15 1 1 1 I 2. lb, 2u. 8f 4 8b. 4u. 73f 8 1 b 1 
イポ—シ 1 1 3. lb. 2u. tOf 5 
レイシ 1 I 
レイシダマシ

イソーナ 1 1 5 5 9 9 3. lu 4 
イポアナゴ類 5, 2u. 9 i. 6 iu. 57f 22 1 1 3. 3 j. 1 0 f 6 5. 7u. 1 J. 4ju, 95f 17 4f 1 6(16) f 1 
トコブシ 1, 1 iu. 3f 2 4f 1 
ウズイチモンジ 2f 1 
ハクシャウズ 1. lb. 2f 2 1 f 1 lb. lu. 2f I 
―シキウズ 1 f 1 
ギンタカハマ
ッタノハ
ハマグリ 15 8 37, lOu/46, 5u 51 0/1 1 1/0 1 3/6. 2u 8 17/27. 8(1B)u 35 3. 1 u/2 4 1/1 1 
オキシジミ 1/1 1 
カワニナ

ムフサキインコ （幼貝） 6j/12J 12 5j/7 i 7 6i/2i 6 
ヒパリモドキ 5. 8i/6(1H). 7 i 13 1 1 6 3 2/2 2 1 f 1 1/0 1 
コガモガイ類 1 1 5 5 
キクコザフ 2 2 
アフレタマキピ 1 1 
トリ丁ーナ
トサレイシ
マガキ ?3/0 3 ?5/0 5 
オハグロガキ
ケガキ 3/1 3 1/3 3 0/3 3 1/0 1 
トマヤガイ
チリハギ

イワフジツボ類 4 8 
カンザシゴカイ類 4 6 
アカフジッポ？ 1 
キクスズメ 1. 21 3 1 1 2i 2 Ii 1 



表 1 ー陣長崎品迫跡の貝類迫体の詳細（つづき 2)

南種子町教育委員会処理サンブル 盛園先生 サン プル
サシプル番号 No.62 No 63 No 67 No 68 No. 69 撹乱 ／一括 G区 I /II tr その他
調査区 ;-1区 i-1区 i-1区 i -1区 i-1区 興味深い 2陪 揚げ
陪名 ／特徴等 I b下恩 I陪 ／II陪間 ll g上陪 II IZ中陪 II"-下陪 種のみ 土中 ア イ ウ 工 オ 力 キ ク

l l 
MN! MNI 幽I MNI MNI MNI 

土壌品寺 土嚢袋 1/7

ムラサキインコ 1. lu/lu 2 1 u/2 (1 d). 3u 4 1. 2u/1. 2u 3 lcv、1.5u/ 8 3, Su,/ 13 3 15 15 10 8 5 8 32 
ムフサキインコ 3, 4u 4. 9u. fB 
シロアオリ
カメノ丁 242(18) 242 26 26 28 28 97 97 120 120 2 2 
タイワンクロフジッポ 1 1 
ミナミクロフジッポ
クロフジッポ類 1 1 
オオアカフジッポ
ベッコウガサ 5. lb. 3u 6 7. 2b. 5u. 12f 12 5. 6u. 1 lf 11 7. 4u. 25f 11 1 6 1 3 3 5 2 20 41 
ヨメガカサ
カモガイ
ヒザフガイ類 1 iv. 2tv 1 11v. ltv 1 2i V 1 7iv 1 
イシダタミ 78. 3b. 9f 81 8. 1b. 2f ， 12. lb. 5f 13 23. lb. lu. 14f 24 55, 1 j. Sb. 4u. 15f 64 2 3 8 4 8 10(1B) 1 1 2 39 
クピレクロズケ 1 1 3 1 4 
tメイシゲりミ7マオフ・ネ 2 2 
アマオブネ 1 1 1 1 1 1 3 3 5 5 7 3 3 2 8 3 2 1 29 
アマオフネ（フタ）
オオアマガイ
ヒメクポガイ 1 1 2 2 2 2 2 15 5 8 2 1 33 
クマノコガイ 3. lb. lu 4 1. lb 2 2. lb. lu. 3f 3 3. lb. 7f 4 5 (1 j). 3b. 2u. 5f 8 2 3 2 5 2 10 2 2 28 
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ヘソアキクポガイ 1, lb, lf 2 1b.2u 2 3f 1 1 2 3 
テッポフ 1b.2f 1 1. lb 2 1, 2 (1B) b. 1 u. 6f 3 2b. 7 (lB)f 2 2b, lu, Bf 2 3 2 5 8 2 6 1 3 2 32 
イポーシ 1 1 4 10(1B) 1 3 1 1 20 
レイシ
レイシダマシ
イソーナ 2 2 5 2 2 13 
イポアナゴ類 2b. 9f 2 1u.2f 1 lb, 3u. 1 iu 4 3, lb. 1 iu. 18f 5 4. 3b. lu. 13f 7 2 3 1 1 12 3 3 2 1 7. 2f 33 
トコブシ 1 1 2 2 5 I 10 
ウズイチモンジ 1 f 1 1 1 1 3 
ハクシャウズ 1 1 
ーシキウズ
ギンタカハマ
ッタノハ
ハマグリ 5. 2u/4 7 4. 2u/4. tu 6 5. lu/12. 2u 14 9. 3u/12. 2u 14 4 lu 6 15 (18) 6(3B) 2(16) 3 lfB 3 20 
オキシジミ 1 1 1 f 2 
カワーナ

ムラサキインコ （幼貝） 1 i/1 i 1 1 i/3 i 3 1 i/2 i 2 
ヒパリモドキ 0/1 1 0/1. 5 i 6 1/0, 2f 1 
コガモガイ類 1 1 1 1 1 1 
キクコザフ
アフレタマキビ
トリ丁ーナ
トサレイシ 1 1 
マガキ
オハグロガキ 2 1 
ケガキ 1 icv 1 1 1 
トマヤガイ
チリハギ 1/1 1 
イワフジッポ類 3 3 1 f 1 
カンザシゴカイ類
アカフジッポ？
キクスズメ 1 i 1 1 1 1 3 



表 1 ー陣長崎品迫跡の貝類迫体の詳細（つづき 3)

サンプル番号 No 9 No 10 No 12 No 13 No 14 No 16 No 21 
貝製品関係 オオッタノハ

ノシガイ
サケッノガイ？

意図的持ち込み ヒメツメタ（沖縄型）
ウミウサギ
小形タカフガイ
ホシキヌタ
ヤクシマダカフ
タイコガイ

オハグロオキ—シ
ホフガイ

オ――シ
ヒメイトマキポフ lf 1 
ツノキガイ lu 1 
ヤナギシポリイモ
大形イモガイ
トドロキガイ（成貝）
ヒオウギ lfe 1 
ダンドクメンガイつ
ウミギク類
シャコガキ lfe 1 
ナガザル
シフナミ類
アフヌノメ

非意図打上 シマワスレ 4. I i/1 5 I ue, I je/2e, I ue, I」e 4 1 j He/2 (1 H) e 2 11 (lH)e. 2(1H) je/4e 13 
（二枚貝等） シマワスレ

ベ―ワスレ 0/1 1 
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ワカカガミ 1. 1 j/3 (1H), 2j 5 0/le I 
ワカカガミ
フキアゲアサリ 2e, 1 je/le. 6je 7 0/1e 1 1 ie/2e 2 
トドロキガイ 2 ie I le/2 ie 2 3ie.2iue 3 
トドロキガイ
キヌスジコタマキ 3 ie 2 
エガイ lf 1 
コシロガイ
エガイ
トマヤエガイ
ハナエガイ 0/1 I 1 
ナ丁シコ
イタヤガイ科
ネズミノ丁 4e 2 
ミノガイ lje/0 1 
ヒトエギク 2 ie/0 2 
パカガイ屈
マッカゼ
エポシガイ

非意図打上 アサナンガイ I e 1 
コシダカサザエ
コシダカサザエ（フタ）
カーモリガイ？ 1 jwe 1 
アワブネ 2e 2 
ヒメミクリ？
ムシポタル
ミヨリオトメフデつ



表1 ー陣長崎品辿跡の貝類辿体の詳細（つづき 4)
No 22 No 34 No. 35 No 46 No 47 No 48 No 54 No 57 No 60 No 61 

オオッタノハ
ノシガイ
サケッノガイ？
ヒメツメタ（沖縄型） 1 1 
ウミウサギ
小形タカフガイ lfe 1 
ホシキヌタ
ヤクシマダカフ
タイコガイ
オハグロオキニシ
ホラガイ
オニニシ
ヒメイトマキポフ
ツノキガイ
ヤナギシポリイモ
大形イモガイ
トドロキガイ（成貝） 1He 1 2(1入レ穴）e 1 
ヒオウギ 1 ie 1 
ダンドクメンガイ？
ウミギク類 0/le 1 
シャコガキ
ナガザル 1 je/0 1 
シフナミ類
アフヌノメ
シマワスレ 3ie/0 3 19 (3H). 4(1H) u. 6 i/ 38 
シマワスレ 26(5H). 9(3H)u. 3(1H) i. 25f 
ペニワスレ le/0 1 
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ワカカガミ 1 ie/le 1 lue. Sie/11 (lH)e. 19 
ワカカガミ lue. 6 ie 1 iue. 6fe 
フキアゲアサリ 1 ie/2ue. 1 ie 3 8 (1H) e. 5ue. 8 ie/ 21 
トドロキガイ 4 (1H) je, 2 iue 3 30(1スレ穴，3H)ie 16 
トドロキガイ . 4 (1H) iue. 2fe 
キヌスジコタマキ 8e 
エガイ
コシロガイ 0/1 1 
エガイ 1/0 1 
トマヤエガイ 1 f 1 
ハナエガイ
ナデシコ 1 i. lfe 1 
イタヤガイ科 1 fe 1 
ネズミノナ 1 ie 1 6e 6 
ミノガイ
ヒトエギク 0/1 ie 1 
パカガイ属 0/1 ie 1 
マッカゼ le/0 1 
エポシガイ 1 
アサナンガイ
コシダカサザエ le. lfe 2 
コシダカサザエ（フタ） ?le 1 1 1 
カーモリガイ？
アワフネ 3e 3 
ヒメミクリ？ 2fe 1 
ムシポタル 1He 1 
ミヨリオトメフT? lfe 1 



表1 ー陣長崎品辿跡の貝類追体の詳細 （つづき 5)
No 62 No 63 No 67 No 68 No 69 樅乱／一括 G区 I I II tr その他

オオッタノハ lfA lfA 1 
ノシガイ 3 
サケッノガイ？
ヒメツメタ（沖縄型）
ウミウサギ ldLe 
小形タカフガイ
ホシキヌタ 1e 1 
ヤクシマダカフ 1 dLe ?1（背面）fe 1 
タイコガイ lfe 
オハグロオキ—シ 1 1 
ホフガイ 1f 1 
オ――シ ICOe ? 1 f 1 
ヒメイトマキポフ 1 d 1 
ツノキガイ 1e 2CO 3u 1. lCO 5 
ヤナギシポリイモ lue 1 
大形イモガイ lb 1 
トドロキガイ （成貝） 4(1H)e 2 
ヒオウギ lfe 1 
ダンドクメンガイ？ 2e 3e. lfe 3 
ウミギク類
シャコガキ 2f 2e, lfe 1 
ナガザル lu/0 1 1 i. 2u (1d). 1f 2 
シフナミ類 lf (11cm) 1 
アフヌノメ 1 u 1 
シマワスレ 0/1e 1 0/1 ie 2 
シマワスレ
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ベ―ワスレ
ワカカガミ 0/1. lfe 2 1H I 
ワカカガミ
フキアゲアサリ 1 ie/0 1 
トドロキガイ le 1 5 (3H. 1B) je 1 je lje 4 
トドロキガイ
キヌスジコタマキ
エガイ 1 i. lf 1 
コシロガイ
エガイ
トマヤエガイ
ハナエガイ
ナナシコ
イタヤガイ科
ネズミノ丁
ミノガイ le (殻頂スレ孔） 1 
ヒトエギク
パカガイ屈
マッカゼ
エポシガイ
アサ丁ンガイ
コシダカサザエ le 
コシダカサザエ（フタ）
カーモリガイ？
アワブネ
ヒメミクリ？
ムシポタル
ミヨリオトメフデ？



表 2 ー陣長崎鼻遺跡から得られたフジツボ類遺体．
番号 調査区 層名等 イりフゾツ布類 りロフジ‘川ぐ類 オオアカフシ•，,')布 カメフヅ` J加／サイス・・ mm 

5 2-3区c 貝集中 1 

8 f-1 II層 3 4f 2 (1 j) 

11 f/g-1 ムうサキインコ 1 ? 1 

26 h-1 II陪 4 2, 20f 7, 7 (4e) f／カメJテ上

28 h-1 ベルト土 22 7f 1f 3f 

29 i-1 II層（白砂下） 2f 1f/12 

30 1-1 II -2層（白砂下） 1 1 j 1f/28 

31 i-1 II層 1 f 19f 5 (3j) 3f/28,27 

33 i-2 I¥マゲリ 5 1, 3f 

37 1-2 II層 92 2, 8f 4(3j), 2f/2fは食用？ lf/18 

38 i-2 II層 3 2f l」
39 i-2・3 II層 3 2f 

40 1-2・3 サプトレ 7 2f 1f 

55 i-4 II層 15 1, 1f 1」
65 J-1 II g層最下層 59 2f 

70 J-1 II f層最下層 13 2f 

71 j-1 II層 18 12f 1」」,4(2e)f 8f/16, 15, 58 

90 」-2 II f層 2 1f 1f／大 1 f/23 

92 j-2 II f層下面 4 1 f 

93 」-2 II f層最下層 1f 
94 j-2 II層 ， 1 f 
95 j-2-g II層 2 5f 

99 」-2 サプトレ 1 f/1 9 

103 j-3 サプトレ 3 1 f 1, lf lf /19 

104 」-3 II層 1f 1f 
105 k-1 II層 1 f 1 j 

108 先行トレンチH 42 5 (lB)f 2」,3(B)f 3f/32, 21 
111 サフ’トレ2 4 2 1 1f 
112 e~i 土層清掃 2 1f 1f,3j 

表3. ー陣長崎品追跡のハマグリ殻長組成 ．
調査区 f. g-1 g-1 g-1 g-1 1-2 1-3-a 1-6 」-1 」-1 」-1 j-1 」-1 j-1 j-1 
陪名等 ムうサキインコ II陪 /1マグリ獣骨 II陪 獣骨 イシタ暑クミ II陪 I a陪 I b上陪 I b下陪 I.II間白砂 II g上陪 II g中陪 II g下陪
番号 10 13 14 16 34 54 57 60 61 62 63 67 68 69 
右殻

30 mm 1 
31 mm 1 
32 mm 1 
35 mm 1 1 
36 mm I 
37 mm 2 
38 mm 1 3 1 
39 mm 2 
40 mm 2 1 1 
41 mm 1 1 1 
42 mm 2 
43 mm 4 1 
44 mm 3 1 
45 mm 1 2 3 1 1 
46 mm 1 2 I 1 1 1 1 
47 mm 1 2 2 2 1 1 
48 mm 1 1 5 2 1 1 
49 mm 2 1 ， 4 3 1 1 
50 mm 8 3 1 1 
51 mm ， 1 1 
52 mm 1 12 2 1 
53 mm 4 1 1 
54 mm 1 7 4 1 2 
55 mm 1 4 2 1 1 
56 mm 1 6 2 1 2 4 
57 mm 5 3 1 1 2 2 
58 mm 1 1 3 1 1 1 
59 mm 6 3 1 2 1 1 
60 mm 2 1 1 1 1 
61 mm 1 3 2 1 
62 mm 1 5 1 1 
63 mm l 3 2 1 1 1 
64 mm 1 1 1 
65 mm 4 
66 mm 2 
67 mm 4 
68 mm 1 2 1 
69 mm 1 1 1 
70 mm 2 
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第7節 ー陣長崎鼻遺跡から採集された脊椎動物遺体

樋泉岳二 （早稲田大学）

はじめに

ー陣長崎帥追跡（鹿児島県南種子町） は種子島南

部の洵岸砂丘上に位置する縄文時代晩期の追跡であ

る。本辿跡では昭和 31(1956)年および平成21(2009) 

年に実施された発掘調査において多数の脊椎動物辿

体（骨碩）が採集された。ここではその同定結果を

報告する。

1.分析資料と分析方法

分析資料 昭和 31年調査の資料はすべて ヒ°ック

アップ法（発掘現場での手による拾い上げ）による

採集資料と思われる。

平成 21年調森の資料は，その採集方法によって

①乾フルイ資料と②水洗選別資料に分かれる。資料

の大部分は前者である。

乾フルイ資料は，掘り上げられたすべての堆柏物

を現場で 2mmメッシュを用いた乾フルイにかけて回

収された資料である。これらの中からまず貝と骨全

体の組成を求めるための共辿資料として，表 4に示

した資料を判l出した（以下「貝骨共通寅料」とする）。

その他については資料数が膨大であり，時間内にす

べての資料を同定することが難 しかったため，今回

は分析対象を最も出土故の多しヽ jグリッドの資料に

限定した。

水洗選別資料は， j-2グリッドから採取された堆

積物のコラムサンプルを水洗選別して回収された資

料である。サンプルの採取作業は黒住耐二氏と筆者

が共同で行い，水洗作業は黒住氏によって行われた。

採取方法は， 25X 20cmのコラムを上位から4単位（サ

ンプル番号は上位からア～エ）に区分して採集 した。

水洗に用しヽられたメッシュは 9,5mm, 4nun, 2mm, Imm 

の4種である。

出土した骨類の年代については，辿物包含層から

出土した土器が昭和 31年 ・平成21年調査ともに黒

川式のみである ことから（石堂和博氏のご教示によ

る），骨煩も主にこの時期の所産と推定される。

分析方法 分析対象とした骨類のうち，魚類では主

上顎骨，前上顎骨，歯骨，角骨，方骨，椎骨の全資

料を抽出して必須同定部位とした。また分類群ごと

の骨格的特徴に応じて他の同定可能な部位も適宜同

定用資料に加えた。魚類以外では部位を特定できる

資料を同定用資料としたが， 四肢骨についてば骨端

を残す資料および骨幹部の全周を残す賓料に限定し

た。

同定方法は，原則として現生標本との比較によっ

たが，サメ類の歯の同定には糸魚川ほか (1985) も

参照 した。比較に使用 した現生標本は，箪者の所蔵

標本に加え，国立歴史民俗博物館西本盟弘氏の所蔵
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標本も参照させていただいた。

2 昭和 31 年資料 •平成 21 年乾 フルイ 資料の分

析結果

昭和 31年資料の同定結果を表 l～表 3に，平成

21年乾フルイ資料の同定結果を表 4～表 8に示 し

た。また，同定標本数 (NISP) および最少個体数

(~ INI) による組成を表 IO に示した。 なお，先述の

とおり，本造跡の骨類には時期差がみられないこと

から，＼INIは昭和 31年資料 ・平成 2l年資料のそれ

ぞれについて，全資料の合計値に基づいて算出した。

(1)脊椎動物遺体群の概要

昭和 31 年資料• 平成 21 年資料乾フルイ資料と も

に魚類（詳細は後述）が過半を占め，シカ，イノシ

シがこれに次ぐ点で共通する（図 l)。他に，ウミ

ガメ類，烏煩，ニホンザル，イルカ ・クジラ類など

が確認された。

昭和 31年資料では平成 21年資料に比べて魚類が

少ないが， これは昭和 31年資料が ピックアップ法

による採集資料であるため， 比蚊的小型の魚骨が採

集漏れとなっているためではないかと推測 される。

いっぽう，魚類を除外した組成をみると，昭和 31

年資料ではイノシシやウミガメ煩が多い。これらは

いずれも大型骨であることから， 資料採集方法の逃

いというよりも，辿跡内部の空間的な差異を示 して

いる可能性もある。なお，昭和 31年資料からはウ

マも若干検出されているが，出士阿準が不明であり，

後世資料の混入と思われる。

平成 21年資料につ1,,ヽ て，グリッド別 ・層別の分

布傾向を NISPでみると（図 2)，賓料のほとんどが

n層から出士している。平面的には，分析したグリッ
ドの中では， g-1,j-1, j-2グリッドからの出土数

が多1,,ヽ。また，gグリッドではシカ ・イノシシの比

率がやや高く，とくに g-1グリッド〇暦「獣骨集中」

ではこれらが出土資料の大半を占める点で特異的で

ある。

(2)魚類

組成 魚類造体の組成の詳細を＼INI比（図 3) でみ

ると，平成 21年乾フルイ資料ではプダイ科を箪頭

に，ハタ科，クロダイ属ボラ科，ハリセンボン科

が優占しており，サメ類，ウナギ屈， ウツボ科，フ

エダイ科，ニザダイ科，カワハギ類もやや多い。 こ

れに対して昭和 31年資料ではプダイ科が圧倒的に

多い点で傾向が異なるが，これは本来的な組成の迎

いと 1,,ヽうよりも，昭和 31年資料がヒ ッ゚クアップ法

による採集資料であるため，大型で目立ちやすいプ

ダイ科の咽頭骨や顎骨が発掘現場で選択的に取り上

げられたことが原因ではないかと推祖ljされる。

いっぽう NISPによる組成（図 4）では，平成 21年・

昭和 31年資料と もにサメ類がプダイ 科と 並んで圧

倒的多数を占めており ，＼n,-IIとは傾向が明らかに異



なるが， これはサメ 類の出士部位が MNIの算出に適

さない歯と椎骨のみであり， MNIに出士最が反映さ

れにくいためで，実際にはサメ類も本追跡での主要

漁獲対象魚のひとつであったとみてよい。

平成 21年資料の層別・ グリッド別の分布傾向

(NISP) をみると（屎15)，上記のような組成の基本

傾向は全体に共通してVヽ るが， gグリッド・iグリッ

ドではサメ類とプダイ科の占める比率が高いのに対

し， jグリッドでは他種がやや多く，組成のばらっ

きが大きい傾向がある。

主要種の記載 以下，主要種の同定所見について簡

単に記載する。

サメ類：歯はメジロザメ科のものが大半を占めて

おり ，他にミズワニ科（加工品。詳細は後述）が 1

点確認された。椎骨の多くもメジロザメ科に煩する

タイプだが形態に変異がみられ，複数種が混在 して

いる可能性が強い。昭和 31年資料からはネズミザ

メ科の椎骨も確認されてしヽる。メジロザメ科の歯の

歯根近遠幅は 8~ 10mm前後で，やや小型～中型の
個体が主体である。メジロザメ型の椎骨の径は約 5

~ 30mmで， 10~ 25mm前後のものが多い。昭和 31
年資料のネズミザメ科椎骨は径 45mm前後ときわめ

て大型である。

なお，サメ歯加工品として穿孔品が 5点， :/i)［駈製

品が 1点確認されている。研崩製品（図 6) はj-2

グリッドll層から検出されたもので，歯冠は出根か

ら垂直に長く伸び，切縁に鋸歯はみられないこと，

一対の小さな副咬頭があることからミズワニ科と推

定される。歯根の近遠幅 15.3mm, 高さ 18.0mm+。歯

根舌側面の隆起部を研磨して平坦面を作出してお

り，研騒面には微糸Illな条痕が密に認められる（図 6

b)。副咬頭は摩耗しており，人為的に除去された可

能性もある。類例は五島列島など西北九州の縄文

後期～弥生時代にみられる こと から（金子 ・忍沢

1986)，この地域に展開した外洋漁労民との関連が

示唆される。

ウナギ屈：前鋤骨板，角骨，椎骨が検出され

た。前鋤骨板はきわめて大型であり，オオウナギ

Anguilla Inarmorataの可能性が強し¥

ボラ科：主鰊蓋骨と椎骨が検出された。小型～中

型の個休である。

ハタ科：前上顎骨 ・歯骨はマハタに煩するタイプ

が主体だが，スジアラに類するタイプも混じる。大

小各サイズの個体が混在するが，中型の個体が多い。

クロダイ｝萬 ：中型～大型の個体が大半だが，幼魚

もわずかにみられた。

ブダイ科：咽頭骨と前上顎骨・伯骨でブダイ屈と

アオプダイJ屈が同定された。後者が多いが前者も普

通である。アオプダイ屈は大型の個体が主体で，下

咽頭骨歯列而幅が 20mm以上に達するごく大型の個

体も多くみられた。

-75-

カワハギ類 ：椎骨はすべてモンガラカワハギ科の

ものと思われる。中型～大型の個体が大半を占める。

ハリセンボン科 ：やや小型～中型の個体が主体だ

が，大型の個体も混じる。

(3) ウミガメ類・鳥類

ウミガメ類：アカウミガメに類する資料が多いが，

アオウミガメに類する資料も混じる。大小各サイズ

の個体が混在するが，比較的大型の個体が多く，き

わめて大型の個休もみられた。

鳥類 ：アホウドリ科 5点，カモメ科 4点，キジ科

3点が同定されたほか，未同定標本が 4点ある。

(4) 陸生哺乳類

シカ：鳥獣類の中では最も多い。九川本士のもの

よりやや小型である。歯の萌出交換に基づく年齢柚

成をみると，乳臼歯を残す個体（約 2歳まで。大泰

司1980)と永久歯への交換を完了 した個体の数(MNI)

は，平成 21年資料が 4（下顎1112): 7（上顎 P4)，昭

和 31年資料が 2（上顎 ml): 6（下顎 P2) で，成獣

が主体だが，幼獣もある程度の比率で含まれている。

部位組成をみると（図 7)，平成 21年資料では基

本的には全身骨格が揃っているが，頭蓋（とくに上

下顎骨）が多く ，四肢骨が相対的に少なし‘。一般に

縄文追跡では，シカは頭骨•四肢骨ともに比較的バ

ランスよく出土する傾向があるが，本造跡では頭骨

への偏りが強い点が特徴といえるかもしれない（さ

らに検討を要する）。ただし，四肢骨のみに限って

みると，とくに欠落する部位はなく，上腕骨遠位端，

撓骨，尺骨，腔骨遠位端，踵骨などが高頻度を示す

点で，一般的な縄文辿跡と類似傾向を示している。

なお，角が破片を含めても 6点と，頭骨に比べて

著しく少ない点も特徴である。昭和 31年資料では，

頭蓋が多く四肢骨が少ない点では平成 21年資料と

同様だが，四肢骨のうち，撓骨，尺骨， ll墨骨，中足

骨，踵骨とし‘つた主要部位が欠落する点で特異な様

相を呈する。

解体痕・加工痕については，主要四肢骨にしばし

ば人為的な折損の痕跡（スパイラル・フラクチャー）

がみられ，解体・ 食用とされたと推定される。平成

21年資料の中手 ・中足骨は縦に半裁されているも

のが多く，近位端資料では中手骨で 3点中 l点，中

足骨で8点中 4点が半裁されてしヽる。すべて前後（背

側／鉗側） の分割である。骨器製作に関連する加工

の可能性がある。角には加工痕が確認されなかった。

イノシシ：シカに次いで多くみられた。歯の萌出

交換による年齢グループ（林ほか 1977) ごとに MNI

を求めると，平成 21年資料では 0~ I (~12 未萌出
= 0. 5歳以下）が 2個（本， I ~ IT (M2萌出中＝ 0.5 
~ l. 5歳）が 1個休， I1以上 (¥12萌出＝ 1.5歳以上）
が3個体となった。後臼伯の数をみても，＼11が3点（う

ち2点が萌出中），＼12が2点（うち l点が未萌出），

¥13は 1点のみと少ないことから，未成獣が主（本で



成獣は少ないと推定される。昭和 31年資料でも年

il伶グループごとの MNIはO~Iが3個体， I~ Ilが

1個体， 1]以上が 4個体と平成 21年資料とほぼ同

じだが，M3（萌出中～完出）が 6点（卵I= 2) と
やや多くみられることから，未成獣を主体としつつ，

成獣もある程度の比率で含まれると推定される。

犬歯による性比は，平成 21年資料が雄 2:雌〇，

昭和 31年資料が雄 4:雌2で，雄がやや多いが，

資料数が少ないため意味のある差といえるかは微妙

である。

本逍跡のイノシシの部位組成は特異な様相を呈し

ている。まず平成 21年資料をみると，頭蓋（とく

に上下顎骨）が多いのに対して，四肢骨は少なく，

とくに上腕骨，椀骨，大腿骨，｝l墨骨，中手 ・中足骨

といった主要部位がほぼ欠落している。このパター

ンは一般的な縄文追跡のパターンとは大きく異なっ

ており，昭和 31年資料のシカの部位組成に類似す

る。昭和 31年出土のイノシシの部位組成はさらに

極端なもので，出土部位が頭蓋～頭椎（瑛椎，車lh椎）

にほぼ限られており，その他では中手骨が 1点みら

れたのみである。これが実際に埋蔵されていたイノ

シシ追体の実態を示しているとすれば，通常の廃棄

行為によるものとは考えられず，頭部のみを選んで

安樅／埋納したか，解体後に頭部以外の部位が他所

に運び出されている可能性が強い。

その他の陸生哺乳類：シカ ・イ ノシシ以外は少な

いが，その中ではニホンザルがやや多い。遊隣歯が

多く，上｝］宛骨 ・椀骨 ・大腿骨などの四肢骨がみられ

た。 イヌは上顎切歯が 1点得られたのみである。

(5)海生哺乳類

イルカ類の下顎骨・歯・椎骨・肋骨，大型のイル

力または小型クジラ程度のサイズの上1]宛骨，クジラ

類の椎骨や肋骨の破片が得られた。いずれも出士数

は多くはないが，昭和 31年資料ではクジラ類の破

片がやや目立った。

3.平成 21年水洗選別資料の分析結果

コラムサンプルからの骨の検出量はごく少ない

（表 9)。検出されたのはすべて魚骨で，ハタ科方骨，

プダイ屈前上顎骨，カワハギ類の鱗（かなり大型の

個体のもの），ハコフグ科？の鱗板が確認されたほ

か，分類群の特定未了の椎骨が得られている。2mln

以下のメッシュからの検出数が少ないことから，本

造跡ではこうした小型魚類の利用は低調であったと

推定される。

まとめ

以上をまとめると，本追跡における脊椎動物資源

利用は魚類のi煎とシカ・イノシシ猟を主力とし，こ
れにウミガメ，鳥類，ニホンザル，イルカなどの猟

が加わって構成されていたと推定される。
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魚類の漁ば沿岸の岩礁／サンゴ礁域におけるプダ

イやハタなどのi魚，外悔域でのサメ漁，造跡近隣の
汽水域を中心としたクロダイ，ボラなどの漁が主体

である。とくにサメ漁の活発さは本追跡最大の特徴

で，サメ歯研崩製品の出土から本辿跡のサメ漁に西

北加州方面の外洋漁労民が関与していた可能性が強

く示される。

シカ ・イ ノシシについては，頭蓋が多く四肢骨主

要部位が欠落するなど特異な様相を呈しており ，本

造跡が単純な日常生活の場ではなかった可能性を示

している。また，シカ角の出土が少ない点や中手 ・

中足骨の半裁資料が多いことから，本追跡が骨角器

生産の一次的な作業場であった可能性も考えられる。

本造跡の北東約 6.5kmには弥生時代叩りl～古墳時

代前期の埋葬追跡として著名な広田造跡が存在する

（石堂 • 徳田編 2007) 。 広田辿跡は本追跡と同様に

河口付近の海岸砂丘上に立地し，プダイなどの魚骨

とシカを主体とする多数の骨類が出土するなど（樋

泉 2007)，本造跡と類似する部分もみられるが，サ

メがまったく出土していない点など，明確な違いも

認められる。このように本造跡の資料は広田辿跡の

系譜を考えるうえでも重要と思われるが，今回は時

間の制約から十分に検討することができなかった。

この問題については機会を改めて論じたい。
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表 1．ー陣長崎鼻遺跡昭和 31年調査で出土した脊椎動物造体の同定結果
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表 1（つづき）
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表3 ー陣長崎晶遺跡昭和31年調査で出土したシカ顎骨 ・遊離歯の詳細
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表4.ー陣長崎鼻追跡平成21年調査で出土した脊椎動物追体の同定結果（貝骨共通資料）

f"/g-¥ g-] i-l i-:!-;1 l-6 j-1 

種頃 部位 位閥 臀,』 ;;-~• I ン：： ・
II肘 ll l1"1 r:Ki1 

II,・i代1;‘fi •’、→’ · ‘し、̀`  
ll lri I "h'i I l,)•1 I/ 11),,i II g II g ll g 

吋う：集中 u; 91 9 ] 集中1/11 集中 上）i＇,i 中杞i 下Ir1

メジロザメ科 」.'.；II{It I I I 

メジロ •I）' メ 科 1::；li lli I I 6 I I I 

サメ：riA l'1t I 

メジロザメ型 I fi.＇「i 33 I :l 3 I 

ネズミザメ型 lli:・ii I I I 

サメ！ii i it • i'i 16 I I .I I 

ti位＇['打i 帷• i' i I 
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ウツボft 1ii1i,~•i'i tJi I 

ウツボ科 主 1••5/ti i I, 

ウッポ科 !lrii・ I 

ウッポ11 tli:'i'i :l I I I I 

ボラ科 舌;ii• i' 「 I I 

ボラ科 j 9應i:f’ti / I l、

ボラ 科 11¥itli: I 

ハク科（マハク型） 前」辺JI•t i I I / I I I / I / I 

ハク科（マハク型） 歯ii I / 
，、ク i~ I・ (•1．シ 9 .／’}咽 ？ ） i! i • t i 「I I 

ハク科 i/ii'i I 

9、ク f↓ ,iii沢―?.:di・ I 

ハタ科 第 llli:·i•;· I 

クログイkf, 七上'.,.J1'i'i I / 

クログイif ＂り上須•i1 I 
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アオプダイ屈 1Hi I心J[i'i I I I I I 
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プダイ科 ),'i'i / I 

プダイ r} liii t1/； ， I l ‘? 3 

プダイ科 ILiii: I 12 , ｝ 2 I 

ニザダイ ft llii_1;？i!11 I 

ニザダイ廿 ltd1'1'i'i I 

コチ科 1 9 9 9f . 9l .l , ／ ］ 
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表4（つづき）
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シカ 側iii • i'i l:liilf，'渭i I I 

シカ 切[Iiti / I / I 

シカ 1 :'.J I • i'i 9, 1:?lurt k 7 2 

シカ I勺／1近翡i[1'1i 詳細は表 7 ， 2 I I 

シカ l芍／i-/'i・ 詳細ばJis 6 I ・l 91 2 I 

シカ 下',，Jiiば雌(!t 詳細は―1と8 I 12 I 3 I •) 

シカ ）菜11i. fr I 

シカ 刺I!Ii. f l ` I I 

シカ 」ii/1i 2 I I I 

シカ h i I I’, i'i I } l f9j部 I / 2 / / I / I 

シカ h j l I 1、i'i l¥'I,"i剖次 / I 

シカ 1 •Jl通•i1 d / I I I 
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シカ lii'i'i d / I 

シカ J·<'.•i'i ，什，＇由Jiii I / ／ ］ I I I 
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シカ )、•I!•i i (d) ／ ］ I 
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1りli.;L: ii l l il ；ピイヽ "I ),腿i'j・? m I I 

哺礼！ji[,;J定不可 IJJrii p I 

合、it・ II 22 7 IS 71 10 51 :i 10 I l. l 12 15 
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表5.ー陣長崎品辿跡平成21年調査 jグリッドから出土した脊椎動物迫体の同定結果 （貝骨共通資料を除 く）
i-1 i -l i I i-l i← l i -1 i-1 ; l i-l i'i」 i-a i2 i-:9 i二: i→: i-2 i -2 i : i -2 i 2 i -2 i 2 i -2-u i 2 ;-2 i 2 j-1 i -1 j :< i →'i ; I i-1 
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表5（つづき）
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表 6. ー陣長崎鼻追跡平成21年調査で出土したイノシシ顎骨・遊離歯の詳細
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表 7. ー陣長崎鼻遥跡平成21年調査で出土したシカ上顎骨 ・遊離歯の詳細
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表 8 ー陣長崎鼻造跡平成 21年調査で出土したシカ下顎骨・遊離歯の詳細
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表 9 ー陣長崎品遥跡平成 21年調査の水洗選別資料から検出された脊椎動物遺体の同定結果
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表 10．ー陣長崎鼻遺跡から出土した脊椎動物遺体の組成 NISP:同定標本数． MNI:最少個体数． SB:貝骨共通資料

平成 21年

¥ISP 

f /g-1 炉 l i-2 i-3-,t i-6 j-1 rl/2 

ir，! ［i ！，う粒f

＇ 
11 ll'i II研 ．1 9．4. 』., 'h'. ヽ. I a I b I / I I II f― II f 

II f 

II「'"i II g II g Il g 
II g IIト',:

l区11¥1] ,1ヽ レ
コ・サぅi II屈 州、・n 訊‘「i llM 最下）1~91 最下 先行 一括

II a 

出中 比I! l] リ、中
集中 I丑 I¥'i IIT1 叶9/r1 下lti

／下iiti
下Iil I 」汎1 中Iii 下Iti

1,•サ I I 
~7 ぶ 9 ← . 1 9・ 9 r9 ・ 上／ぃi

SI! Sil Sil SB Sil Sil Sil Sil Sil SB Sil SB 

サメ !ii 5 1 5 , 1 IS 2 2 I 2 13 I 
、）
I 1:J 

., 
I 2,1 I 

エイ II I 

板糾恩!ii I 

ウナギ屈 I 2 I I 

ウッポ科 3 I I I I I I 10 I I 3 I 4 I I 

ボラ fl I I I 2 I I I I 3 

ハク科（マ.・、クIt'!） I I I I I I I 

ハク科（砂'T1型） I 2 

ハク科 I I I 3 I I I I 

ハク型

アジfl

フエグイ科 I : I 2 I 

イスズミ科

クログイ斬 I 2 I I I 2 I I I う 3 I I I 

タイ科 I I I 

イシグイ屈 I 

ペラ科 I 

プダイ，f， I 3 
,, 

I I I I I 

アオプダイ屈 I I I 3 2 3 I I I 

プダイ目 I 22 I I .¥ 、1 I I I I 2 J,J I 

ニ •If ダイ科 I I I I I 

フ1）カサゴ科・> I 

オニオコゼ利・ウ

コチ科 I 

カワハギiii I 2 I I I 

ハコフグ科ワ

ハリセンボン科 I 2 

l'｛＇i'i Lri 4と1元I,と I I 

i'i fi iii保貿 :l 15 2 2 5 !) 1 6 2 3 5 7 I ， I I 
真11!ii[9il定1ヽ可 1 2 3 II I I 3 .） 2 I 2 I 

ヘピ：ii I 

ウミガメ ！［i ') 5 I '） 3 I I I 6 I 
,, 
I I 3 I 

アホウドリ科 I : I 

カモメ 打i 、1

キジ！ii I 

．I: ｝頌未同'，じ

.l．，」 打i同定不可 5 2 I I I 

ニホンザル 3 I I 2 I 5 

イヌ

小型兵肉 I] I 

イノ・ンシ I 17 ， 3 I 3 I ・I I 2 ， I 

シカ 5 9r 9 ( 21 16 1 : l II I 3 3 20 :l 3 I I 2 23 I a 

S/C 1 5 2 ;9 I I I 2 1 2 '） I :l り 6 2 

イルカ hi 2 2 2 

クジラ ！ii

ウマ

月Ii;"し1ii ;K I;,1 ；ピ

IIl |）．; l ![i保i,＇i I 

哺忍し！(ii司；む不可 I I 3 

合計 II 221 II 68 39 1 7 
,, 
10 6 ~')—I • II 16 112 13 12 1 5 l.l 26 31 1 09 ！） 2li 

-91 -



平成 21年 昭和：J1年

N I S P ¥INI NISI' IINI 

j-2 j-3 

l l 9 9 I l a II b II b Il c II d l I r II r II f II f j-2-g →ウプトレ
-1'7トレ
最上

II/vi サ・Iトレ 合計 合計 合，）1 合計・

9 9’K, i 下1fi 9 9J /,'’,} 下I1" 上中研 FI召
II e Iii 

削 下11'1
i，し下
下11i1
I l lt1 
l l li'i 
サプトレ

l 
II -2 

10 
II／叶 やプトレ 先行

ー・l舌
一括

/iii 枡 ti 

I I I I ， I I I 22 10 I 2 I I 3 I 2 15 236 3 158 '〕

2 I I I 

゜゜I 2 l 

゜I 6 3 

゜゜I I 2 ・I I I 2 I 19 3 

゜゜I 2 I I I 18 6 I I 

I 8 7 

゜゜2 I I 3 I II I 2 I 

2 2 : I 2 IS I 

I I 2 I 

I I I 

゜゜I I 2 3 13 3 

゜゜
゜゜

3 I 

I 2 I I 27 7 ， 3 
! I I l 10 I 

I 2 I 

゜゜I I I I I 

゜゜I I 2 2 21 5 2 I 

2 I I , 1 I ぅ 3 I 10 ， 65 17 
I I 2 12 2 2 ， 2 ・1 :i I l 05 110 

I I 7 2 I I 

I I 

゜゜I I I 

゜゜I I 

゜゜3 l I I 2 3 I 21 :l 

゜゜I 

゜゜2 I l 10 っ 3 2 

I I I I I 2 I I I I 2 15 I 

I ., .l I 1:1 Ii 15 3:l 2 I s ,, I II 3 s 2 2 1 2 16 

I 3 I I I 2 I I 2 3 2 (i:l •I 

I I 

゜゜I 2 I I l' 3 I I I 2 :i 62 I 35 3 

I I ＂ I I 

・I I 

゜゜I 2 I I I 

I l I I I 

゜10 

゜4 I 18 3 3 I 

I I I 

゜゜I 

゜.! :1 I I I I 2 8 2 77 3 57 5 

2 I I I (i 2 3 :H 10 8 ：） 15 I 7 2 298 8 10 I ， 

2 2 I I 8 2 2 I 7 I S5 29 

2 8 I I I 

I 6 I 

゜゜
3 I 

I ! 2 

゜I 

゜I 6 

゜2 3 2 8 l li 6 10 1沿 18 6 36 [:ii 50 ！） ,¥:J 6 2 3 l 68 1 5 37 10 1500 ss 618 50 

-92-



脊椎動物全体 MNI
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図 1．ー陣長崎品造跡から出土した脊椎動物遥体の組成．最少個体数 (MN!)比
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図2. ー陣長崎鼻追跡から出土した脊椎動物造体のグリッド・層別の出土数と組成．同定標本数 (NISP)
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魚類 MN!
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図3.ー陣長崎晶遥跡から出土した魚類迫体の組成．最少個体数 (MN!)比

魚類 NISP

0', 1 0% 20% 30% 40% 50% 60% 70', 80', 90'。 100%

平成21年度(N=622)

昭和31年度(N=357)

ロサメ類 ロウナギ属 回ウツボ科 目ボラ科 図ハタ科 ■フエダイ科

日クロダイ属 □ブダイ科 1111ニザダイ科 田カワハギ類 囮ハリセンボン科□その他

図4.ー陣長崎品迫跡から出土した魚類迫体の組成．同定標本数 CNISP)比
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魚類 MNI
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図6. ー陣長崎晶遺跡出土のサメ歯研磨製品．a：全体．b:研磨面拡大
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第8節 ー陣長崎鼻遺跡出土の十脚甲殻類遺体
加藤久佳（千築県立中央博物館）

これまでに 400点以上のカニ類の断片が得られて

いるが，そのほとんどが“ノコギリガザミ”および

モクズガニで，わずかにイワオウギガニ類などを伴

う。残存部位の多くがハサミ脚可動指および不動指

であり，少数の掌節片および長節片が認められた。

背甲その他の部位が特定できる甲殻片は見られな

かった。 日本周辺海域のノコギリガザミは従来単一

の種とされていたが，現在ではアミメノコギリガザ

ミ，アカテノコギリガザミ， トゲノコギリガザミの

3種が認識されている。 しかしなが らこれら 3種は

背甲額域の棘の形，ハサミ脚腕節の棘の発達の程度，

ハサミ脚や歩脚の網目模様の有無などで区別されて

おり（伏屋・渡邊， 1995)，ほとんどすべてがハサ

ミ脚指節のみで，また生時の模様もとどめない今回

の資料でこれらの形質は識別不可能であることか

ら，広義の“ノコギリガザミ”とした。ノコギリガ

ザミとモクズガニは多くの造跡から産出しており，

南西諸島では主要な漁獲物だったと見られる（金子，

1991,2002など）。ともに現在でも島内で食用に採集

されており，今日の大浦）I/に見られるようなマング

図版 l

ロープ干潟は，当時もノコギリガザミの絶好の漁場

であっただろうし，近隣の川ではモクズガニが得ら

れたのであろう。

本地点の十脚甲殻類造体群は，ごく限られた種の

カニだけが卓越し，その他のカニ類をほとんど含ま

ないという点で，黒住 (2006) のいう“集団の嗜好

が明確な動物造体”といえるのかもしれない。
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I-2. イボイワオウギガニ． I. 右可動指， 2.右不動指． 3-6. モクズガニ． 3.右可動指， ,1.右不動指，
5.左可動指， 6.左不動指 7-10. “ノコギリガザミ”.7.右可動指， 8.右不動指， 9.左可動指， 10.左不動指
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表 1 ー陣長崎品逍跡出土の十脚甲殻類 種・部位別集計表
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第v章総括
第1節 出土土器について

本造跡出土の土器は，盛園によって黒川式に比

定され，その後多くの研究者がそれを追認してい

る（例えば，旭 1988)。今回，平成 19, 21年度で

追加された資料を含めて昭和 31年出土資料の再賂

理を行った。本造跡出土の黒川式とされる粗製の

深鉢形土器は，肩部が「く」字状に屈曲し，口緑

が内湾して立ち上がり，屈曲部に稜を有するなど

中種子町阿嶽洞窟遺跡出土の黒川式の特に I類に

類似する。盛園は阿狐洞窮造跡資料の I類を，堂

込による編年（堂込 1998) における黒川式中段階

に比定している（国分，盛園 2001)。筆者も， 阿

嶽洞窟造跡の黒川式と本辿跡の出土資料を，それ

らの特徴により棠込編年の中で位置付けるとする

ならば，盛園と同意見である。

しかし，問題点が大きく 2点あるので，それを

整理してみたい。

1つ目は，壺形土器（図面番号 68) が出土して

いる点である。壺形土器は， 昭和 31年の調査の際

に， G区の 2屑より出士している。 口唇部が厚く

なり，小さく外反し，頚部を縦研暦で仕上げてい

る点で，上水流追跡や下原辿跡の出土例に煩似す

る。一方で，黒色である点では，計志加里追跡出

土例に類似する。計志加里追跡出土の壺は，東に

より，「干河原段陛」に伴うものとされている（東

2002）。一方で，下原造跡出土例は，刻目突惜文土

器に伴うものとされる。上水流造跡出土例は，干

河原段階の資料と，刻目突帯文の両者が出土して

いることから，調査者はいずれに）属するものか慎

重に判断すべきとし結論をだしていない（野間口

2007)。これらの事例から，本造跡出土の壺形土器

もそのいずれかの時期に屈する可能性が高く，本

造跡における祖製の深鉢形土器との関係をどのよ

うに捉えるかという問題がある。

2つ目は，本辿跡出土の黒）1|式とされる深鉢形土

器には細沈線文が施文される一群があることであ

る。細沈線文が施された土器は，図面番号でいう

と5, 19, 41, 52, 58の5点で， Vヽ ずれも屈曲部

から口縁部にかけて施文されている。5,52のよう

に，黒川式とされる深鉢形土器であることが明ら

かなものと， 19, 41のように判別が難しいものが

ある。南九州では，黒川式の時期は無文化が顕著

で，奄美諸島でも無文化の傾向となる。特に，本
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造跡資料のように祖製の深鉢型土器に細沈線文が

施される類例は，南九州では管見の限りない。一

方で，大隅諸島では，十島村宝島の浜坂貝塚にお

いて，実物は未見だが，細沈線文を有する黒川式

や，刻目突帯文土器，有文の壺形士器が出土して

いるとされる（三友 •河 口 1962, 河口 2005) 。 ま

た，中種子町阿嶽桐窟追跡でも，刻目突帯文を有

する槻形土器に同様の糸Ill沈線文が施される例があ

る（国分，盛園 2001）。この細沈線文の起源・系譜は，

今後の課題としたいが，少なくとも黒）1|様式の中

には求められそうになく， 三叉文 （黒川 2007) と

も無関係に見える。南島を視野にいれるのは勿論

であるが，まずは大隅諸島の地域性の中での検討

を今後行っていく必要があろう。

なお，本辿跡資料と阿嶽桐窮辿跡資料は，とも

に鰭状突起や， リボン状貼付文を伴わず，精製の

浅鉢形土器が極端に少ない点，底部形態にいくつ

かのバリエーションが存在する点も気になる。精

製の浅鉢形士器にリボン状貼付文が確認されてい

る南種子町松原追跡例から，これらの要素が大隅

諸島において欠落するわけでもない。

参考までに，本辿跡出土の黒川式とされる深鉢

形士器（図面番号］3) の土器付着炭化物の℃年

代（第I¥l章第 1節）は， 2450土 30yrBPで，包含

層から 出土した 2点の炭化物の℃年代は， 2470

土 30yrBPと2520士 30yrBPである。り索尾によれ

ば，膵尾の言う黒川式新段階の℃年代は， 2800BP

台であるとされ（藤尾 2009)，その年代値と比べ

るなら，本造跡資料の年代値は，随分新しい。ま

た， ii素尾によると， 2500BP~ 24008P台の年代値
は，夜臼 [lb式や板付 l式の年代値として理解が

可能であるという。 さらに，蘇尾の表によれば，

九州南部の突帯文系土器，擬孔列文士器も 2500BP

~ 24008P台の年代値におさまっている。なお，そ
の表には未掲載だが，鹿児島県上水流造跡出土の

刻目突帯文土器の付着炭化物も， "C年代が 2549

土 24BPである。本辿跡資料の "C年代は，それら

に近い。もっとも， "C年代の測定結果は単純には

取り扱うことはできず，多くの注意を要するうえ，

水ノ江が指摘するように（水ノ江 2009)，黒川式

それ自体や，種子島の当該期の土器群の型式学的

な検討のもとに謡論を続けることが肝要であるが，

今回の℃年代測定の結果は，ひとつの目安にはな

ろう。

これらのことから，深鉢形土器の一部に糸Ill沈線



文が施され，壺形土器を含むという本辿跡の士器

群の時期は，この壺形土器が干河原段階ないしは

刻目突帯文の時期のものである可能性が高い点や，

浜坂貝塚の細沈線文の一部が，少なくとも刻目突

帯の時期まで下がる可能性があること，阿嶽洞窟

造跡において，刻目突帯のある迎形土器に同様の

細沈線文が認められることを考慮すると， ’＇C年代

の年代値も参考として，その頃までを含めた年代

幅の中で所屈時期について検討する必要があり ，

型式学的な再検討も行う必要がある。細沈線文が

施されない深鉢形土器についても， "C年代の年代

値が， 2450土 30yrBPである点，鱚状突起や， リ

ボン状貼付文を伴わない点，精製の浅鉢形土器が

極端に少ないと l,,ヽう器種構成の特徴，種子島 ・屋

久島では今のところ無刻目突帯文が確認されてい

ない点や南島との関係も含め，その編年や型式学

的検討について今後の課穎としたい。 （石堂）
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第 2節 総括

ー陣長崎蒻遺跡は，種子島の南部，太平洋に面

した砂丘上に所在する縄文時代晩期の貝塚で， 黒

川式の単純造跡として著名である。

調査は，昭和 31年度に盛園尚孝が行い，平成

19 ~ 21年度に南種子町教育委員会が行った。追
物としては，土器，石器，貝骨魚牙製品が出土した。

土器については本章第 1節を参照されたい。

石器は，刷石 ・敲石・凹石類を主体とし，石鏃，

石斧石錐，使用痕のある剥片などが出土した。

貝骨角牙製品としては，オオッタノハ貝輪，イ

モガイ珠，ノシガイ珠，ツノガイ珠，ハマグリ製

打製石f}J友， トドロキガイ製垂飾品，サメ歯垂飾品，

サメ歯研崩製品，骨製のかんざし，骨製刺突具，

クジラ肋骨製の骨刀などが出土した。

ハマグリ製貝鏃は，少なくとも南九州及び南島

に類例はなく，南島では貝鏃の素材として夜光貝

やクロチョウガイなどが選択される。 ノシガイ珠

は，螺背を入念に研底することで，穿孔を施して

いる。螺背にのみ穿孔を有するノシガイ珠の類例

は知らないが，沖縄県具志）11グスク造跡で螺頭部

と殻口部を磨ることで両者に穿孔する例がある。

また，広田造跡出土のノシガイ珠では，穿孔は施

されず，殻口部を研厖により面取りするが，その

結果殻口部に孔が穿たれる例がある。類例とし

ては，沖縄県高知口原造跡例が知られる。広田辿

跡出土のノシガイ珠は，広田追跡北区 3号墓など

において，人骨に密着するように出土したその出

土状況や加工のあり方から衣服などに縫いとめら

れて使用されたと想定されているが，本造跡のノ

シガイ珠は，垂飾品などとしての使用が想定され

よう。

漁労具については，刺突具は確認されたものの，

釣針などは確認されなかった。樋泉による分析に

よれば，本追跡における魚漁は，沿岸の岩礁／サ

ンゴ｛i焦域におけるプダイやハタなどの漁，外悔域

でのサメ漁，辿跡近隣の汽水域を中心としたクロ

ダイ，ボラなどのi魚を主体とするとされる。漁労

具の組成は，こうした漁のあり方と関連するのか

もしれない。なお，樋泉は本造跡における魚類の

漁の最大の特徴として，サメ漁の活発さをあげ，

特に出土 したミズワニ科のサメ由研脳製品に着目

している。樋泉が指摘するように，本製品のように，

穿孔がされず，研磨による平坦而を有する製品は，

長崎県宮下追跡，志多留貝塚，熊本県沖の原貝塚



など，西北九州の外海性の貝塚に類例がある（三

島 1980)。一方で，南九州や南島には類例はない

（注 l)。樋泉は，こうしたサメ歯研靡製品の出土

は，本追跡のサメ ‘i魚に西北九ヽ}|、I方面の外洋漁労民

が関与していた可能性を強く示唆するものだとし

ている。また，本造跡の特徴の一つとして，黒住は，

集落に隣接した悔浜部のサメ類 ・ウミガメ類の捕

獲 ／解体場所的な性格が強い点をあげている。湘

産貝類造体の検言寸からは，貝塚形成のある時期に

大波で貝塚が洗われた可能性があることや，採集

され食用された貝の種類が限定的で，厳密に選択

がされている事実から，この逮跡を営んだ集団の

食の嗜好が明確であったことを指摘している。こ

のことについて，加藤も本辿跡出士の十脚甲殻類

辿体において，ノコギリガザミ，モクズガニとい

うごく限られた種のカニだけが卓越し，その他の

カニ類を含まないことを指摘している。

さらに，樋泉は，シカ・イノシシにおいて，頭

蓋が多く四肢骨主要部位が欠落するなどの特異性

が見いだせることから，本追跡が単純な日常生活

の場ではなかった可能性と，シカ角の出土が少な

い点，中手 ・中足骨の半裁資料が多しヽことから，

本逍跡が骨角器生産の一次的な作業場であった可

能性を指摘している。

出土人骨としては，昭和 31年に地元の方が採集

したものと，平成 21年の調査で，出土した頭蓋骨

片がある。昭和 31年採集人骨については中橋によ

る詳細な分析がなされている。まず，本人骨に認

められる上顎の中切歯を対象とした片側抜歯につ

いては，種子島では一陣長崎昴造跡例が唯一の縄

文期の人骨であることや，大隅諸島やその周辺に

抜歯パターンの類例がないことから，今後の事例

の増加を待って評価をする必要があるとした。ま

た，金関の指摘した下顎中切歯の水平研磨（金関

1958) については認定に至っていない。当該人骨

と広田集団（弥生～古填）との比較については，

両者に共通する部分（短頭性，低頭性，低顔 ・低

眼廊傾向，彫りの深い顔貌など）がある一方，大

きな隔たりを示す部分（大きな顔面サイズ，高鼻，

高身長，細い上肢，太い）排骨など）があることから，

この人骨を後世の広田集団を生み出す母胎，先祖

集団の一員として位置づけるにはまだ無理がある，

としている。

llC年代測定は，深鉢形土器の口緑部に付着 して

いた土器付着炭化物と，包含層内の炭化物及び包
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含層内出土の貝類について実施している。土器付

着炭化物の llC年代が， 2450士 30yrBP, 包含層か

ら出土した炭化物の llC年代は， 2470土 30yrBPと

2520士 30yrBPと近接することは，測定結果に一

定の信頼がおけることを伺わせる。また，測定を

行った包含層出土の炭化物は，造物を含まない白

砂層を間層として挟み， II層上部と 1I層下部に細

分された地点の II層上部からサンプリングした炭

化物 (2470土30yrBP) とII層下部からサンプリン

グした炭化物 (2520土30yrBP) である。1II層は無

造物層だから，この 2つの炭化物の llC年代が近接

することは，ー陣長崎鼻造跡の発掘調査において，

包含肪とされた Il層を複数の文化層に細分しえな

かった事実と調和的で，貝塚の形成期間が長期間

に及ぶものではない可能性を示す。

ただし，これらの暦年較正年代 (lo.）は，上

限が紀元前 8世紀中葉頃，下限が紀元前 6~5世

紀頃の範囲で示され，較正曲線が平坦に推移する

部分に当たっているので，その点で注意を要する。

貝塚形成初期の本巡跡周辺の景観は，黒住によ

る陸産貝類追体の組成分析によって，現在のよう

な砂丘の疎らな草本群落ではなく，悔岸林の中か，

そのすぐ前面といった景観であり，辿跡地におけ

る人間活動の活発化とともに開けた環境となって

いったと予想されている。なお，貝塚内の出土炭

化物はマツ科に同定されていて，海岸林は，マツ

科を中心とするものであったのかもしれない。

以上のように， ー陣長崎鼻造跡は，本格的な稲

作の開始以前の種子島の様相を知る上で学術的価

値が大変高い造跡であるといえよう。

最後に，発掘調査から報告書作成まで，資料の

ご提供や聞き取り調査など様々な面でご協力をい

ただき，励ましてくださった盛園尚孝先生，調査

に協力してくださった「一陣会（注2）」の皆様と

学生諸君に心より感謝申し上げます。（石堂・松原）

注・引用文献

（注 l) シロワニ屈のサメ歯製品は，垂水市柊原貝塚，

草野貝塚等に事例があるが，研閑により面取りされてい

る例はない。

三島格 1980「九州及び南島出土の鮫伯製垂飾について」

『日本民族とその周辺』 新日本教育図書

金関丈夫 1958「種子島長崎伽辿跡出土人骨に見られる下

頒中切l』れの水平研駈例」『九ヽ}|,I考古学』第 3・ 4号

（注 2)ー陣会は，追跡の所在する松原集落の宵壮年によっ

て結成されている地域おこし団体。
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PL.1 

ー陣長崎鼻造跡出土貝骨角牙製品
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PL.2 

ー陣長崎鼻遺跡出土土器
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PL.3 

る ．^ 

ー陣長崎鼻遺跡出土装身具

2 一陣長崎鼻遺跡遠景
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昭和 31年度調査
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平成 21年度調査
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盛園尚孝先生（昭和 31年） 2
 
謂査参加者 (1) （昭和 31年）

•. -~.. ..• 
3 調査参加者 (2) （昭和31年） 4 調査参加者 (3)（昭和 31年）

5 調査風景 (1) （平成 19年） 6 調査風景 (2)（平成 19年）
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重機使用状況（平成21年）
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遺跡を訪れた寺内昭徳氏（平成21年）
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PL.16 
普及啓発活動（講演等）

1 國学院大学3回生有留秀樹氏

＝ 
2 南種子町教育委員会石堂和博

I !・I■ 

3 講演であいさつをする名越修町長
公．

4 鹿児島女子短期大学教授竹中正巳氏

示
煙

5 九州大学教授中橋孝博氏 6 琉球大学教授土肥直美氏

7 東京大学准教授米田穣氏 8 出土資料見学会の様子
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出土土器 (1)
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出土土器 (2)
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出士土器 (3)
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出土土器 (4)
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出土土器 (9)
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骨刀
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出土土器 (10)
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出土石器
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